















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　どうもどうも皆みなの衆しゆう＆レディース＆ジェントルメン。

　本書の著ちよ者しやの田中天たなか・たかしです。

　この本が何かと申しますと、ＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下：『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイ本です。

　とりあえず、順を追って説明しましょう。




問：ＴＲＰＧとは何ですか？

答：とても楽しい娯ご楽らくです。




　……これだけじゃ説明になってないので、補ほ足そくします。ＴＲＰＧとは、数人が集まり、プレイヤーひとりにつき一体のＰＣ（プレイヤーキャラクター）を担たん当とうして、司会進行役のＧＭ（ゲームマスター）が提てい示じする状じよう況きように対たい応おうし、会話をしながら〝物語〟を作っていくという、ちょっと変わった遊びです。

　その源げん流りゆうは、一九七〇年代前半にアメリカで誕たん生じようした史上初のＴＲＰＧ『ダンジョンズ＆ドラゴンズ』（以下：『Ｄ＆Ｄ』）にまで遡さかのぼります。『Ｄ＆Ｄ』は多くの人々を魅み了りようし、そして『Ｄ＆Ｄ』に触しよく発はつされた人々が新たなタイトルを数多く生み出してきました。なお、『Ｄ＆Ｄ』はルール改定（これを版上げといいます）を幾度も繰り返しながら、現在に至るまで世界中で愛されています。なお、最新版の『Ｄ＆Ｄ 4th Edition』の日本語版がホビージャパン社から好評発売中です。

　また、星せい海かい社ウェブサイト〝最前線〟にて連れん載さいされ、六月には書籍版（『レッドドラゴンⅠ　第一夜　還り人の島』著：三田誠さんだ・まことほか）も発売されてたちまち大評判を呼んだＲロールＰプレイングＦフイクシヨン『レッドドラゴン』（http://sai-zen-sen.jp/special/reddragon/）で、その知名度を大いに上げたのは、記き憶おくに新しいことでしょう。

　本書で扱あつかっている『ＡＲ２Ｅ』は、そんな数多く存そん在ざいするＴＲＰＧタイトルのひとつです。プレイヤーは、勇ゆう敢かんな〝冒ぼう険けん者しや〟となり、架か空くうの大陸エリンディルを舞ぶ台たいに、様々な謎なぞや戦いに挑いどむことになります。ジャンルは、いわゆる「剣けんと魔ま法ほうのファンタジー」というやつです。

　そして、そのＴＲＰＧを遊んだ記録を、整理・編へん集しゆう・演えん出しゆつを加えて文章化したものが、「リプレイ」と呼よばれるジャンルの読み物です。




　よし、とりあえず前ぜん提ていの解説終わり。




　そんでもって、本書は、「キャプテンＲＥＤ」という海の男を主人公とした、海賊ものの冒ぼう険けん譚たんを描えがいたリプレイとなっております。

　これまで『ＡＲ２Ｅ』のリプレイシリーズでは、海洋は、あまりフィーチャーされることのなかった部分です。

　でも、みんな好きだろ、海。俺おれは好きだ。

　なにしろ、広い。しかも浪ろ漫まんに溢あふれている。

　だったら、これをリプレイにしない手はない！

　悪漢！　神しん秘ぴの船！　謎を受うけ継つぐ少女！　頼たのもしい仲間！　世界のどこかに眠ねむる秘ひ宝ほう！

　活かつ劇げき！　剣撃！　銃じゆう撃げき！　船の上での丁々発止のアクションアクションまたアクション！

　……と、そういった要よう素そがてんこ盛もりの一冊さつとなっております。




　なお、本編中でも説明いたしますが、本書では、事前にプレイヤーと打ち合わせ、ＰＣと物語がより密接に関かかわるようなシナリオ作成及びセッション進行を執り行なっております。

　そのため、シナリオの形式が、基本ルールブックに書かれているものからは逸脱している部分がございます。これは、ルールをないがしろにする意図があるわけではなく、より面おも白しろい読み物を読者の皆様に提供するためにと考えて行なったことです。

　読者の皆様に於おかれましては、そのことをお含み置きくださいますよう、なにとぞよろしくお願い申しあげます。

　また、次ページには『ＡＲ２Ｅ』の簡単な用語解説コーナーを用意いたしました。ＴＲＰＧが初めての場合、ここにざっと目を通し、内容を理解するための一助としてください。




　……さて、堅苦しい話はここまでにいたしましょう。

　まずは、ババーンと読み進めてみてくださいませ！　粋な海賊キャプテンＲＥＤと仲間たちが、あなたを待っています。

　ようこそ、冒ぼう険けんの海へ！











本書に収おさめられた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実じつ在ざいの人物・団だん体たい・思想・宗しゆう教きよう等とはなんら関係はありません。









■ＡＲ２Ｅ用語解説

・セッション：ゲーム開始から終わりまでの一連の流れ。参加者が集まって、ゲームを一回遊ぶことを「一セッション」と数える。

・ＧＭ：「ゲームマスター」の略りやく。シナリオ（セッションに用いる物語のアウトライン）を用意し、セッション全体の司会進行を行なう。

・プレイヤー：ＧＭの進行の下でゲームを遊ぶ参加者のこと。

・ＰＣ：「プレイヤーキャラクター」の略。プレイヤーは、ひとりにつき一体のＰＣを担当し、物語世界内におけるプレイヤーの分身的な存在とする。

・行こう為い判はん定てい：ＰＣが行為を試みる際さい、ダイス（さいころ）を振ふって成功／失敗を決定する。基き本ほん的てきに、二個この六面ダイス（２にＤデイー）の出目合計に修しゆう正せい値ちを加算した結果から判はん断だんする。

・達成値：行為判定の結果の数すう値ち。通つう常じよう、高いほどよい。

・冒険者：冒険を生業なりわいとする人々。ＰＣたちは全員が冒険者である。「神しん殿でん」という超ちよう国こつ家か的てき組そ織しきによって認にん可かされる職しよく業ぎようであり、社会的な信用度は高い。

・ギルド：冒険者同士で協力し合うための集しゆう団だん。ギルドを結成することで、冒険者たちは「ギルドサポート」という特別な力を得る。ギルドのリーダーを「ギルドマスター」と呼よぶ。

・エリンディル大陸：『ＡＲ２Ｅ』の世界にある大陸。この大陸の「西方」と呼ばれる地ち域いきが、ＰＣが活かつ躍やくする主な舞台である。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆海への誘いざない




「海洋冒ぼう険けん物もののリプレイシリーズを始めます。プレイヤーとして参加してください」

　その日、俺おれ（田中天たなか・たかし）は前ぜん述じゆつのような内ない容ようのメールを四人の男女に送信した。

　本書の企き画かくにＧＯサインが出た直後のことである。

　そのメールには、次のような文章も添てん付ぷした。




▼ハンドアウト

「百年と一日の契けい約やくは終わり、偉い大だいな王は眠ねむりについた。

　王の遺い産さんは、この世の果ての禁きん断だんの島に。

　跡あとを継つぐべき七人は、欲よくにおぼれて波間に消えた。

　秘ひ密みつの海図は今いずこ？」

　……これは海に生きる者なら、誰だれでも知っている〝お伽とぎ噺ばなし〟だ。

　だが、キミは冒ぼう険けん心しん、あるいは名めい誉よ欲よくや金きん銭せん欲よく、はたまた運命に導みちびかれ、〝禁断の島〟を求める旅に出る。




　リプレイシリーズ全体（＝キャンペーン）の大目標を示すハンドアウト、つまり、「キャンペーンハンドアウト」といったところだろうか。

「海のどこかにある宝たから島じまを探さがす」

　それが、現げん時じ点てんで決まっていることのすべてだった。




＊　　　＊　　　＊




田中天（以下：天てん）：……というわけで、キャラクターを先に作ってもらいたいんだよ。




　俺の言葉に、目の前の女じよ性せいは、企画メモに目を通しながらこくこくと頷うなずいた。

　水野暁子みずの・あきこ。

　今回のリプレイに参加して貰もらうプレイヤーのひとりであり、前述のメールへの返信が一番早かった女性である。




▼プレイヤー紹介：水野暁子

　俺のゲーム仲間のひとりで、妙みよう齢れいの女性。「面白いこと」へのレスポンスが極きわめて良く、誰だれかの愉ゆ快かい発言を聞いては、笑いのあまり腹ふつ筋きんが崩ほう壊かいor呼こ吸きゆう困こん難なんで動けなくなる。すると、ウケたことに気を良くした発言者が続けて面白いことをして、さらに彼かの女じよが動けなくなるという、「楽しい空気の好こう循じゆん環かん」を招まねいてくれる逸いつ材ざいである。

　これまでにも、拙せつ著ちよ『ダブルクロス・リプレイ・ジパング』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）や『天下繚りよう乱らんギャラクシー　─見参、銀ぎん河が卍まんじ丸まる─』（ジャイブ刊）に参加してくれたという実じつ績せきがある。




水野暁子（以下：水野）：なるほど。プレイヤーごとのハンドアウトがないというのは、なんだか珍めずらしいですね。

天：うん。キャンペーンハンドアウトと、キャラ作成のレギュレーションくらいかな。なぜかというと、作ってもらったキャラクターの設せつ定ていに沿そったシナリオを作りたいからなんだよ。

水野：いいですね！　「シナリオが自分たちのためにある」感がギュンギュンします（笑）。

天：まずは参加者各人の意見を聞いて、それを元にシナリオのアウトラインを作り、改めて全員で集まってＰＣ設定の摺すり合あわせをする……という流れを考えてる。

水野：（両りよう拳こぶしをギュッと握にぎりしめ）おお……盛もり上あがってきた！　海洋冒険、了りよう解かいです！

天：でさ、現時点で、すげぇ漠ばく然ぜんとしてるけど、何かやりたいキャラはある？　主人公がやりたいとか、ヒロインがやりたいとか、悪あく党とうをやりたいとか、なんでもいいよ。

水野：……実は、家であれこれ妄もう想そうしてました。あのですね、船を持ってるんです。

天：船？

水野：はい。なんか神しん秘ぴで、ビャーっとして、バーンとすごいんです！




　どんな船だ。




水野：順を追って話すと、ＰＣはちょっと不幸よりの女の子なんですが、何かの拍ひよう子しで船を継けい承しようして、大海原に旅立つ……みたいな。

天：王道だねぇ！　主人公っぽいじゃん！

水野：あ、それがですね。できれば、憧あこがれの対象になるような主人公が別にいると、より良いなぁって。ワイルドな海かい賊ぞくとか。

天：ほうほう、ワイルドな海賊。

水野：すみません、注文多くて。

天：いやいや、むしろイメージが固まるのでありがたい（笑）。




　そんな感じで、水野さんとの会話は進んだ。これをプレイヤー人数分繰くり返かえす。

　残りのプレイヤーとＰＣたちについては、その紹介を物語本ほん編ぺんに譲ゆずるとしよう。

　それから一週間後、リプレイ参加者全員がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集合した。

　互たがいが作ろうとしているキャラクターの方ほう向こう性せいを確かく認にんし、さらに、戦せん闘とう時の役やく割わり分ぶん担たんなどを決定するためである。

　またこのときにプレイヤーからの提てい案あんを受け、いくつかの要よう素そが決定した。

　主人公たちは海賊団だんであること、〝伝説の海賊〟キャプテン・ルビィという重要ＮＰＣが存そん在ざいすることなど、多くのネタをプレイヤーからいただいたのだ。




　その後、ＰＣ案を元に、シナリオを作成。できあがった今回予告は、これだ。




●今回予告

　エリンディル北西の海に浮かぶ孤島、セリィ。

　そこは、伝説の女海賊キャプテン・ルビィが眠る場所。

　そして、彼女の遺産を受け継いだ少女が暮らす場所。

　だが、ある日、悪逆無道の海賊団が、平穏を打ち破る。

　奴らが求めるのは、キャプテン・ルビィの遺産。

　少女に魔の手が迫るとき、赤毛の海賊が現れる。

　そう、彼の名は───




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ

　プロローグ『少女と海賊』




　聖暦一〇〇九年、八月。

　真夏の風に誘われ、少女は今、海へと旅立つ。




＊　　　＊　　　＊




　なお、ＧＭがＰＣ作成のために提示したレギュレーションは次のとおりである。

・キャラクターレベル：８／転職についての制限は特になし。

・所持成長点：50点／一般スキル、またはゲッシュの獲得に使用可。余った分は持ち越し可。

・所持アイテム：８レベル以下の任意のアイテム×１、冒険者セット×１

・所持金額：一〇〇〇〇Ｇ

・ギルドレベル：６

・禁止事項：アルディオン大陸に由来するデータは基本的に使用不可。

・ＰＣの社会的立場：神殿から認定された正式な冒険者であるが、一部国家からは海賊指定を受けているものとする。これは非人道的行為の推奨ではなく、雰囲気作りのためである。義賊的なキャラ造形を望む。




　そして、時は流れ収しゆう録ろく当日。

　我われ々われは、再ふたたびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集合していた。

　録音機材のスイッチオン。




天（以下：ＧＭ）：それじゃ、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす!!

[image: ]
















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆　海賊の娘むすめ




　わたしは、ラクレ。

　エリンディル大陸の北西、〝鱈たらの海〟に浮うかぶ、セリィという離り島とうに住んでいます。

　ついこの間、十四歳さいの誕たん生じよう日びを迎むかえました。

　去年まではお祝いしてくれる人がいたけれど、今年はひとりぼっち。

　たぶんきっと、これからも。




ＧＭ：はい、それじゃあまずは自じ己こ紹介を。

水野（以下：ラクレ）：はーい。名前は、ラクレLa clé。〝鍵かぎ〟って意味のフランス語からいただきました。種族はヒューリン。十四歳になったばかりの女の子です。

ＧＭ：うんうん。君は伝説の女海賊キャプテン・ルビィのひとり娘むすめで、彼女が人生の最さい期ごを迎むかえた離島の館でひとり暮ぐらしをしている……という設定だったね。

ラクレ：はい。今年の初めに亡なくなった母さんが遺のこしてくれた、大きなお屋敷で暮らしてます。わたしひとりしかいないので、大きな家も持て余し気味です。

ＧＭ：なるほど。ルビィが集めた高級な家具や食器、絵画なども、今は埃ほこりをかぶっていたりするのかな？

ラクレ：あ、使ってないものでも、なんとか掃除はこまめにしておきます。

ＧＭ：ＯＫ、了解した。それじゃあ、ラクレの日にち常じようの描びよう写しやから物語を始めるとしよう。その名を知る者も少ない離はなれ小島に今日も今日とて朝日が昇のぼる。

ラクレ：朝だー。ベッドで身を起こしたら、まずは壁かべに掛かかってる母親の肖しよう像ぞう画がに挨あい拶さつします。おはよう、母さん。




　海鳥たちの鳴き声で、目が覚めました。

　壁に掛かった額がく縁ぶちの中では、今日も母が楽しそうに笑ってます。

　エリンディルの海を荒あらし回まわった、それはそれは恐おそろしい大だい海かい賊ぞく……らしいです。

　一いつ緒しよに過すごしていたときの母からは、そんな雰囲気は微み塵じんも感じられませんでしたけど。

　ずっと病気がちだけど、いつも明るく、最期まで楽しそうに笑ってた人でした。




ラクレ：とりあえず、寝ねしなに読んでて開きっぱなしだった本を閉とじます。

ＧＭ：ふむ。どんな本か、タイトルのイメージある？

ラクレ：んー、『海賊の大だい冒ぼう険けん』とか、そんな感じの冒険物語です。こういう本を読んで寝ねると、たくさんの仲間に囲まれて冒険する夢ゆめを見られるから……。

ＧＭ：な、泣かせる……（笑）。

ラクレ：でも、起きると孤独。ひとりで顔を洗あらって、ひとりで朝食を済すませます。……あと、誰もいないけど、性せい格かく的てきに身だしなみはきちんとしておきます。




　顔を洗って、鏡を見ます。

　銀色の髪かみも、子こ供どもっぽい顔も、母さんとは似にていません。

　一ひと房ふさだけ、なぜか赤く染そまった髪は、母さんの〝ルビィ紅玉〟譲ゆずりでしょうか。

　ドゥアンという種族には、髪が一筋だけ別の色になる人が多いそうです。

　だから、見たことのない父さんがドゥアンだったのかもって思ったこともあったけど、母さんは笑って否定するだけでした。




ラクレ：その後は、村に出かけて、家で食べるためのパンを買い足さないと。で、その帰りに浜はま辺べに足を延ばして、貝かい殻がらを拾って帰ります。

ＧＭ：貝殻？

ラクレ：はい。母さんの遺産は残しておきたいので、できるだけ自分でお金を稼かせいでます。浜辺で拾った貝殻をアクセサリに加工して、本土から来た行商の船に買って貰もらったり。

ＧＭ：健けな気げだー。うん、それじゃあまず君は村へと向かうわけだが……村の大人たちは、明らかに君を避さけるような態たい度どをとる。そっと無む視しするみたいな。




　村の中。

　道みち端ばたで話しているおじさんやおばさんに、ぺこりと会え釈しやく。でも返礼はありません。

　仕方ないんです。わたしは、〝海賊の娘〟だから。

「うかつに関かかわると、いずれ災わざわいに巻まき込まれる」

「とはいえ、子供を村から追い出すのも後味が悪い」

「……それに、ルビィの残ざん党とうから報ほう復ふくを受けるかもしれない」

　だから、わたしには極力関わらないというのが、村の人たちの出した結けつ論ろんでした。




ＧＭ：村人は、「いつ、とばっちりが来るか分からないよなぁ」「まったくだよ。海賊なんて、ロクなもんじゃないからねぇ！」なんて会話をしているわけだ。

ラクレ：うう。自分で提案した設定ですが、やはりつらいですね……。そそくさと立ち去って、パンを買いに行きます。

ＧＭ：了解。パン屋は商売なので、普ふ通つうに売ってくれるよ。そうだな、そこのおばさんは、珍めずらしく君に優やさしい大人としておこう。名前は、エリザ。

ラクレ：おおっ。ありがてぇありがてぇ（拝おがみながら平身低頭）。

ＧＭ：安い黒パンを買ったであろう君に、柔やわらかい白パンと甘あまめの焼やき菓が子しを少しオマケしてくれる。「余あまり物ものだけどね。よけりゃ、持って行きなよ」とこっそり。

ラクレ：うわぁ……！　あ、ありがとうございますエリザさん！　大事に食べます！

ＧＭ：「うるさいこと言う奴やつもいるからさ、内ない緒しよだよ。……ごめんよ、ウチの村の連中は肝きもっ玉たまが小さくて」

ラクレ：いえ、いいんです。仕方ないですから。

ＧＭ：「あたしだって海を荒あらす海賊は嫌きらいだよ。けど、ルビィさんは、少なくともこの村に迷めい惑わくはかけなかったし……それに、親のことで子供がどうこう言われる筋すじ合あいはないさ」

ラクレ：ありがとうございます……エリザさんにそう言ってもらえるだけで、十分です。ぺこりと頭を下げて、店を出ていきますね。

ＧＭ：「あ、そうだ。ウチの馬ば鹿か息むす子こが絡からんだら、殴なぐり返かえしちゃっていいからね。まったく、いくら言い聞かせてもわかろうとしない！」

ラクレ：息子？

ＧＭ：うむ。おばさんには十歳くらいのガキ大だい将しよう気質かたぎの息子がいて、そいつがしょっちゅう君に絡んでいるということにした。

ラクレ：なるほど。年ねん齢れい的てきには、やんちゃな弟みたいでちょっと可愛かわいいかも。

ＧＭ：では、君が歩いている所に、道を塞ふさぐようにして息子……トマスと、その他お子様連中を登場させよう。「海賊女だ。俺んちのパン、盗ぬすんだのかぁ？」

ラクレ：あ、可愛くない！（笑）　盗んでなんかないよ。買ったの！

ＧＭ：「お前の母ちゃんが盗んできた金だろ！」「そうだそうだー！」

ラクレ：違ちがうよ、母さんは盗んだりしないもん……。

ＧＭ：「盗ぬすむのが海賊だろ！　海賊は海賊らしく、海に帰れー！」とか罵ののしっているところへ、「こらーっ、トマス！　やっぱりくっだらないことやってんな!?」とエリザが駆かけてくる。




　ごつん、ごつん、ごつん。

　エリザさんの拳げん骨こつが、トマスたち全員の頭に平等に降ふり注そそぎます。

　トマスは何かを言いたげだったけど、エリザさんの手前、黙だまって駆け去ってしまいました。




ラクレ：ありがとうございます……。ああ、お礼言ってばかりだ。

ＧＭ：「……やれやれ。あたしゃ思うんだけどさ、あんたも、いつまでもこんな島にいないほうがいいんじゃないかねぇ」

ラクレ：えっ？

ＧＭ：「ああ、追い出そうってんじゃないよ。ただ、こんな狭せまくて何もない田舎いなかの島にいたって、いいことなんてひとつもないだろ」

ラクレ：…………。

ＧＭ：「この島しか知らないあたしが言うのもなんだけどさ、世界は広いんだ。その広い世界に出ればきっと、人生も開けるんじゃないのかね？」

ラクレ：そう、できればいいんですけど……。海のほうを眺ながめます。

ＧＭ：視し線せんの先には、茫ぼう洋ようたる大おお海うな原ばらが広がっている。君の母が暴あばれ回まわったという、冒険と浪ろ漫まんに満ちた夢の舞ぶ台たいだ。

ラクレ：わたしは、本音では海へ出たいと思っているんですけど、どうしても勇気を振ふり絞しぼることができないんですよね。仲間も、力もないし。だから、黙だまりこんじゃいます。

ＧＭ：そうだねぇ。エリザも、返答を強しいたりはしない。息をついて、「それじゃあ、身体からだには気をつけなよ」と言い残して去って行く。

ラクレ：（ぽつりと）海へ出る〝手しゆ段だん〟はあるんだけどなぁ……と、それを隠かくしてある〝洞どう窟くつ〟のことを思い出したりします。




　そう、〝手段〟はあるんです。

　入いり江えの洞窟に隠してある、母さんから受うけ継ついだモノ。

　キャプテン・ルビィ最大の遺産。

　けれど、それを使うには、わたしには何もかも足りません。

　力も、勇気も、目的も、そして……母さんの周りにいた、家族のように素す敵てきな〝仲間〟も。

　わたしは、二代目キャプテン・ルビィには、なれそうもありません。




ＧＭ：さて、その後は予定どおり浜辺へ行くってことでいいのかな？

ラクレ：はい。漁りよう師しさんたちの邪じや魔まにならないように、あまり人がいないほうで貝殻漁あさりをします。お腹なかが空すいたら、パンを食べて一休みしつつ。

ＧＭ：ＯＫ。そうやって君が浜辺をうろついていると、ちょっと不ふ審しんなものを見つける。

ラクレ：なんです？

ＧＭ：うむ。人だ（笑）。

ラクレ：人っ!?

ＧＭ：砂すな浜はまと岩場の交ざり合う辺りの波なみ打うち際ぎわに、成人男だん性せいらしきものが……。

ラクレ：すすす、水死体……!?

ＧＭ：遠目には、水死体特有の膨ぼう張ちようは無い。屍し肉にく漁あさりの海鳥も、今のところはつついたりはしてないね。

ラクレ：駆かけ寄よります！




　波打ち際に倒たおれていたのは、逞たくましい体つきの、若わかい男の人です。

　全身、酷ひどい傷きずだらけ。

　でもなにより印象的だったのは、真っ赤な髪。

　燃もえる炎ほのお、夕ゆう陽ひにきらめく海、流れる血……そのどれよりも強くて、印象的な赤！




ラクレ：しっかり！　しっかりしてください！

ＧＭ：その男は呻うめき声ごえと共に水を吐はき出だす。意い識しきはないが、息はある。その人物こそ───




　聖せい暦れき一〇〇九年、八月一日。

　その日を境に、わたしの人生は一変してしまいました。

　大海原、神秘、伝説、冒険、戦い、恐きよう怖ふ、哀かなしみ、そして喜び……そんな、物語の中のことと諦あきらめていたことのすべてが、わたしの人生の大半を占しめるようになったんです。

　すべてのきっかけは、あの人。

　そう、彼の名は───
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◆Opening02◆　漂ひよう着ちやくした男




　男の意識は、朦もう朧ろうとする世界をさまよっていた。

　波音。

　絶たえ間まない砲ほう声せい。

　衝しよう撃げき。

　……そして、誰かに抱だき起おこされる感かん触しよく。




ＧＭ：さて、ヒロインであるラクレの導どう入にゆうが終わったところで、いよいよ主人公の登場だ。先ほどラクレが拾った遭そう難なん者しやが何者かというと……さぁ、自己紹介願います。

遠藤卓司えんどう・たくじ：おーう、出番だ！




▼プレイヤー紹介：遠藤卓司

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社に所しよ属ぞくする、ＴＲＰＧシステムデザイナー。ゲームコンセプトをシステムへと落おとし込こみ、誰にでもプレイ可か能のうな〝製せい品ひん〟として創つくり上あげてしまえる天才。

『天羅万象・零ぜろ』『トーキョーＮ◎ＶＡ　The Detonation』『アルシャードセイヴァーＲＰＧ』（いずれもエンターブレイン刊）など、彼が手がけた作品は数多い。

　ＴＲＰＧセッションにおいては、渋しぶい男性キャラクターのプレイングを得意とする。本人がナイスなタフガイなので、そういうキャラもよく似に合あう。




遠藤（以下：ＲＥＤ）：オレの名前はＲＥＤ。本名はリチャードRichard・エリックErik・ダイアモンズDiamonds。略りやくしてＲＥＤレツド。船長なんで、キャプテンＲＥＤと呼よんでくれ。

一同：キャプテンＲＥＤ！
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ラクレ：わー（拍はく手しゆ）。名前だけで既すでに格かつ好こう良いです！

ＲＥＤ：ありがとな（笑）。ワイルドな風ふう貌ぼうで、赤毛と不ふ敵てきな笑えみが印象的な男。年ねん齢れいは二十八。クラスはシーフ／バイキングの８レベル。戦闘スタイルは短たん剣けん二刀流だ。

ラクレ：おお、バイキング。海の男だー。

ＧＭ：さてＲＥＤ。君は、とある理由から、伝説の女海賊キャプテン・ルビィが隠かくれ住すむと噂うわさされるセリィ島へと向かっている。

ＲＥＤ：ああ。事前に打ち合わせたとおりだな。

ラクレ：あれ？　でも母は亡くなってて……。

ＲＥＤ：オレはまだ、その情じよう報ほうを知らないのさ。

ＧＭ：だが、もうすぐセリィ島という海かい域いきで、君は奇き妙みような船に出会う……。




　海域を覆おおう、濃のう密みつな霧きり。

　そこに、途と方ほうもなく巨きよ大だいな船せん影えいが浮うかび上あがる。

（……幽ゆう霊れい船せんか？）

　だが、違ちがった。

　判はん断だんを下すよりも早く、〝それ〟は砲ほう弾だんを放ってきた。

　ＲＥＤ自じ慢まんのガレオン船が、たちまち傷きずつき沈しずみ始める。




ＲＥＤ：えーっ！　オレの船！（笑）　くそ、撃うち返かえせ！　砲撃フアイア、砲撃フアイア！

ＧＭ：だが奇妙なことに、君からの攻こう撃げきは通じている様子がない。霧に呑まれた砲弾は、そのまま溶とけるかのように消え去ってしまう。

ＲＥＤ：な、なんだこりゃあ……！

ＧＭ：乗員たちの悲鳴と怒ど号ごうが交こう錯さくし、そして遂ついにとどめの一いち撃げきが、君の乗る船の底をブチ破やぶり、船を支ささえる竜りゆう骨こつを粉々に打うち砕くだく！

ＲＥＤ：げっ！




　ＲＥＤは海に投げ出された。

　至し近きんで炸さく裂れつした砲弾のせいで、全身が痺しびれている。動けない。

（まだ死ぬわけにゃいかねぇ！　オレの夢は、まだ……！　〝あいつ〟に会って……）

　───そして、ＲＥＤの意識は闇やみに沈しずんだ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、回想は終わり、君は見知らぬ部屋……ラクレの屋敷にある一室のベッドで目を覚ます。全身包帯巻きで各所に血が滲にじんでいるが、それでも一いち応おう、五体満足だ。

ＲＥＤ：どうやら助かったみてぇだな、と。身を起こしてみるが、きっと痛いたいんだろうなぁ。

ＧＭ：ああ。ズキズキ痛いたむね！　そんな負ふ傷しよう状じよう態たいを表わすため、すまないが、現げん在ざいの君の【ＨＰ】は１としておいてくれ。

ＲＥＤ：げふっ！　そいつぁ確たしかに瀕ひん死しだ。平手打ち一発で気き絶ぜつしちまうぞ。……しっかし、ここはどこなんだ？　周囲を見回してみる。




　ＲＥＤは自分が置かれている部屋の各所に目を向けた。

　寝しん台だいには、庶しよ民みんが使う藁わらではなく、錬れん金きん術じゆつの産物である「バネ」を用いた高級マットレスが敷しかれている。

　窓まどにはガラスが嵌はめられ、燭しよく台だいは銀。枕まくら元もとの水差しは、東方伝来の白はく磁じ。

　ざっと値ね踏ぶみをしただけでも、かなりの部屋であることがわかる。




ラクレ：じゃあ、そこに包帯の換かえを持って登場したいです。いいですか？

ＧＭ：ああ、いいよ。登場判はん定ていも、特に必要ない。

ラクレ：はーい。では、カチャリと扉とびらを開けて入ってきたところで、赤毛の人が目を覚ましていることに気づいて、ちょっと硬こう直ちよくします。あわわ……。

ＲＥＤ：オレは構かまわず、フレンドリーに話しかけるぜ。キミは使用人さんかい？　目が覚めたんで、ここの主に挨あい拶さつをしておきてぇんだが。

ラクレ：いえ、その……一応、わたしが、この屋敷の主人なんですが……。

ＲＥＤ：おっと、こいつはすまねぇ！　とんだ失礼をしたな。……あー、オレを助けてくれたのはキミなのか？

ラクレ：（頷いて）はい。酷い怪け我がを負って、浜辺に倒れてたんです。

ＲＥＤ：なるほどな……（頭を下げる）ありがとう、キミはオレの命の恩おん人じんだ。

ラクレ：いえ、大したことは何も！　《ヒール》とかないんで、応おう急きゆう処しよ置ちくらいで（笑）。

ＧＭ：うむ、ラクレにはポーションくらいしか回かい復ふく手段がないことは確認済ずみなので、このようなオープニングにしたわけだ。

ＲＥＤ：おのれＧＭ（笑）。あ、オレの装そう備び品は!?

ＧＭ：うむ。衣服を除のぞいて、データ的に意味のある装備一いつ切さいを失っている。

ＲＥＤ：な、なんだってー！

ＧＭ：もちろん、あとで取とり戻もどす機会はあるよ。ただ今は、装備がないものとしてくれ。

ＲＥＤ：ＯＫ、了解した。今のオレは、かなりの無力なわけだな。

ラクレ：それじゃあ、わたしから名乗っておきますね。わたしはラクレと言います。

ＲＥＤ：良い名だな、お嬢じようさん。オレは……リチャードってぇケチな船乗りさぁ。

ラクレ：リチャードさん、ですか。

ＧＭ：キャプテンＲＥＤとは名乗らないんだね。

ＲＥＤ：ああ。敵てきが多い身だからな。下手にオレの正体を教えると、恩人であるラクレを危き険けんに巻まき込こみかねない。

ＧＭ：なるほど、いい気き遣づかいだね。あとは、自分の名前がバレると、他の海賊に売られるという危き険けん性せいを考こう慮りよしてとかかな？

ＲＥＤ：あー、そういう思考はしないだろうな。細かいことにはこだわらないので。ラクレのことは、直感的に「良い人間だ」って見み抜ぬいておきたい（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、それはキャラ演えん出しゆつの一いつ環かんとして認みとめよう。

ＲＥＤ：ありがとう。さて、ミス・ラクレ。オレは乗ってた船が難なん破ぱして助けられたみてぇだが、ここは一体どこなんだ？

ラクレ：セリィ島です。鱈たらの海の。

ＲＥＤ：（ニヤリと笑って）……なるほどね。




　ＲＥＤが、海でルビィの名を聞かなくなってずいぶん経たつ。

　久ひさ々びさに耳にしたかと思えば、「とある島で隠いん居きよ暮らしをしているらしい」という噂。

　ならばと期するところがあり、その島が鱈の海のセリィ島であるらしいと調べあげ、遥はる々ばるやってきたわけだが───




ＲＥＤ：単刀直入に聞こう。この島にキャプテン・ルビィがいるって本当かい？

ラクレ：その名を出されたんで、驚おどろきで目を見開きます。でも、すぐに暗い顔に。母は……亡くなりました。今年の初めのことです。

ＲＥＤ：なんだってぇ？　あの女が、どうやったら死ぬってんだ？

ラクレ：病気です。身体からだの弱い人でしたから……。

ＲＥＤ：（ＧＭに）オレの知ってるルビィって病弱だったか？

ＧＭ：いいや。元気が服着て歩いてるような人間だった。

ＲＥＤ：だよなぁ。しかし……そうか、病気、か。気落ちした様子になるだろうな。

ラクレ：…………。

ＲＥＤ：……それにしても、ルビィにキミのような娘がいるなんてなぁ……。

ラクレ：リチャードさんは、母をご存じなんですか？

ＲＥＤ：（どこかとぼけた口調で）ご存じも何も、海に生きる者で彼女の名を知らない奴はいないよ。腹はらが立つくらい有名な女さ。

ラクレ：村の人は、「とんでもない悪党だ」って言ってましたけど、本当なんですか？

ＲＥＤ：あー、そいつは正しくて、間ま違ちがってる。陸と海では常じよう識しきが違う。

ラクレ：常識が、違う……？

ＲＥＤ：どんな正せい義ぎの味方様だろうと、やられる奴からしたら悪党さ。立場や見方って奴で、評ひよう価かは変わる。海には、そういうケースが多い。

ラクレ：（こくこくと頷うなずく）

ＲＥＤ：ただ、これはあくまでもオレの見けん解かいだが……彼女はでっかい人間だったぜ。何者にも従したがわず、貧びん乏ぼう人にんからは奪わねぇどころか、むしろ味方した。

ラクレ：その話を聞いて、ぱぁっと顔を輝かがやかせます。も、もっと聞かせてください！　母や、母の海賊団の話を！　それだけじゃなく、リチャードさんの知ってる、海の話も！

ＲＥＤ：ＯＫだ。助けられた恩おん返がえしに、それくらいはさせてもらうさ。

ラクレ：わーい。わたしは、スープ作ったり、包帯を取とり替かえたり、できる限かぎりのことをしながら、その話に熱心に耳を傾かたむけますね。

ＧＭ：あいあい。……さて、世話をするうちに気づくんだが、このままだと包帯が足りなくなりそうだ。使用済みのを洗あらいはしたが、乾かわくにはまだ時間がかかる。

ラクレ：ありゃりゃ。それじゃあ、また村に行って調達してきます。

ＲＥＤ：何から何まですまねぇなぁ。

ラクレ：いえいえ。わたしも、久々のお客様から、色々な話が聞けて嬉うれしいです。




　笑え顔がおを残し、ラクレは買い物に向かった。

（まさかルビィの娘が、あんな良い子だとはなぁ……）

　古い記き憶おくの中のルビィと、今のラクレを重ね合わせ、そのギャップに自然と笑みが溢あふれる。




ＧＭ：さて、情じよう景けいはＲＥＤから窓そう外がいへ、そしてそのまま島の沖おき合あいへと一気に移うつる。そこを航行するのは、一隻せきのガレオン船。はためくは、黒地に白しろ髑どく髏ろの海かい賊ぞく旗き……。

ＲＥＤ＆ラクレ：おおっ？

ＧＭ：海かい賊ぞく船せんは、獲え物ものへ忍しのび寄よる獣けもののように、セリィ島へと針しん路ろを定めて進んでいくのであった……というところで、このシーンは終しゆう了りようだ。

ラクレ：な、なんか来た……！







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆　嵐あらしの到とう来らい




　それは、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきだった。

　平和な漁村の沖おき合あいに、突とつ如じよ出しゆつ現げんしたガレオン船。

　そこから湧わき出でた何なん艘そうもの小こ舟ぶねは、武ぶ装そうした水すい夫ふたちを次々と浜はま辺べへと運ぶ。

　その残ざん忍にんさで知られる〝アッティラ海かい賊ぞく団だん〟がセリィ島の村を制せい圧あつするまで、三十分とかからなかった……。




ＧＭ：それではマスターシーン。いきなりだが、セリィ島に海賊団が襲しゆう来らいし、瞬またたく間まに漁村は制圧される。

ラクレ：えっ!?　み、みんなは？

ＧＭ：抵てい抗こうする間もなく捕らえられたんで、無事といえば無事だな。現げん在ざい、村の広場には全員が集められ、座すわらされている。周囲には、銃じゆうや剣けんを構かまえた海賊たち。

ラクレ：あうう……。

ＧＭ：村人に供きよう出しゆつさせた金目の物が積まれてるわけだが、そこに足をかけて「シケてんなぁ」とボヤく巨きよ漢かんがひとり。この海賊団の頭目、アッティラだ。

ＲＥＤ：アッティラ！　なんか蛮ばん族ぞくを率ひきいてそうな名前だな。

ＧＭ：名前は史実のアッティラ大王からいただいた。なお、彼かれは年ねん齢れい四十七歳さい、ドゥアンの有角族セラトス。身長[image: ]cm、体重[image: ]kgの巨漢！

一同：でかいよっ！

ＲＥＤ：それ、ドゥアンのサイズも越こえて、ただの怪かい物ぶつだろ（笑）。

ラクレ：『ワンピース』に出てきそう……。

ＧＭ：巨きよ大だいな斧おのを持ち、上半身は裸はだか。獣けものの唸うなり声ごえのような響ひびきで、「実入りは悪いし、魚臭くせぇ。やっぱ陸地は最悪だな！」と叫さけぶと、子分たちも同意するかのようにゲラゲラ笑う。




　笑いつつ、アッティラは村長に話しかけた。

「さて、まだまだ溜ため込こんでるもの、あんだろ？　それを出しな。あと、てめぇらのチンケな漁船も、売ればいくらかにゃなんだろ。全部一箇か所しよに集めとけ」

　まるで酒場でエールを注文するかのような口調。だがその内ない容ようは、緩ゆるやかな死し刑けい宣せん告こくだ。

　たまらず抗こう議ぎしようとした村長だが、次の瞬しゆん間かん、斧の背で殴なぐり倒たおされていた。




ＧＭ：「俺様の斧は痛いてぇだろ？　ウチの子分どももよーく知ってる。なぁ？」と子分に尋たずねると、彼らは恐きよう怖ふが混まざったような笑声で応こたえる。彼らの身体にも無数の傷きず跡あとがある。

ラクレ：ひ、ひどい……。

ＲＥＤ：暴力への恐怖で従したがえてるってか。外見どおりの野や蛮ばん人じんだな。

ＧＭ：「さて本題だ。この島にはキャプテン・ルビィがいるんだろ？」と問うが、誰だれも答えない。アッティラが斧に手をかけると、誰だれかが声を振ふり絞しぼるように「……死にました」と。




　村人の答えに、アッティラはぽかんとした表ひよう情じようを浮うかべ……そして、心底愉ゆ快かいそうに笑い出した。

「バッハハハッ！　そいつぁ何よりだ。〝呪のろい〟にゃあ、さしもの大だい海かい賊ぞくも勝てるわけもねぇやなぁ。……で、奴やつの〝遺い産さん〟はどこにある？」

　次の質しつ問もんには、誰も答えない。遺産とは何だ？　そんな雰ふん囲い気きである。

　だが、何らかの回答をしなければ、死が待っている。




ＧＭ：しばらく村人は戸と惑まどっているんだけど、「あ、ラクレならわかるんじゃ……」とか言い出す者がいる。

ＲＥＤ：（顔に手を当てて）カーッ！　余よ計けいなことを！

ラクレ：…………。

ＧＭ：で、そいつが「ルビィの娘むすめで、ラクレってのが……」と言いかけたところで、「おやめよ！」と止めに入る女じよ性せいがひとり。そう、エリザだ。

ラクレ：やめてー！　エリザさんが死んじゃうぅぅ！

ＧＭ：「いい年した大人が、子こ供どもを売るような真似まねをして恥はずかしくないのかい!?」と啖たん呵かを切るエリザ。だが、次の瞬間……。

ＲＥＤ：（冷静に）斧の餌え食じきに。

ラクレ：やめてぇぇぇ！

ＧＭ：「気の強い女は、嫌きらいじゃねぇ。だから……こいつで勘かん弁べんしといてやるよ！」と、空いてる左手で殴なぐりつける。たまらず吹ふき飛とぶエリザ。

ラクレ：エリザさーん！

ＧＭ：そして、息子のトマスが「母ちゃん！」と駆かけ寄よる。エリザとアッティラの間に立ちはだかって、母を庇かばおうとする。

ラクレ：トマス……いい子だ。

ＲＥＤ：男の子だよなぁ。

ＧＭ：トマスは、何かに耐たえるように歯ぎしりをし、そして話し始める。「あっちだよ。村外れの屋や敷しきだ。あと、岩場の裏うらにある小さな洞どう窟くつに、ひとりで入って行くのを何度か見た」

ラクレ：うっ！

ＧＭ：そして、小声でボソリと「ごめんな……」と詫わびの言葉を呟つぶやくトマス。いやがらせしてたとはいえ、ラクレを売るようなことをして、さすがに気が咎とがめているのだろう。

ラクレ：うん、しょうがないよ……お母さんが危あぶないんだもん……。

ＧＭ：トマスが「ラクレの、い、命まではとらないんだよな？」と恐おそる恐おそる尋ねると、アッティラは「その小こ娘むすめの態たい度ど次し第だいじゃね？　あとは俺様の斧の機き嫌げん次第だろ」と気のない返事。

ラクレ：ひぃぃ……。

ＧＭ：そしてアッティラは子分たちにラクレの捜そう索さくを命じるのであった。

ラクレ：わ、わたし捕つかまるんでしょうか？　捕まっちゃいますよね!?

ＲＥＤ：どうしてそんなに嬉しそうなんだ（笑）。

ラクレ：なんだかサクッと捕まりそうだなぁって。

ＧＭ：じゃあ、お望みどおりに（笑）。シーンの最後、カメラが切り替わって道を歩いているラクレを映す。そこへ悪党どもがズザッと現れ……ってとこでシーン終了！







◆Middle02◆　仲間ふたり




　セリィ島の浜辺。漁村の惨さん劇げきをよそに、そこは静かなものだった。

　不意に、空より降おり立たつふたつの影かげ。

　ひとりは、一ひと際きわ大おお柄がらなドゥアンの女性。怜れい悧りな美び貌ぼうと漆しつ黒こくの翼つばさは、戦女め神がみを思わせる。

　ひとりは、愛くるしい顔立ちの小こ柄がらなヴァーナの少女。身にまとうは、ほのかな気品。




ＧＭ：さて、次のシーンだ。オープニングでＲＥＤが倒たおれていた場所から始まる。そこに、ふたつの人ひと影かげがヌッと出現する。その正体は……というところで、残りのふたりの登場だ。まずは、しのさんから自じ己こ紹しよう介かい願います。

しのとうこ：はーい。




▼プレイヤー紹介：しのとうこ

　イラストレーター。『ダブルクロス The 3rd Edition』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のメインイラストを筆頭に、端たん正せいな筆ひつ致ちで様々な幻げん想そう世界を描えがき出だす。最近では、前ぜん述じゆつの『天下繚りよう乱らんギャラクシー』にてカバーアート＆挿さし絵えを担たん当とうしていただいた。アリガトウ！

　勇ゆう敢かんで凛り々りしい女性キャラクターのプレイングに定てい評ひようがある。また、水野暁子氏とは古くからの馴な染じみであり、セッション中の相あい性しようも極きわめて良い。




しの（以下：ネヴィン）：名前は、〝大おお鴉がらす〟ネヴィン。漆黒の衣い装しように身を包んだ隻せき眼がんの狙そ撃げき手しゆで、女ドゥアンの天翼族オルニス。

[image: ]

ＲＥＤ：ドゥアンの女性ＰＣか。ドゥアンってことは、かなり背が高そうだなぁ。しかも、白兵戦ではなく、長射程の狙撃手とは面おも白しろい。

ネヴィン：長～い錬金銃：ライフルを背せ負おってて、身長もどんと高い[image: ]cm。

ラクレ：お、おっきい……！

ＧＭ：[image: ]だと、ドゥアンの男性に比べても背が高いな。アッティラほどではないが。

ネヴィン：あれは化ばけ物もの（笑）。いつも強そうな獲え物ものを探さがしてる感じの、クールビューティな二十五歳ということで。あと、見えない左目には黒い眼帯をつけてる。

ラクレ：ＲＥＤさんに続いて、ネヴィンさんも格好いい……（←幸せそうな顔）。

ＧＭ：美人だけど怖こわいお姉さんって感じだな。

ネヴィン：基き本ほん的てきには、強い人間と戦うことができれば幸せかな。クラスはウォーリア／アルケミスト。なお、翼を始めとして、体のあちこちが金きん属ぞく製せいの部品に置おき換かわってる。

ＧＭ：（データを見て）なるほど、一いつ般ぱんスキル《マシンリム》の演えん出しゆつか。

ＲＥＤ：サイバースナイパーだな。

ＧＭ：さて、次は君だ、やにおさんや。

中なか村むらやにお：へいよ～。




▼プレイヤー紹介：中村やにお

　フリーライター。なんだかんだで、俺も彼とは結けつ構こうつきあいが長い。仕事の相談、ことにシナリオ構こう築ちくの面においてはちょくちょく助言をもらっている。

　人気シリーズ『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』（富士見書房刊）の著ちよ者しやであり、俺は新しん刊かんを読むたびに「面白いぜ！」と、彼への尊そん敬けいの念を新たにしている。




やにお（以下：ゼニーナ）：ＰＣの名前はねー、ゼニーナ・シュセンドルフ。

ラクレ：ゼニーナ！

ネヴィン：シュセンドルフ！

ＧＭ：聞いただけでどんな性せい格かくかがよくわかる（笑）。

ゼニーナ：もちろんお金が大好きなのだわ～。と、「ニャ」と「のだわ」が適てき度どにセリフにくっつく十八歳の猫族アウリクヴァーナ。背は小さいけれど胸むねがでかい！　でかいよ！

[image: ]

ラクレ：胸の大きさを強調するとこがやにおさんらしい！（笑）　でも、なんかカワイイ。

ゼニーナ：当然なのだわ。わらわは、ＲＥＤ海賊団が誇ほこる愛されマスコットだもの。

ＲＥＤ：愛されマスコットォ？（笑）

ＧＭ：そんでもって、一いち人にん称しようが〝わらわ〟なのか。

ゼニーナ：ニャッハッハ、高こう貴きな出だから気品が滲にじみ出でるのだわ。

ＲＥＤ：高貴、ねぇ（笑）。

ゼニーナ：クラスはアコライト／シャーマン。呪いの技わざで、人を治ち療りようすることも苦しめることもできるのだわ。あと、元はバードだったんで、歌も上手。

ＧＭ：支し援えんに特化したキャラだな。

ゼニーナ：できれば、支援のたびに礼金をいただきたい……と考える程てい度どにはお金が好き。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。ＲＥＤの船が沈しずんだ後、飛行能力がある君らはそろってセリィ島に辿たどり着つく。船が沈ちん没ぼつした位置と潮しおの流れ的に、ここに漂ひよう着ちやくしてる可か能のう性せいが高い。

ゼニーナ：なるほど～。

ラクレ：あ、ゼニーナさんも飛べたんですか。

ゼニーナ：レビテートローブ着てるから、常じよう時じ飛行状じよう態たいなのだわ。基本的に、いっつもふわふわと宙ちゆうに浮ういてる感じで。

ラクレ：なるほど～。ますます可愛かわいいなぁ（笑）。

ＧＭ：そんでもって、島の沖合にはアッティラ海賊団の船が停てい泊はくしてる。どうやら先ほど、漁村を制圧したっぽいということがわかる。

ゼニーナ：アッティラ海賊団だってわかる？

ＧＭ：そうだな。高い賞金首だからいいだろう。懸賞金は一五〇〇〇Ｇだ。

ゼニーナ：一五〇〇〇！　お宝なのだわ！

ネヴィン：……撃うつか（←淡たん々たんとした口調）。

ゼニーナ：ストップストップ！　この姐あねさんは、すーぐ修しゆ羅ら場ばを作り出そうとするから困こまる。こっちはふたりだし、ＲＥＤを捜さがすのが先決だと思うのだわ。

ネヴィン：ん、わかった（こくりと頷うなずく）。で、ＲＥＤはどこだ。

ゼニーナ：どこかニャー。（周囲をグルッと見て）んー、見つからない。わらわたちの誇るリーダー・キャプテンＲＥＤは、もう死んでしまったのだわ。悲しい悲しい。

ラクレ：超ちようテキトー！

ＲＥＤ：もうちょっと捜す努力してくれよ！（笑）

ＧＭ：そうやっていると、視し界かいの隅すみに見み慣なれた物が映うつる。ＲＥＤが腰こしに巻まいていた飾り布サツシユだ。付近の潮しお溜だまりには、彼の装備一式がちらほらと。

ゼニーナ：回かい収しゆうするのだわ。大切で高こう価かな遺い品ひん！

ラクレ：死んでないのに（笑）。

ネヴィン：私わたしはＲＥＤのことを、殺しても死なない奴だと思ってるので、ゼニーナよりはもうちょい、手て掛がかりがないかをちゃんと探してみよう。

ＧＭ：あいあい。すると、岩場から砂すな浜はまを抜ぬけ、村外れの方へと血けつ痕こんと、人間を引きずったような痕こん跡せきが続いていることに気づく。

ネヴィン：ゼニーナの肩かたをチョイチョイとつついて、その痕跡を指差して教えよう。

ゼニーナ：おお、これは。さすがネヴィンは目め敏ざといのだわ。

ネヴィン：誰かに回収されたようだ。とりあえず辿って行こう。




　痕跡を追って行くうち、ふたりは大きな屋敷に辿たどり着いた。

　貴族の持つカントリーハウスのような造つくりだ。

　明らかに、離はなれ小島の寒村には似につかわしくない。




ネヴィン：（前方を指差して）屋敷だ。

ゼニーナ：見りゃわかるのだわ（笑）。金の匂においはするかな？

ＧＭ：そうだな、ゼニーナには、派は手で派は手でしくはないけれど細部にまで配はい慮りよの行いき届とどいた建けん築ちく物ぶつであることがわかる。金はかかってそうだ。

ゼニーナ：（嬉うれしそうに）ニャッハー！　相手が金持ちなら、ＲＥＤを保ほ護ごした見返りを要求してくることはなさそうなのだわ。

ＧＭ：なお、人の気配はない。

ゼニーナ：ふむ。ズカズカと中に入っていこう。

ネヴィン：特に止めもせず、そのままついていく。

ＧＭ：中に入ると、まず広い玄げん関かんホール。掃そう除じは行き届いているけど、生活感に乏とぼしい。

ゼニーナ：金目の物は？

ＧＭ：「いかにも高価！」というよりは、趣しゆ味みの良いものがそろっているね。どれも屋敷の雰囲気と調和してて、地味に見えるが、売うり払はらえば結構な金きん額がくにはなりそうだ。

ゼニーナ：はぁ～、素す敵てきなのだわ。あっ、あれはエルーランの絵画、あれは古セーリアの白はく磁じ……とか、わらわの教養がわかる感じのキャラ立て呟つぶやきをする。

ラクレ：抜ぬけ目めない（笑）。

ネヴィン：私は一いつ切さい興きよう味みないので、ぼけーっとしている。

ＲＥＤ：じゃあ、そこに登場したいが、ＧＭ、どうかな？

ＧＭ：ああ、いいよ。

ＲＥＤ：うっす。物音を不ふ審しんに思ったオレが、部屋にあった果物ナイフを手に、音もなく陰から現あらわれる。侵しん入にゆう者しやの首にナイフをつきつけるぜ。

ネヴィン：じゃあこちらも反はん応のうして、すかさずライフルを抜ぬき放って銃じゆう口こうを向ける。

ＧＭ：そこで、お互たがいの顔に気づくわけだな。

ＲＥＤ：（とぼけた声で）なんだネヴィンかよ。道理で首の位置が妙みように高いと思った（笑）。すぐにナイフを下ろすぜ。

ネヴィン：……ＲＥＤ。せっかく構かまえた銃を撃うたずに収おさめるのは性に合わないが、仕方ない。背せ中なかに戻もどすとしよう。

ゼニーナ：あー、生きてたのね。めでたいのだわ。

ＲＥＤ：オレがあれっくらいで死ぬかよ、ゼニーナ。

ＧＭ：そう言いつつも、ＲＥＤは全身包帯グルグル巻まき。【ＨＰ】は１だ。

ＲＥＤ：すいません、もうすぐ死にそうです（笑）。

ネヴィン：……ミイラ男だ。

ゼニーナ：しょうがないニャー。《ヒール》かけたげるよ、《ヒール》。きっちりと治ち療りよう費ひは請せい求きゆうさせてもらうのだわ。

ＲＥＤ：お前ゼニーナに借りを作るとあとが怖いが、仕方ねぇ。いっちょバシーンと頼たのむわ。

ゼニーナ：毎度あり～。

ＧＭ：ゼニーナの《ヒール》は一回でどれくらい治る？

ゼニーナ：んー、５Ｄ＋24だから、40点くらいかな。

ＧＭ：ＲＥＤの【ＨＰ】は80だから、ぴったり二回分だな。

ゼニーナ：はいよ。（ダイスを振る）うん、二回とも魔術判定成功。治療のついでに装備品も返してあげるのだわ。

ＲＥＤ：おー、やっと復ふつ活かつだ。

ＧＭ：……さて、ここでＲＥＤは気づくが、妙にラクレの帰りが遅おそい。

ＲＥＤ：げ。ふたりに、これこれこういう女の子を見なかったかって訊たずねるぜ。

ネヴィン：……そんなボロボロのナリで、早速、新しい女を確かく保ほしたのか。

ゼニーナ：種馬のような男なのだわ。

ＲＥＤ：違ぇ。命の恩おん人じんだ。

ゼニーナ：じゃあ、アッティラ海賊団が島に来てたことを伝える。

ＲＥＤ：……なんだってぇ？

ＧＭ：と、そこで、遠くのほうから爆ばく発はつ音おんが聞こえてくる。

ＲＥＤ：（間髪を入れず）ネヴィン、ゼニーナ。行くぞ。

ネヴィン：（頷く）戦いか。いいだろう。

ゼニーナ：儲もうけ話に結びついて欲ほしいのだわ。ま、とりあえずついていく。

ＧＭ：では、三人になってしまったＲＥＤ海賊団は、屋敷の外へと駆かけ出だしていくのであった……というところでシーンエンド。







◆Middle03◆　その名は〝ピジョンブラッド〟




　ラクレは秘ひ密みつの洞窟を訪おとずれていた。

　母から受うけ継ついだ最大の遺産、海に出る〝手しゆ段だん〟が隠かくされている場所だ。

　誰にも教えなかった、大切な場所。

　だが、その〝聖せい地ち〟は、野や卑ひな海賊たちによって踏ふみ荒あらされている。




ＧＭ：さて、次のシーンはラクレから始まる。

ラクレ：わたしはどうなっちゃったんでしょう。

ＧＭ：うむ、簡かん単たんに言うと、村に移動してる最中にアッティラの子分たちに遭そう遇ぐう。

ラクレ：はうあ！

ＧＭ：すぐに捕まり、そのまま洞窟まで連行されていく……ということでいいかい？

ラクレ：キャラとしてはもちろん嫌ですが、プレイヤーとしてはＯＫです（笑）。もちろん抵抗はしますけど、わたしひとりではどうにもできませんし。

ゼニーナ：おお、マジでただの村娘なのだわ、この子。

ＧＭ：ありがとう。洞窟の大体の場所はバレてるので、拒きよ否ひしても見つかってしまう。入り口付近の固く閉とざされた岩扉とびらを、海賊たちは爆ばく薬やく樽だるで吹ふき飛とばしてこじ開ける。

ネヴィン＆ゼニーナ：（両手を広げて）どかーん！

ラクレ：あああ、なんてことを……。

ＧＭ：そして、君を抱かかえたまま中に入って行くと、そこには───

ラクレ：はい、船があるんです……。




　洞どう窟くつ内ないは、巨大なドックのような造りになっていた。

　満々とたたえられた水の上に、一隻せきのガレオン船が浮うかんでいる。

　美しく、そして、どこか侵おかしがたい神しん聖せいな威い厳げんをまとう船。

　それこそが、キャプテン・ルビィが愛まな娘むすめラクレに託たくした最大の遺産であった。




ＲＥＤ：おお～。

ＧＭ：海賊たちは「こりゃすげぇ船だな！」「親分が言ってたとおり、これがルビィの船か」「けど、財ざい宝ほうはねぇのか財宝は？」などと話しながら、ドック内部をあちこち荒あらして回る。

ラクレ：や、やめてください……！

ＧＭ：しかし、小娘の言葉に耳を傾かたむける者などいないのであった。しばらく漁あさって、ドックに金目の物がないことを悟さとった海賊たちは、いよいよガレオン船に乗のり込こもうとする。

ラクレ：それは……！　走って、彼らの前に立ちはだかります！




　母から受け継いだ船。

　ラクレにとって心の支ささえだった。

　辛つらいこと、嬉うれしいこと、悩なやんでいること……そういったことを打ち明ける相手として、物言わぬ船はいつだってそこにいてくれたのだ。

（……だから、船だけは穢けがさせない！）




ＧＭ：健けな気げにも立ちふさがった君の顔を、海賊のひとりがまじまじと覗のぞきこむ。そいつの歯は、不ふ摂せつ生せいと噛かみ煙草たばこで汚きたなく染そまり、顔にかかる吐と息いきは鼻が曲がりそうだ。

ラクレ：ううっ。でもキッと睨にらみ返かえします。この船に近づかないで！

ＧＭ：その必死さが余よ程ほど面おも白しろかったのか、彼らは爆ばく笑しようする。「ギャーッハッハッハ！」「おいおい、このガキ、立場がわかってねぇんじゃねぇか？」「頭大だい丈じよう夫ぶか、お嬢じようちゃーん？」

ラクレ：黙だまってます。でも、一歩も引きません。

ＧＭ：じゃあ、いきなり顔面に拳こぶしが飛ぶ。

ラクレ：あうっ！

ＧＭ：倒たおれこむ君を見て、残りの連中はどっと笑う。良心の呵か責しやくなんか、まったくない。

ＲＥＤ：子供を、それも女の子の顔を殴なぐっておいて笑うのか。

ゼニーナ：こいつら、クズなのだわ！

ラクレ：泣きそうになるけど、グッとこらえて立ち上がります。こんな奴らに、絶ぜつ対たいに母さんの船を渡わたしたりしない！

ＧＭ：「おいおい、こいつはどうするよ？」「強気な小娘は嫌いじゃないぜ。こいつは……思わず、富士見書房の出しゆつ版ぱんコードを超こえたやんちゃをしちまいそうだ」

ラクレ：ひぃぃぃっ!?（笑）

ＲＥＤ：超えんな！（笑）

ネヴィン：じゃあ、そこに登場するとしよう。いいか？

ＧＭ：どうぞどうぞ。

ネヴィン：では、一発の銃じゆう声せいが轟とどろき、ラクレに手を伸のばした海賊の頭に綺き麗れいな風かざ穴あなが空く。

ラクレ：うわわっ!?

ＧＭ：容よう赦しやないな。では、頭を撃たれた海賊は呻うめき声ごえも上げずに絶ぜつ命めいし、倒れ伏す。残りの連中は一いつ斉せいに銃声のした方へ顔を向けるが……？

ネヴィン：マストの上のほうで、ライフルをかまえて立つ私がいる。硝しよう煙えんの立ち上る銃口は、次の獲物の頭部をしっかり捉とらえてる。

ゼニーナ：その横では、わらわが足をブラブラさせながら腰こし掛かけてる。（拍はく手しゆしながら）命中～。いつもながら良い腕うでしてるのだわ～。

ラクレ：格好いい……！

ＧＭ：「てめぇら！　なにもんだ！」

ＲＥＤ：ＲＥＤ海賊団さ。そう呟きながら、海賊たちの背はい後ごから歩いて登場。女の子いじめるのは楽しいかい、海のクズども！

ＧＭ：「れっど……？　こいつ、この赤毛は！」「てめぇ、キャプテンＲＥＤか！」

ＲＥＤ：（クールな声で）Ｅｘａｃそのとおりでｔｌｙ！ございます　海にクズは必要ねぇ。死にな。




　あっと言う間の出来事であった。

　ＲＥＤが駆かけ抜ぬけると、海賊たちはパタパタと倒れ伏ふしていく。

　紛れも無い、殺人の瞬間。

　しかし、さほど恐怖を感じないのは、彼かの女じよがルビィの娘である故ゆえか。

　あるいはＲＥＤの赤毛が、目の前で流された血よりもずっと赤く美しかった故なのか。




ラクレ：リチャードさん、すごい……！

ゼニーナ：リチャードじゃないのだわ。キャプテンＲＥＤなのだわ～。

ラクレ：きゃぷてんれっど……？　じゃあ、そこで不思議そうな顔をＲＥＤに向けます。

ＲＥＤ：……改めて名乗っておこう。オレの本名は、リチャード・エリック・ダイアモンズ。頭文字を取って、ＲＥＤ。海と冒険が大好きな、とぉ～っても素敵な船乗りさ。

ゼニーナ：ただの〝船乗り〟じゃないのだわ。〝海賊〟なのだわ。

ネヴィン：……さらに付け足すと、〝海賊狩がりの海賊〟だ。

ＲＥＤ：女たちに、うるせぇって怒ど鳴なる（笑）。陸おかの連中や海賊どもが勝手に呼よんでるだけだぜ。オレは堅かた気ぎの船を襲おそったりしない。だから海賊じゃあないのよん。

ネヴィン：でも、ＲＥＤ海賊団って名乗ってるじゃないか。

ＲＥＤ：あー、そりゃまぁ、男の浪ろ漫まんだよ。〝善ぜん人にんＲＥＤと気のいい仲間たちの、強きをくじき弱きを助ける海賊団〟じゃ長すぎるだろ？

ネヴィン＆ゼニーナ：はいはい（笑）。

ラクレ：眼めの前のやり取りが面白すぎるんで、プッて噴ふき出だしちゃいます。この人たち、面白い……！

ＲＥＤ：お、笑ったな？　なら、とりあえず怪け我がは大したことないみたいだな。ゼニーナ、診みてやってくれよ。

ゼニーナ：うん。まったく、女の子の顔を殴なぐるなんて、本当に最低のクズどもなのだわ。（ラクレに）痛いたくない？　ええと名前は……。

ラクレ：ラクレです。

ＲＥＤ：その子は、あの海賊、キャプテン・ルビィの娘さ。

ネヴィン：ほう、と眉まゆを上げて反応。

ゼニーナ：ってことは、このおっきな船が、ルビィの船？　興きよう味み津しん々しんなのだわ！

ラクレ：はい。母が遺してくれた船です。まだ、乗ったことはないんですけど。

ＧＭ：と、そこでイベント発生。船がほのかに輝かがやき出すと同時に、ラクレは、自分が船室へと招まねかれているような感覚を覚える。

ラクレ：えっ。そんなこと、初めてですよね？

ＧＭ：ああ。

ラクレ：じゃあ、ふらふらと船に乗って……船室へと向かいます。

ＲＥＤ：なんだぁ？　異い変へんが起こってるのはわかるから、とりあえずラクレにくっついていくとするか。




　ラクレは、導みちびかれるようにして船へと乗のり込こんだ。

　甲かん板ぱんから船内へと続く扉を開け、奥おくへ。

　辿り着いた先の部屋は、ラクレが入ると同時に明るくなった。

　部屋の中央には、輝かがやく球体が浮かんでいる。

　その色は、最高品質の紅玉ピジヨンブラツドを連想させる。




ゼニーナ：なんかすごいことになってきたのだわ……。

ラクレ：その球体に話しかけます。ええと、わたしを呼んだのは、あなた……？

ＧＭ：すると、穏おだやかで老成した、それでいて無む機き的てきな男だん性せいらしき声が響ひびく。「はい。ワタシです。こうして直ちよく接せつお話をするのは初めてですね、ラクレ。ルビィの愛する娘よ」

ＲＥＤ：おおっ!?　船が喋しやべったのか？

ＧＭ：「申もうし遅おくれました。ワタシは、この船に宿る人じん造ぞう霊れい魂こんです。主人にして友たる女性キャプテン・ルビィは、ワタシを〝精霊船ピジョンブラッド〟と呼んでいました」

ラクレ：ピジョンブラッド……。あなたが、母さんがわたしに託たくしてくれた〝遺産〟そのものなの？

ＧＭ：「はい。ルビィはとある戦いで病やまいの呪いを受け、ワタシ自身も大たい破はしました。その後、この島に隠いん棲せいし、ワタシを新たな船体に移い植しよくし、再さい起きの日を待っていたのですが───」

ＲＥＤ：けど、ルビィは病で世を去った……。

ＧＭ：「……はい」そう答えるピジョンブラッドの声には、僅かだが悲しみの感かん情じようが宿っているように思える。

ラクレ：…………。病の呪いって、どういうこと？

ＧＭ：「申もうし訳わけありません、その頃ころの記き憶おくは、今もなお不ふ鮮せん明めいです。少しずつ修しゆう復ふくを試みているのですが……。ただ、恐おそるべき敵と戦った結果だったかと記憶しております」

ラクレ：そうなんだ……。

ＧＭ：「ただひとつ、確かく実じつに記憶していることはあります。それは、ルビィの夢ゆめです」

ラクレ：母さんの夢……？　お、教えて！




　ラクレの懇こん願がん。

　一拍ぱくおいて、ピジョンブラッドの〝声〟が響く。

「〝禁きん断だんの島〟に至いたることです」




一同：禁断の島……。

ゼニーナ：お伽噺なのだわ。

ＧＭ：「いいえ。禁断の島は実じつ在ざいします。そもそもワタシは、島を見つけ出す水先案内人としてルビィと契けい約やくを交かわし、彼女の船に宿った精霊なのですから」

ラクレ：そうだったの!?

ＧＭ：「そこに至いたるまでの経けい緯いに関する記憶は曖あい昧まい模も糊ことしていますがね。それでも、自分の存そん在ざい意い義ぎは覚えています」

ＲＥＤ：（笑みを浮かべて）なーるほど。昔、あいつルビイが吹ふいてた夢は本気だったわけだな。

ＧＭ：ここでピジョンブラッドはＲＥＤに話しかける。「赤毛の方。アナタはもしかしてルビィになんらかの関かかわりがあるのではないですか？」

ＲＥＤ：……昔、かなり世話になった。

ネヴィン：それは初めて聞くので、尋ねよう。そうなのか？

ＲＥＤ：ガキの頃の話さ。

ＧＭ：「そうでしたか。眠ねむりの中にあるワタシが目覚めたのは、ラクレの存在に加え、ルビィに似にた魂たましいを感じたからです」

ＲＥＤ：オレはＲＥＤ。ルビィ本人じゃなくて済すまんな。ただ、禁断の島を探してるってとこでは一いつ致ちしてるな。

ＧＭ：「ああ、やはり夢が同じ者は魂も似にるのですね。……さて、ラクレ。この船に乗り込んだということは、アナタも海に旅立ち、禁断の島を目指すのですか？」

ラクレ：ううん、そうじゃなくて、あなたを奪うばいに来た人たちから守ろうと思っただけ。

ＧＭ：「そうですか……」と、ちょっと残念そうな声。

ラクレ：あう……。

ゼニーナ：勿もつ体たい無ないのだわー。こんなにいい船なのに。

ＲＥＤ：…………。

ネヴィン：もしかしてＲＥＤは、この船を求めてセリィ島を目指してたのか？

ＲＥＤ：いや、ＧＭとふたりで打ち合わせたときは、「ルビィから禁断の島に至るための情じよう報ほうを聞き出す」くらいの目的だった。

ＧＭ：しかし、既すでにルビィは故こ人じんだったという（笑）。

ラクレ：ＲＥＤとピジョンブラッドを交こう互ごに見ます。ううーん……。




　ピジョンブラッド。母の夢。海。

　様々な事こと柄がらが、ラクレの頭の中でぐるぐると巡めぐる。

　船はある。ならば母の夢を追いかける？

（でも、わたしは独ひとり……）

　当然だ。彼女はこれまで、〝海賊の娘だから〟を言いい訳わけに、前に踏ふみ出だそうとして来なかったのだから。

（けれど、今なら）

　ラクレは、それまでの生しよう涯がいで最大の勇気を奮ふるって、口を開いた。




ラクレ：よし、勇気を出してＲＥＤに話しかけます。あああ、あのっ、ＲＥＤさん！

ＲＥＤ：うん？

ラクレ：この船、欲しいですかっ？

一同：おおっ!?

ＲＥＤ：ああ、欲しい。ルビィの遺した船ならなおさらね。だが、持ち主はキミだ。オレはカタギの女から奪うばったりはしない。

ラクレ：じゃあ、差し上げます。

ネヴィン：なんと。

ゼニーナ：マジかっ！　この子、天使なのだわ！

ラクレ：わたしが持っていても、このままここで朽くち果はてさせてしまうだけですから。

ＲＥＤ：そいつは願ってもない話だが……。

ゼニーナ：いいから黙って貰もらっとくべきなのだわ、ＲＥＤ。

ラクレ：あのっ……けれど、条じよう件けんが、ふたつあります。

ＲＥＤ：うかがおうか。

ラクレ：ひとつは、村を襲ってる海賊団を追おい払はらって、みんなを助けること。

ゼニーナ：うぇぇ。それは面倒そう。

ネヴィン：……この海賊どもの話から察するに、お前は村の連中に売られたんだろ？　なら、お前が見み捨すてたところで、彼らにとっては因いん果が応おう報ほう。お前が負い目に思う必要はない。

ＲＥＤ：…………。

ラクレ：（首を横に振ふる）それでも、わたしにとっては故こ郷きようなんです。優やさしくしてくれた人もいたし、それに、母さんが眠ねむっている場所なんです！

一同：…………。

ＲＥＤ：（両りよう腕うでを組んで）……続けてくれ。ふたつめの条件は？




　ふたつめの条件。

　それは───




ラクレ：わたしを、一いつ緒しよに海へ連れて行ってください。

ゼニーナ：ニャんと!?　いきなり何を言い出しちゃってんの？　ただの村娘なんて、連れて行くだけ足手まといなのだわ。

ラクレ：なんでも手伝います！

ネヴィン：（肩をすくめて）おいＲＥＤ、この娘は、自ら海賊になるつもりだぞ。

ＲＥＤ：……なぁ、お嬢じようさん。

ラクレ：はい。

ＲＥＤ：海の冒険者といやぁ聞こえはいいが、オレたちゃゴロツキみてぇなもんだ。今日みたいにトラブルの種を持もち込こんじまうこともあるし、いいことだけが起こるわけじゃねぇ。

ラクレ：わかってます。後こう悔かいすることもあると思います。けれど、それでもわたしは、海に出たい。母さんが生きた、広い海に。

一同：…………。

ラクレ：何より、わたしは───




「この島でうつむいて過すごすより、海の彼方を目指して生きたいんです！」




　それは、ラクレが初めて発した、心からの望み。

　海に出て、何をすればいいのかはわからない。

　海に逃にげたところで、楽園なんてないのはわかっている。

　だが、それでも───




ＲＥＤ：……ＯＫだ、ラクレ。

ラクレ：えっ。

ＲＥＤ：海の彼方を目指したい、ってんならオレと同類、似たもの同士さ。だったら……（手を差し出して）これからキミは、ＲＥＤ海賊団の一員だ。

ラクレ：目を輝かがやかせて、でも言葉に詰つまっちゃいます。ありがとう、ＲＥＤさん……！

ゼニーナ：ありゃりゃ～。どうするネヴィン、なんか新顔来ちゃったのだわ。

ネヴィン：私は、ＲＥＤが決めたのならしょうがないことだと思ってるので、無言で頷く。

ゼニーナ：頭数が増ふえると、経けい費ひは増ふえて、稼かせぎの分け前が減へるのに～（笑）。

ＲＥＤ：ものは考えようだぜ、ゼニーナ。船をなくしたオレたちが、新しいのを仕立てるにはどんだけかかるよ？

ゼニーナ：あー、確たしかに。うん、十分得な取引なのだわ。やっぱ大だい歓かん迎げい！

ＲＥＤ：（ラクレに）っつーわけで、この船は〝借りる〟ことにする。オレが船長キヤプテンで、キミが船主オーナーだ。

ラクレ：オーナー……。いい響きですね！　わかりました、ＲＥＤさん！

ＲＥＤ：じゃあ、苦笑しながら指し摘てきしよう。そのＲＥＤ〝さん〟ってのはやめてくれ。背中が痒かゆくなってくる。

ラクレ：え。いいのかなーって顔で、ゼニーナさんとネヴィンさんのほうを向きます。

ゼニーナ：（頷うなずいて）そいつに〝さん〟なんてお上品な呼よび方かたは似に合あわないのだわ。

ネヴィン：その気があるなら、キャプテンと呼んでやるといい。

ラクレ：……わかりました、ＲＥＤ。キャプテンＲＥＤ！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではこれでミドルフェイズは終了。クライマックスフェイズに移い行こうする。だが、その前に、ラクレのデータについて説明しておこう。

ゼニーナ：ここまでの流れを見るに、ラクレは支援特化のわらわより戦せん闘とう能力なさそう（笑）。

ラクレ：はい。あくまでも演出上ですが、わたし自身はなんの力もないです。

ゼニーナ：ほほう？

ＧＭ：これは事前に彼女からの要望を元に打ち合わせをして決めたんだが、ラクレの攻撃は、すべて「精霊船ピジョンブラッドが攻撃する」という演出で行なわれる。

ネヴィン：ラクレが命令すると、砲ほう撃げきとかするわけか。

ＲＥＤ：なるほどな。そりゃ面白い。

ＧＭ：ラクレは、精霊船ピジョンブラッドを動かす〝鍵ラクレ〟だったと、そういうわけだ。

ゼニーナ：なるほど～。名前と設せつ定ていが合がつ致ちしてるのだわ。

ＲＥＤ：この分だと、まだ何か秘密の設定が出てきそうだな。

ラクレ：わたしは、これ以上の設定は特にしてないんです（笑）。

ＧＭ：ま、この先の展てん開かいをお楽しみに。とりあえず今はまだ、謎なぞは謎のままということで進めていくとしよう。あと、通つう常じよう、ガレオン船ってのは何十人もいないと動かせない。

ＲＥＤ：オレら四人（笑）。

ＧＭ：うん、普ふ通つうは無理だ。だが、ラクレがピジョンブラッドと精神的にリンクすることで、船はひとりでも航行可か能のうだ。

ラクレ：すごいハイテク船……！

ＧＭ：ただし、ラクレが動けなかったりすると、ちょっと性せい能のうは良いけど、普通のガレオン船として扱あつかうことになる。つまり、何十人も必要だ。

ネヴィン：なんとしてもラクレを守らなきゃならんな。

ラクレ：よ、よろしくお願いします！

ネヴィン：ところで、戦闘では具体的に何が得意なんだ？

ラクレ：クラスはメイジ／サモナーです。本好きなんで、勉強はたくさんしてました。

ＧＭ：主要な魔法攻撃能力がサモナーのスキルなんで、ラクレが命令を下すと、ピジョンブラッドの魔ま力りよくによって攻撃が行なわれるという演出にしようと思う。

ゼニーナ：神しん秘ぴの船にリンクして魔法攻撃。すっごくキャンペーンヒロインぽいのだわ！

ラクレ：魔法攻撃にはしたかったんですけど、ただの村娘が、いきなり生身でＲＥＤたちと互ご角かくの戦力を持つのもなぁって思いまして。

ＲＥＤ：確かに。レベル的には一緒だからな。

ラクレ：いわば、船が本体、わたしはエキストラみたいな（笑）。

ＧＭ：もちろん、能力値はラクレ自身のものだけどね。現げん時じ点てんでは問題ないけど、船に異状が発生したら、ラクレの戦せん闘とう力りよくに影えい響きようが出るというイベントがあるかもしれない。

ラクレ：はい、船、大切にします！
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ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆　セリィ沖おきの戦い




　波を蹴け立たてて、ピジョンブラッドがゆく。

　目指すは海かい賊ぞくアッティラの船。

　獰どう猛もう残ざん忍にんな海の獣けものを相手に、さてＲＥＤたちはいかなる手を打つか？




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。アッティラは、若わかい村人たちを自分のガレオン船へ連行し、沖おき合あいに停てい泊はくしている。

ラクレ：村の人たちが……！

ＧＭ：ちなみに虐ぎやく待たいはしてない。船倉に閉とじ込こめられてはいるが、大事な〝商品〟として、最さい低てい限げん、気は遣ってるようだ。

ラクレ：商品……。そんなの、気を使ってるなんて言いません！

ゼニーナ：あいつら、人を売り買いする外道なのだわ！

ＲＥＤ：ああ。生かしておいちゃならねぇ類たぐいの悪あく党とうだ。

ネヴィン：わざわざ船にいるということは、手下が精せい霊れい船を持ってくるのを待って合流するつもりなのか？

ＧＭ：だろうね。なので、君たちの船が近づいて行っても、攻こう撃げきしてくる様子はない。何しろ、キャプテンＲＥＤがいるなんて夢ゆめにも思っちゃいないからな。

ＲＥＤ：好都合。一気に接舷して切きり込こむぜ。

ラクレ：ピジョンブラッドに聞きます。ねぇ、あの船の横につけることはできる？

ＧＭ：「お安い御ご用ようです。……ただ、ラクレ。もしもアナタが倒たおれてしまった場合、ワタシは自じ律りつ航行が不ふ能のうとなります。お忘わすれなく」

ラクレ：うん、わかった。……それじゃあ、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：ああ、突とつ撃げきだ！




　ピジョンブラッドは急きゆう激げきに船速を上げた。

　錬金術製の機械船ならともかく、通つう常じようのガレオン船には不ふ可か能のうな芸当である。

　アッティラたちが対たい処しよする間もなく、二隻せきの船は平行に並ならび、さらに二枚まいの渡り板によって地続きとなった。




ＲＥＤ：（軽けい快かいな声で）よーぅ、海のクズども！　よろしくやってっかぁ!?

ＧＭ：目を白黒させていたアッティラは、君の顔を見て胴どう間ま声ごえを張はり上あげる。「てめぇ何者……その赤毛、ＲＥＤの野や郎ろうか！」

ＲＥＤ：正せい解かいだ。人の名前を覚える程てい度どの知ち能のうがあったとはなぁ。

ＧＭ：「バハハハハッ！　海賊にもなりきれねぇ、国の狗いぬにもなれねぇ腰こし抜ぬけが、なぁに寝ね言ごとをほざいてやがる」

ＲＥＤ：ハッ！　弱いやつを殴なぐっていじめて、物をかっぱぐのが海賊のやりかただっつーんだったら、そんな海賊はいらねぇ！　俺おれが狩かり殺してやるよ！

ＧＭ：「できるもんならやってみな」で、そこでギロリとラクレを睨にらむ。

ラクレ：ひっ！（笑）

ＧＭ：「おい、野郎ども。あの小こ娘むすめは絶ぜつ対たいに殺すな。おそらく、例の船の鍵かぎだ。ＲＥＤは殺せ。首は塩漬けにして見せ物だ。他の女は……なるべく殺すな。俺様の部屋に飾かざりてぇ」

ゼニーナ：お断ことわりなのだわ！

ネヴィン：ちょっと目を細めて、アッティラのそばにいるエキストラ雑魚ざこを撃うつ。

ＧＭ：では、アッティラの言葉に同意するように下げ卑びた笑い声をあげていたエキストラがひとり、頭を撃うち抜ぬかれてよろめきながら海に落ちる。

ネヴィン：（冷たい声で）次はお前だ、アッティラ。

ＲＥＤ：ヒューッ、おっかねぇ。

ＧＭ：「あれが噂うわさの〝大おお鴉がらす〟か……」と、子分のひとりが恐おそろしげに呟つぶやく。アッティラは、「いいねぇ、気の強い女は嫌きらいじゃない。同族ドウアンってとこもいい」

ネヴィン：これが同族というのは耐たえられない（笑）。よし、殺そう。

ラクレ：捕つかまってる人たちのことを思って、自分を奮ふるい立たたせます。みんな、絶対に助けるからね……！




＊　　　＊　　　＊




　さて、戦闘である。ＧＭは戦闘用シートと、敵／味方を示すフィギュアを用意した。

　なお、本リプレイシリーズでは、特に断りがない限り、スクウェアルール（『上級ルールブック』掲載）を採用している。ひとつのスクウェア（以下：Sq）は五メートル四方を表わし、ひとつのエンゲージとして扱う。




ＧＭ：では戦せん闘とう前に状じよう況きようの確かく認にんをしよう。主な戦場は、双方の船の甲板と、それを繋ぐ渡し板だ。そして、船と橋以外のSqは海洋Sqとみなす。

ラクレ：海洋Sq……海の部分ってことですね。

ＧＭ：そうだよ。このキャンペーンでは頻出する地形だからね。定義は次のとおり。




・海洋Sq

　海洋Sqに進入したユニットは自動的に「游ゆう泳えい状じよう態たい」（『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ ルールブック①』Ｐ[image: ]）となる。さらに、騎き乗じよう状態だった場合は自動的に解かい除じよされる。

　なお、飛行状態のユニットは、海洋Sqの影えい響きようを受けない。




ゼニーナ：やりぃ、常じよう時じ飛行状態だから関係な～い。

ＧＭ：小こ賢ざかしい装そう備び品ひんを（笑）。あと、二台の火か砲ほうが設せつ置ちされている。これはトラップ扱あつかいでメインプロセスは行なわず、セットアッププロセスの最後にランダムで攻撃してくる。

ＲＥＤ：自動でバカスカ撃うってくる大たい砲ほうか。

ＧＭ：敵てきは、ボスのアッティラが１体、カットラスを持った海賊兵士バッカニア（モブ）が６体、錬金銃を構かまえたガンナー部隊（モブ）が４体だ。

ゼニーナ：（顔をしかめて）バッカニアか……鬱うつ陶とうしいのがいるのだわ。

ラクレ：やらしい攻撃してくるんですか？

ゼニーナ：《吹ふき飛とばし》を持ってるタイプがいたはず。

ＧＭ：そうだよー。海洋スクウェアにブチ落としてやるよぉ～！

ＲＥＤ：なぁに、さっさと倒たおしちまえば問題ないさ。




●第１ラウンド

▼行動値ち

　ゼニーナ　　　　　　　　　　13

　ＲＥＤ　　　　　　　　　　　11

　アッティラ　　　　　　　　　10

　バッカニア（モブ）×６　　　９

　ラクレ　　　　　　　　　　　８

　ガンナー部隊（モブ）×４　　７

　ネヴィン　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：それではセットアッププロセスの処しよ理りを始めよう。一番速いゼニーナからだな。

ゼニーナ：わらわは特にセットアップではすることないのだわ。

ＲＥＤ：それじゃオレの番だな。《アクアスタンス》を使用。あたかも水中にいるかのように流りゆう麗れいな足捌さばきで、自分を游泳状態にするぜ。いい潮しお風かぜが吹ふいてきた！

ラクレ：游泳状態になっちゃうんですか？

ＲＥＤ：オレはバイキングなんで、そっちのほうがデータ的に有利になるんだよ。

ラクレ：なるほどー。さすが海の男！

ＧＭ：次はアッティラ。「おう、赤毛の。てめぇのような小物と、俺様の〝格かくの違ちがい〟ってもんを見せてやるよ」ぐっと左手を握にぎると、そこから邪じや悪あくな瘴しよう気きが立ち上る。

一同：瘴気!?

ネヴィン：こいつ、邪じや神しん関係の力でも使えるのか。
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ＧＭ：瘴気をＲＥＤたちのエンゲージへと投げつけると、爆ばく発はつ炎えん上じよう。オリジナルエネミースキル《キリングファイア》。３Ｄの〈火〉ダメージ＋衰すい弱じやく（１）を範囲（選択）に与えるよ。




・バッドステータス：衰弱

　衰弱を受けた対象は、判はん定ていのたびに、強度×５点に等しい［ＨＰロス］を受ける。これはいかなる判定の場合にも適てき用ようされる。命中判定のみならず、回かい避ひ判定やエネミー識しき別べつをしただけでどんどん【ＨＰ】を失ってゆくという、恐おそろしいバッドステータスである。




一同：うへぇ～。

ゼニーナ：衰弱を受けると一回判定するごとに効果を受けるから、回避判定に成功しても【ＨＰ】を失うという地じ獄ごくのようなサイクルになるのだわ。

ＲＥＤ：んじゃ、《インタラプト》、ここで使っておくぜ。そのエネミースキルを打ち消しだ。懐ふところから小型ナイフを投げてアッティラの手元を狂くるわせる。

ＧＭ：「ちっ、小賢しい！」投げる方向が狂くるい、瘴気の炎ほのおは彼の船の甲かん板ぱんで燃もえ上あがる。では、このセットアッププロセスでの《キリングファイア》は打ち消された。

ラクレ：なんかまた次のセットアップには撃ってきそうな予感……。

ＲＥＤ：さっさとケリを付けにゃならんな。

ＧＭ：次はバッカニアだが、こいつらは特になし。ついでに言うとガンナー部隊も同じく。

ラクレ：ではわたしですね。自分に《ウォーターブリージング》の魔ま術じゆつを使います。これでわたしは、游泳状態になってもペナルティを受けません。

ＧＭ：了りよう解かい。精霊船から放たれた魔ま力りよくの膜まくが、ラクレを包つつみ込こむ。

ラクレ：うっかり落っこちたら危あぶないですからね。保険です。

ネヴィン：最後は私わたしだな。それじゃあ、《ウェポンフォージ》＋《クイックフォージ》。武ぶ器き攻撃のダメージをシーン中、５Ｄ増ぞう加かできる。

ＧＭ：５Ｄか！

ゼニーナ：すごい底上げなのだわー。

ネヴィン：（ニッと笑って）演えん出しゆつも、もう考えてあるんだ。懐から金貨を一いち枚まい取り出して、指で弾はじく。するとそれが特別な弾だん丸がんに変化する。

一同：おお～。

ラクレ：うわぁぁ、すっごい洒落しやれてる！

ネヴィン：ではダイスを……あ、あれっ!?




　５Ｄ振ふって。

　１・１・１・１・２。合計６。

　ちょっとすごい。




一同：えええええっ!?

ネヴィン：なんだこれはーっ!?（爆ばく笑しよう）

ＲＥＤ＆ラクレ：写真！（同じタイミングで携けい帯たい電話を取り出す）

ネヴィン：（弱々しく）やめてぇぇぇこんな私を見ないで、撮とらないでぇ～（笑）。

ゼニーナ：（感心して）しのさんはすごいな……。

ネヴィン：ふぇ、フェイト！　フェイトで振ふり直しを……！

ＲＥＤ：判定じゃないから振り直せないぞ。

ネヴィン：そうだったぁぁぁ！　むっきー！（宙ちゆうを掻かいてジタバタ）

ラクレ：ネヴィンさん……クールビューティが……（笑）。

ＧＭ：ともかく、これでネヴィンの攻撃ダメージは＋６された、と。

ネヴィン：うん、ソウダネー（←抑よく揚ようのない口調）。

ＧＭ：彼かの女じよの犠ぎ牲せいにより盛もり上あがってるところへ、さらに火砲からの攻撃が飛んでくるぞー。（ダイスを振ふる）ランダムに決めたら、二発ともラクレになった（笑）。

ラクレ：えあっ？




　ラクレの回避判定は、いずれも失敗。

　巨きよ大だいな砲ほう弾だんが、可か憐れんな少女に迫せまる！




ラクレ：あわわわわ！

ネヴィン：《カバーリング》。ダイス目が悪かった腹はらいせに、砲弾を叩たたき落おとしてやる！

ＧＭ：ではラクレを庇かばったネヴィンに砲弾が直ちよく撃げきし、25点の物理ダメージ。喰くらえっ！

ラクレ：ネヴィンさーん！




　炸さく裂れつ！

　だが、もうもうたる煙けむりの下から現あらわれた鋼の黒翼には傷きずひとつない。

　むろん、ネヴィンやラクレの肉体も無む傷きずである。




ネヴィン：全部弾はじいた。カキーン。

ＧＭ：え？　あの、二発目は23点……。

ネヴィン：まったく効きかない。私の翼つばさは特とく別べつ製せいでな。豆まめ鉄でつ砲ぽう程度じゃ羽根一本落ちないさ。

一同：おおお～！

ＧＭ：堅かたい！　二発とも通用しないのを見て、敵の砲ほう撃げき手しゆたちが「命中！　……効いていません！」と悲鳴を上げ、アッティラも「何だとぉぉぉっ!?」と驚きよう愕がく。

ラクレ：（ネヴィンに）あ、ありがとうございます。

ネヴィン：問題ない。船主オーナーが無事で何よりだ。

ＲＥＤ：さっすがネヴィン。頼たのもしい女だぜ。

ゼニーナ：ウチで一番大おお喰ぐらいな大おお女おんなだけあって、頑がん丈じようなのだわ！

ネヴィン：く、食くいしん坊ぼうキャラにされた！（笑）　いや、もちろん食うけどな！




　かくしてセットアッププロセスは終しゆう了りよう。イニシアチブプロセスへと移行する。




ゼニーナ：それじゃ、いよいよわらわの行動ね。特にムーブ＆マイナーアクションはしない。

《エチュード》を歌う。対象は味方全員で、発動は（ダイスを振る）成功。




　ゼニーナの唇くちびるが、心地良い歌を紡つむぎだす。

　新しい仲間を喜び、敵への戦意を駆かり立たてる……そんな内ない容ようの即そつ興きよう詩しだ。




ゼニーナ：効こう果かは、シーン終了までの間、攻撃で与あたえるダメージ＋15。

ＲＥＤ：15点アップか。すごい歌だな。

ゼニーナ：ニャッハッハ、わらわの歌に酔よい痴しれ、大いに舞まい踊おどるが良いのだわ。

ＲＥＤ：ああ。楽しいダンスを拝おがませてやるよ。次はオレの番だ。ムーブアクションで２Sq移い動どう。橋を渡わたって、バッカニアたちのSqにエンゲージ。




　ＲＥＤは、あたかも獲え物ものを狙ねらう鮫さめのような俊しゆん敏びんさで敵の一いち団だんに迫せまった！




ＲＥＤ：マイナーで《スキップジャック》＋《シャークバイト》、メジャーは《ワイドアタック》。鮫が獲物を喰くい千切るような獰猛さで、エンゲージをまとめて薙なぎ払はらう！

ＧＭ：範はん囲い攻撃か。対象はバッカニア（モブ）３体、ガンナー部隊（モブ）２体だな。

ＲＥＤ：命中判定は４Ｄ＋15だ。（ダイスを振る）命中達成値30！

ＧＭ：うおっ!?　バッカニアは回避で３Ｄも振ふれるのに、30と言われると、さすがにクリティカルしなきゃ全然避よけられない。




　ＧＭが回避判定を行なった結果、順当にすべて命中。

　さらにダメージロールにおいては───




ゼニーナ：それではここで《ピアシングペイン》！　わらわの刺青いれずみから祖そ霊れいゼニゲバ様の呪じゆ力りよくが溢あふれ出だし、ＲＥＤの攻撃を貫かん通つうダメージに変へん更こうするのだわ。

ラクレ＆ネヴィン：ゼニゲバ様……！（机つくえに突つっ伏ぷして笑う）

ＧＭ：そのネーミングはなんなんだ！（笑）

ゼニーナ：なんだとは失礼な。我わがシュセンドルフ家の偉い大だいなる祖霊なのだわ。

ネヴィン：やな一族だなぁ……（笑）。

ＲＥＤ：だが、効果は確たしかに抜ばつ群ぐんだ。ええと、ダメージは６Ｄ＋57点で……あれ？　貫通ダメージってことは、《シャークバイト》による〈水〉属性魔法ダメージ化はなくなるのか。

ＧＭ：そうだね。精霊のナイフ二刀流による、魔法ダメージの場合の＋２Ｄ効果は適用されないから、４Ｄ＋57が正しい。

ゼニーナ：ありゃ。ＲＥＤには使わないほうがよかった？

ＲＥＤ：いやいや、たとえば相手の魔法防御が高いときには有効さ。ともあれ、この攻撃のダメージを振る。（ダイスを振る）ぴったり70点。

ＧＭ：ぎゃああああっ（笑）。




　ＲＥＤのナイフが舞まう。

　獰猛さと優ゆう雅がさを兼かね備そなえた、まさに死の舞ぶ踏とうであった。

　海賊たちはただ、翻ほん弄ろうされ、斬きられ、刻きざまれ、倒れ伏すのみ！
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ＧＭ：エンゲージ内にいたバッカニアとガンナーは一いち撃げきで全ぜん滅めつ。甲板に倒たおれたり、海に落ちたりと、死に様は色々だ。お見事、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：ま、こんなもんだ。

ラクレ：すごい。物語で読んだ、勇ましい海賊の活かつ劇げきそのもの……いえ、それ以上です！

ネヴィン：（海賊Ａになって）「あ、あれが……あれが、キャプテンＲＥＤの力！」

ゼニーナ：（海賊Ｂ）「そして、ゼニゲバ様の力……！」

ＧＭ：なんでお前の祖霊の名前まで知ってるんだよ！（爆笑）

ゼニーナ：（神しん妙みような面おも持もちで）よもや、我がシュセンドルフ家の勇名が海にまで轟とどろいていたとは……。




　轟いてねぇから。




ＧＭ：ではいよいよアッティラの行動だ。ムーブアクションで２Sq移動してＲＥＤにエンゲージ、マイナーで《スマッシュ》。巨大な斧おのを振ふりかぶる。

ＲＥＤ：……来な、デカブツ！

ＧＭ：行くぞ、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。「泣く子も黙だまるアッティラ様の大おお斧おのを拝おがんで死にな！」

ＲＥＤ：うげ～、二連続攻撃スキルか。

ＧＭ：当たったら15Ｄ＋20点の魔法ダメージだぜェ～。二発目は＋２Ｄされて17Ｄ＋20。ブッ殺してやるぜェ～！

ＲＥＤ：うおっ、高ェな！　魔法ダメージってのがキツイ。

ゼニーナ：いかにＲＥＤといえど、二発直撃したらさすがに死んでしまうのだわ！

ラクレ：でも、《ストラグルクラッシュ》は一撃目を躱かわせば、そこで攻撃が止まります。頑がん張ばってキャプテンＲＥＤ！

ＧＭ：逃にがしゃしないぜェ[image: ][image: ]って、３Ｄ振って８か。命中達成値は22。うーむ、低かった。

ＲＥＤ：俺の回避は３Ｄ＋７。《ドッジムーブ》を使って＋３、さらに判定直前に防ぼう具ぐ：アボイドクロークの効果を使用して＋１Ｄ。合計４Ｄ＋10で回避判定だ。

ＧＭ：げっ、身軽だなＲＥＤ。

ＲＥＤ：（ダイスを振る）回避達成値は23。躱したぜ！

一同：おお～。

ＲＥＤ：振ふり下おろされる斧をひらりと避よけて、船の欄らん干かんに飛び乗ったってところかな。

ＧＭ：では、アッティラの斧がどーんと甲板をぶち破やぶる。すると、斧がめり込こんだ甲板がいきなり燃え上がる。こいつのダメージは〈火〉属ぞく性せいだ。

ＲＥＤ：でかいだけの豚ぶただと思ってたが、ずいぶんと芸達者な豚らしい。

ＧＭ：「へっへっへ、〝七しち海かい邪じや〟に忠ちゆう誠せいを誓ちかうと、色々とご褒ほう美びをいただけるのさぁ」

ＲＥＤ：七海邪だと？

ＧＭ：ここで君たちは、海に親しむ者の間ではポピュラーな怪かい異い譚たん〝七海邪〟の伝説を思い出す。それは、このような伝説だ（メモを取り出す）。




　七海邪。

　それは、禁きん断だんの島を求めて争った七人の王子と王女の成れの果て。

　妄もう執しゆうの果て、各々が七大邪神の忌いまわしき祝福を受け、生ける邪悪そのものになったのだ。

　そして彼かれらは、今もなお海を彷徨さまよっているのだという……。




一同：ほほー。

ラクレ：プリプレイで提てい示じされたキャンペーンハンドアウトの、〝禁断の島〟と関係のあるお話ですね。

ネヴィン：海の悪あく霊りようといったところか……。

ゼニーナ：そんなのありえない！　お伽とぎ噺ばなしなのだわ！

ＧＭ：「ありえるんだなぁ、これが。ＲＥＤ、おめぇ、〝七海邪〟のどなたかにつっかかって船をブチ壊こわされたんだろ？　へっへっへ、知ってるぜ」

一同：おおっ？

ＲＥＤ：……なるほどな。ただの幽ゆう霊れい船せんじゃねぇと思ってたが、まさか、邪神に連なる由ゆい緒しよ正しいクソ野郎様だったとはねぇ。

ＧＭ：「あの御お方かたたちの力は思い知ったろ？　どうだ？　おめぇほどの男、手下になるってんなら今からでも認みとめてやるぜ。イイ女もそろえてるみたいだしなぁ。バハハハハッ！」

ＲＥＤ：へへっ。嬉うれしいね。オレは今、心底感動してるぜ。

ＧＭ：「バハハッ！　手下に誘さそわれて嬉しいってか？」

ＲＥＤ：勘違いすんな。七海邪のことさ。

ＧＭ：「ああん？」

ＲＥＤ：だってよ、七海邪がいるんなら、禁断の島も本当にあるってこった。オレの獲物が実じつ在ざいしてるって証しよう拠こを教えてくれてありがとよ。

一同：おおー。

ＲＥＤ：幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばなってな。どんな連中かわかったんなら対処しようもある。アッティラよぅ、それをわざわざ教えるてめぇは大おお馬ば鹿かだ！

ＧＭ：「……舐なめた口きいてんじゃねぇぞクソガキがぁぁぁっ！　野郎ども、さっさとこいつをブッ殺せ！　腸はらわたぶち撒まけて鮫の餌えさにしちまえっ！」




　首しゆ領りようの怒ど声せいに弾はじかれるように、バッカニアたちがＲＥＤに殺さつ到とうする。

　繰くり出だされる無数の刃やいば！

　だが、宙を泳ぐかのように動くＲＥＤにはかすりもしない！




ＧＭ：（ＲＥＤの回避判定を見て）ううむ、まったく当たる気配もない（笑）。では次にラクレの行動だ。

ラクレ：はいっ。ええと……精霊船に話しかけます。ねぇ、ピジョンブラッド。今のわたしには、本当に戦う力があるの？

ＧＭ：「無む論ろんです。〝鍵〟たるアナタの声を、ワタシが大いなる〝動物の王〟へと届け、海を穢けがす者どもに浄じよう化かの鉄てつ槌ついを下すことができるでしょう」

ラクレ：……うん、わかった！

ＧＭ：「そして、あの禍まが々まがしい気配と名を聞き、記き憶おくの一部が蘇よみがえりました。ルビィが戦い、そして病やまいの呪のろいに倒れた元げん凶きようは〝七海邪〟のいずれかです！」

一同：おおっ！

ラクレ：じゃあ、アッティラは間かん接せつ的てきに母さんの仇かたきなんだね。よし、やるよ！　ムーブアクションはなし。マイナーで《アニマルパクト》、メジャーで《サモン・カトブレパス》！

ＧＭ：おお、《アニマルパクト》。シーン全体攻撃か！




「逆さか巻まく波を踏とう破はし来たれ！　〝蹄ひづめ持つ獣の王〟よ！」

　ラクレの声に応おうじ、精霊船が異界への門もん扉ぴを開く。

　そこより現界したのは、〝蹄持つ獣の王〟カトブレパス。

　忌まわしき邪悪の存在を前に、動物の王は怒いかりを示しめす。




ラクレ：命中判定は３Ｄ＋12だけど、念のためフェイトを１点使用して１Ｄ増やして振ります。達成値は……（ダイスを振る）26！

ＧＭ：（敵全員分のダイスを振る）ダメだ、誰だれも回避できないっ。

ラクレ：ではダメージダイスを増ふやす《マジックフォージ》を宣せん言げん。これで敵全員に12Ｄ＋44点の〈無〉属性魔ま法ほうダメージ＆放心を与あたえます。

ゼニーナ：一いち応おう《ディストラント》を乗せておく。１点でもＨＰダメージを与えると、追加でバッドステータスの恐きよう怖ふを与える……けど、たぶん雑魚ざこは倒しきれると思うのだわ。

ラクレ：ありがとうございます！　えいっ！　（ダイスを振る）ええと、合計90点！




　そして、魔力が弾はじけた。

　海かい域いき一体を覆おおい尽つくす清せい浄じようなる輝かがやきは、セリィ島のみならず、エリンディル本土からも目もく視しできたという。




ＧＭ：うわっ、耐えられねぇ。悪党どもは、カトブレパスの魔力に打たれ、次々と倒れ伏ふしていく。もはや、立っているのはアッティラただひとり！

一同：やった！

ＧＭ：……そしてアッティラは放心と恐怖を受ける。「そんな、ありえねぇ……七海邪から拝はい領りようした力が……通用しねぇっていうのかよ!?　これが、あんな小娘の力なのか！」

ＲＥＤ：その光景を見て、オレは口笛をヒューッて鳴らす。大したもんだ。……ありゃあ、二代目ルビィになれるタマかもな。

ラクレ：ＲＥＤさん。わたし、役に立てましたか？

ＲＥＤ：まったく、十年後にゃあイイ女になるかと思ってたが、こいつは今から末恐ろしいお嬢さんだ。

ゼニーナ：海の上では、あの子を怒らせないほうがいいのだわ。

ＲＥＤ：ああ、まったくだな（笑）。

ネヴィン：では最後に私の行動だな。

ＲＥＤ：頼たのむぜ、〝大鴉ネヴイン〟！　仕し留とめちまってくれ。

ネヴィン：……承しよう知ちした。ムーブで《ウィング》。飛行状態になる。これはマストの上に登ってる感じで。マイナーは特になし。

ラクレ：やっちゃえ姐さーん！

ネヴィン：（こくりと頷うなずく）《ボルテクスアタック》でダメージを上じよう昇しよう。そしてメジャーは《バッシュ》。狙うのは、もちろんアッティラだ。強化弾を込こめて、さらにダメージ＋７。




　ネヴィンの眼めが、アッティラを捉とらえる。

　彼女が視みているのは、獲物の〝命〟そのものだ。

　そして、死を告げる鴉の羽ばたきが───




ネヴィン：命中判定は、フェイトを２点使用して５Ｄ＋12。……よしクリティカル！

ＧＭ：ぐはっ。避けられないっ。

ゼニーナ：よし、ここでもう一度《ピアシングペイン》。貫通ダメージにしておくのだわ。

ネヴィン：感かん謝しやする。ダメージは６Ｄ＋[image: ]で……[image: ]点、貫通ダメージ！




　アッティラの頑がん強きような肉体を、ネヴィンの魔ま弾だんが貫つらぬいた。

　心しん臓ぞうがあるべき位置には大おお穴あなが穿うがたれ、その向こうには海を覗のぞかせている。




ＧＭ：駄だ目めだ、その一撃で一気に【ＨＰ】は０。アッティラは倒れる。「がっは！　こいつは……くそ、やってくれやがる、ぜ……」

ネヴィン：（淡たん々たんとした口調で）ＲＥＤ、仕事は終わったぞ。

ＲＥＤ：お疲れさん。あとで旨い酒を奢るぜ。……つーわけで終わりだ、アッティラさんよ。

ＧＭ：「いい気になるなよ……てめぇらは、七海邪を敵に回したも同然、だから、な……。これで終わったわけじゃねぇぞぉぉぉっ！」アッティラはよろめき、背はい後ごの海へと転落する。

一同：勝ったぁぁっっ！

ＧＭ：かくして悪名高きアッティラは海の藻も屑くずと消えた。これが、ＲＥＤ海賊団だんが新たな船と仲間を迎むかえてから最初の勲いさおしである……ってとこでクライマックス終了。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆　海賊になる日




　かくしてアッティラ海賊団は壊かい滅めつした。

　救出された村人は歓かん声せいを上げ……そして、それが今まで自分たちが冷れい遇ぐうしてきた少女の活かつ躍やくによるものだと知って、沈ちん黙もくする。

　どんな言葉で礼を言えばよいのか、わからないのだ。




ＧＭ：ではエンディング。解かい放ほうされた村人は、島に戻もどると、浜はま辺べで再さい会かいした家族と抱だき合あって喜ぶ。だが、すべてはラクレのお蔭かげだと知ると、黙だまりこんでしまう。

ラクレ：うん……そう、ですよね……。

一同：…………。

ＲＥＤ：おいおい。あんたらを助けてくれって依い頼らいしてきたのは、このお嬢じようさんなんだぜ？　この子に礼のひとつもないのかい。

ＧＭ：もちろんお礼はしたい。けれど、今いま更さらどの面つら下げて、何を言えばいいのか、大人も子こ供どもも、判はん断だんがつきかねているようだ。そこで───




　まず、エリザが一歩前に出た。

　だが、彼女が何か言葉を発するよりも早く、その息子トマスがラクレの前へと駆かけ寄よった。

「……ごめん！」

　それは、少年が生まれて初めて発した、心よりの謝しや罪ざいの言葉。




ラクレ：トマス!?

ＧＭ：彼に触しよく発はつされ、ほかの村人も、次々と頭を下げ、謝罪の言葉を口にする。「ごめんなさい、ラクレ！」「すまなかった！」「許ゆるしてくれ！」

ラクレ：みんな……。

ゼニーナ：やーれやれ。よくもまぁぬけぬけと。高こう貴きじゃないのだわ。

ＲＥＤ：そう言ってやるな、ゼニーナ。一度間ま違ちがうと、なかなか謝あやまれなくなるもんさ。

ゼニーナ：むぅ、よくわからないのだわ。

ネヴィン：……ラクレはどう返事をするんだ？

ラクレ：しばらく呆ぼう然ぜんとするんですけど、慌あわててみんなを止めます。いいの、いいんです！　頭を上げてください！　その言葉だけでもう、嬉しいから……。

ＧＭ：エリザは「ようやっと、か……」と、嬉うれしそうな、そして、これまで何もしてやれなかったことへの申もうし訳わけなさが混まざった表ひよう情じようで佇たたずんでいる。

ラクレ：エリザさん。今までありがとうございました。パン、美味おいしかったです。いつかまた、食べに来ます。

ＧＭ：彼女は、「いいんだよ……」と言いかけ、首を傾かしげる。「〝いつかまた〟って、どういうことだい？」




　ラクレはＲＥＤの顔を見て、そしてまたエリザに向き直った。

　そして───




ラクレ：わたし……海賊になるんです！




　ラクレは、微笑ほほえんでいた。

　空のように清すが々すがしく、海のように豊ゆたかな、夢ゆめを見つけた者だけにできる最高の笑顔だ。







◆Ending02◆　ＲＥＤ海賊団、出航！




　……こうして、わたしは村のみんなに別れを告げました。

　でも、あとひとつだけ、この島ですることが残っています。

　それは、母さんへの挨あい拶さつ。




ＧＭ：それでは、みんなに別れを告げ、君たちは出航するわけだ。

ラクレ：あ、最後に母さんのお墓はか参まいりいいですか？

ＧＭ：お、そうだね。それはいいシーンだ。

ＲＥＤ：じゃあ、オレも同行していいかな？

ラクレ：はいっ、もちろんです！

ＧＭ：場所は、岬みさきの上。そこは、常つねに良い風が吹ふき、水平線を見み渡わたせる場所だ。そこには、簡かん素そな墓ぼ標ひようが立てられている。

ラクレ：供そなえるためのお花と、お酒を持っていきますね。

ＧＭ：うん、了解。君とＲＥＤは、キャプテン・ルビィの墓の前に移動した。

[image: ]




　墓碑銘エピタフは、上の行が母さん、下の行がわたしの発案。

　生年がいつなのかは、最後まで教えてくれませんでした。

　たぶん、本人もよく知らなかったのだと思います。

　確かに最さい期ごまで若わか々わかしかったけど、十代はサバ読みすぎです。




ＲＥＤ：……やれやれ。オレの成長した姿すがたを見せて、ババアになったことを思い知らせてやろうと思ってたのになぁ。

ラクレ：ここに来てくれただけでも、きっと喜んでますよ。

ＲＥＤ：そうか……。それじゃあ、ここで、オレの設せつ定ていを話しておこう（笑）。

ラクレ：聞かせてください！

ＲＥＤ：オレはみなし子でな。ルビィの奴やつに拾われて海のいろはを教わったんだ。オレが八歳、あいつが……その頃ころから十七歳って言ってたんだろうな、きっと。

ＧＭ：ＯＫ、じゃあそうだったことにしよう（笑）。

ラクレ：そっか……じゃあ、ＲＥＤもキャプテン・ルビィの子供みたいなものなんですね。

ＲＥＤ：あいつを母親呼よばわりするのはちょっと勘かん弁べんだが……まぁ、姉あね貴き分ぶんみてぇなもんだ。

ラクレ：（からかうように）初はつ恋こいの人とか？

ＲＥＤ：あー……そうくるか（笑）。だが、肩かたをすくめて何も答えない。




　ＲＥＤは、優しい笑みで、母さんの墓をじっと見つめています。

　何を考えているのか……そこはきっと、まだ子供のわたしが踏ふみ込こんではいけない、男の事じ情じようがあるのでしょう。




ラクレ：それじゃあ、母さん。わたし、行くね。母さんが旅した海の世界を、わたしも見て回ってくる。母さんが目指した〝禁断の島〟に、わたしが辿たどり着つく！

[image: ]

ＲＥＤ：そういうわけだ、ルビィ。あんたの娘は、オレが丁てい重ちようにさらっていくぜ。

ゼニーナ：んじゃ、そこで登場。おーい、食しよく糧りようと水の積つみ込こみは終わったのだわ～。

ネヴィン：こちらもそろって登場しよう。ＲＥＤはともかく、ラクレが来てくれないと船が動かせん。なにせ、人手が足りないからな。

ＲＥＤ：よし、行くかラクレ。風もいい按あん配ばいだ。

ラクレ：はい！　たたっと駆かけ下おりて、船に向かっていきます！




　一度だけ振ふり返かえって、もういちど〝行ってきます〟。

　この海の向こうには、どんな世界が広がっているんだろう。

　どんな人がいて、どんな花が咲さき、どんな冒ぼう険けんが待っているんだろう。

　まだまだ、何もわかりません。

　だから、今はただ、前に進みます。

　母さんの船と、そして、わたしの運命を変えたキャプテンＲＥＤと一いつ緒しよに。




ＲＥＤ：よし、行くぜ！　ＲＥＤ海賊団、出航だ！

一同：おう！
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆次なる冒険へ




　かくして、ＲＥＤ海かい賊ぞく団だんの〝プロローグ〟は終しゆう了りようした。

　成長点や報ほう酬しゆうの計算などを済すませ、およそ十五分の休きゆう憩けいを挟はさんだ後、収しゆう録ろく再さい開かい。

　プロローグを楽しんだ勢いきおいをかり、続けて第一話を執とり行おこなうのだ。




ＧＭ：つーわけでプロローグは終了。ここからいよいよ本番となる。

ラクレ：楽しかったー！　さぁ冒ぼう険けんだ！

ネヴィン：盛もり上あがってるな、ラクレ（笑）。

ラクレ：島の外は初めてですからね！　で、次はどこに行くんです!?

ＧＭ：落ち着け落ち着け（笑）。それではまず、現げん在ざいの状じよう況きようを説明しよう。プロローグの後、君たちは精せい霊れい船で航海し、根ね城じろとなる街に戻もどることになる。

ＲＥＤ：おお、ホームタウンがあるんだな。いいねぇ。

ＧＭ：根城としているのは、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく領りよう内ないにある〝孤こ島とうの街〟ドゥルガーラ（『エリンディル西方ガイド』Ｐ78参照）。船関係なら、物ぶつ資しも人員もひととおりそろう街だ。
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ネヴィン：（『西方ガイド』を開く）ふむ……人口一五〇〇〇人か。かなり大きいな。

ラクレ：わたしたちは海賊なのに、そんな場所に顔を出して大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：ああ。ドゥルガーラは元々バイキングたちの拠きよ点てんで、ヴァンスターに服ふく属ぞくした現在も、安定した秩ちつ序じよは保たもちつつも、色んな連中がたむろする、自治傾けい向こうの強い街となっているんだ。

ラクレ：なるほどー。

ＧＭ：それにＲＥＤは、通つう常じようの商船や軍船を襲おそったりはしないよね？

ＲＥＤ：カタギさんからの略りやく奪だつはしねぇよ。もっぱらカチ合うのは、悪い海賊だ。

ＧＭ：でしょ。そして何より、君たちは神しん殿でんから冒ぼう険けん者しやとしての認にん定ていを受けている。ヴァンスター帝国といえど、明めい確かくな犯はん罪ざい行こう為いをしてないのに、冒険者を吊つるしあげたりはしない。

ＲＥＤ：レギュレーションには、ちゃんと冒険者だって書いてあったからな。

ゼニーナ：でも、海賊としても指定されているのだわ。

ＧＭ：国家の制せい御ぎよ下にない私し的てき武ぶ装そう集しゆう団だんで、船もある。これは、国家にとって潜せん在ざい的てきな脅きよう威いだ。（ＲＥＤに）政せい府ふの船とやりあったことはあるかな？

ＲＥＤ：そう思う。きっと、過か去こに何か古代の秘ひ宝ほうを巡って、ヴァンスターの悪い軍人が、いたいけな少年や少女を連行しようとしてるのを邪じや魔ましたりとか（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、じゃあ海賊だ（笑）。ただ、今のところは目こぼしされてる。そういう連中は、飼かい馴ならしておけば、敵てき国こくとの戦争時に海軍力として期待できるからね。

ゼニーナ：ヴァンスターの兵士になるなんてまっぴらなのだわ！

ＲＥＤ：同感だな。お上に命令されたからって、はいはいと尻尾しつぽは振らねぇぜ。

ＧＭ：うん、そのときは改めて「こいつら潰つぶそう」って判はん断だんされるわけだな。

ラクレ：なるほどなるほど、わかりました。

ＧＭ：では、そこらへんを踏ふまえて、今回予告とギルドハンドアウトを聞いてくれ。




●今回予告

　遂ついに精霊船ピジョンブラッドの航海が始まった。

　だが、同じく七海邪もまた、各地で活動を本ほん格かく化かさせつつあったのだ。

　危き機きを知らせる使者は、遥はるか東方、熱帯王国の姫ひめ君ぎみ。

　暗あん躍やくするは、恐おそるべき〝殺さつ戮りく者しや〟。

　ＲＥＤ海賊団は、海の悪あく霊りように打ち勝つことができるのか。

　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ　第一話

『東方王国の姫君』

　ようこそ、冒険の海へ！




●ギルドハンドアウト

　精霊船ピジョンブラッドを手に入れ、キミたちは意い気き揚よう々ようと〝海賊の街〟ドゥルガーラへと帰き還かんした。

　次なる目的は、いよいよ〝禁きん断だんの島〟だ。

　だが、待っていたのは、後こう援えん者しやであるライラ・トルバインの浮うかぬ顔。

　まずは彼かの女じよを説得し、航海費用を工く面めんせねばなるまい。

　時を同じくして、キャプテン・ルビィを捜さがし求もとめて珍ちん客きやくがやって来る。

　はてさて、ＲＥＤ海賊団よ、如何いかにする？




ＧＭ：つーわけで、これが今回の予告とハンドアウトね。今回から、基本的にハンドアウトは、この「ギルドハンドアウト」一本を提示していく形となる。

ラクレ：個別のハンドアウトは使わないんですね。

ＧＭ：それもシナリオ次し第だいかな。シナリオに合わせて、ルールは使い分けてもいいわけだし。

ラクレ：ふむふむ、わかりました！

ＲＥＤ：どうやら、七海邪の一匹ぴきと直ちよく接せつ戦うっぽいな。腕うでが鳴るぜ。

ラクレ：しかも、どうやらいきなり東方に行けるみたいですよ！

ネヴィン：ＧＭ、このライラ・トルバインというのは、『西方ガイド』に掲けい載さいされている公式ＮＰＣと同一人物なのか？
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ＧＭ：ああ、そうだ。父からトルバイン海運商会を継ついだばかりの女じよ性せいで、二十六歳のヴァーナ（猫族）。有ゆう能のうではあるけれど、地歩を固めずに手を広げようとする癖くせがある。

ＲＥＤ：……つまり、老ろう獪かいさが足りない？

ＧＭ：そういうこと。けど、だからこそ、同年代で若わかさと活気に溢あふれたＲＥＤを支し援えんしてくれるわけだ。これまで君は、彼女と組んでいくつかの航路や、新しい貿ぼう易えき相手を開かい拓たくしてきたという実じつ績せきがある……ということにしてもいいかな？

ＲＥＤ：ああ、大だい歓かん迎げいだ。有能な船乗りという設せつ定ていの裏うら付づけが欲ほしかった（笑）。

ゼニーナ：支援っていうのは、具体的に何をしてくれるの？

ＧＭ：ぶっちゃけ金だね。航海ってのは、水や食糧、人員、それに船のメンテナンスやら貿易許きよ可かの申しん請せいやらと、とにかく金と手間がかかる。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：これは世界設定の久保田悠羅くばた・ゆうらさんと打ち合わせたんだけど、一度の航海で五万～十万Ｇ、国家の支援を受ける大だい規き模ぼな船せん団だんだと百万Ｇ以上の経けい費ひがかかることも珍めずらしくない。

一同：たっけー！

ラクレ：島での生活では、聞いたこともない単位です（笑）。

ＧＭ：で、普ふ通つうは個こ人じんじゃまかなえないから。トルバイン商会みたいなとこが出しゆつ資し者しやを募つのり、航海のお膳ぜん立だてをしてくれるという仕組みになっている。

ＲＥＤ：オレは、そういうビッグプロジェクトの現げん場ば指し揮き官かんってわけだな。

ＧＭ：そういうこと。海に出た後は船長の判断がすべてだからね。そして今回は〝禁断の島〟という、海のものとも山のものともつかないものの探たん索さくに金を出させなきゃならんわけだ。

ＲＥＤ：詐さ欺ぎ師しスレスレだな、我ながら（笑）。

ＧＭ：史実でも、大航海時代の冒ぼう険けん家かなんてそんなもんだよ。成功すれば英えい雄ゆう、失敗すれば詐欺師。……まぁ、失敗した場合は海の藻も屑くずってのが関の山だけどね。

ＲＥＤ：いいねぇ、大おお博ばく打ち！




●キャラクター紹しよう介かい＆レベルアップ

　プロローグの冒険で、ＲＥＤたちは成長点と報酬を得た。

　その成長点を用い、一行は８レベルから９レベルへとレベルアップを果たした。また、前回の獲かく得とく金きん二八〇〇〇Ｇを均きん等とうに割わり、ひとり頭七〇〇〇Ｇの収しゆう入にゆうを得た。これを使い、新たなアイテムを購こう入にゆうすることができる。

　ここで、改めて各キャラクターの詳しよう細さいな基き本ほん設定と併あわせ、新たに取得したスキル・アイテムなどの解かい説せつをしよう。




●キャプテンＲＥＤ

ＲＥＤ：改めて、リチャード・エリック・ダイアモンズことキャプテンＲＥＤだ。９レベルのシーフ／バイキング。海と自由と冒険を愛する赤毛の海賊だ。

ラクレ：キャプテンＲＥＤ～！（拍はく手しゆ）

ＲＥＤ：どうもどうも。プロローグ中にも話したが、ガキの頃ころ、キャプテン・ルビィの世話になった。恩おん義ぎと憧あこがれと、ライバル心が混まざった感じだな。

ラクレ：男の子って感じですよね。

ＲＥＤ：うむ、基き本ほん的てきには大人の分別がついてはいるが、中身は小学生男子っぽい（笑）。海賊らしく計算高いところはあるが、義ぎ理りと人にん情じようはそれに優ゆう先せんすると考えてる。

ＧＭ：主人公に相応しい男だな。遠えん藤どうさんにお願いして正せい解かいだった（笑）。

ＲＥＤ：これから先も期待に応こたえられるよう、頑がん張ばるよ。




▼基本データ＆成長

ＧＭ：では、ＲＥＤの戦せん闘とうスタイルと、今回の成長も報ほう告こくしてもらおうか。

ＲＥＤ：基本的に、精霊のナイフ二刀流で斬きり込こんで、避よけながら範はん囲い攻こう撃げきをする。回かい避ひは基本が３Ｄ＋８で、《ドッジムーブ》とアボイドクロークを使えば４Ｄ＋11になるんだ。

ＧＭ：高いなぁ。プロローグでもボスや雑魚ざこの攻撃を華か麗れいに避けてたもんな。

ＲＥＤ：攻撃面では、セットアップに《アクアスタンス》で游ゆう泳えい状じよう態たいになり、以後は《ワイドアタック》で範囲を薙なぎ払はらって〈水〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージとスタンを与あたえる。

ネヴィン：範囲に魔法ダメージというのはいいな。ダメージを通しやすい。

ＧＭ：なるほどね。で、今回の成長は？

ＲＥＤ：《セルフプライド》を１レベル伸のばして游泳状態中のダメージ＋３Ｄ、《ピアシングストライク》でさらに＋２Ｄ。これで最大ダメージ10Ｄ＋42。あと、フェイト１点上じよう昇しよう。

ラクレ：今回はダメージを重点的に伸ばしたんですねー。

ゼニーナ：前回の実入りはひとり頭七〇〇〇Ｇだけど、何か買った～？

ＲＥＤ：ああ。トリックマントとポーション類、バックパックなどを購入して、残金〇！

一同：文無し!?

ＧＭ：さすがキャプテンＲＥＤ、宵よい越ごしの銭ぜには持たない（笑）。

ＲＥＤ：気前良く使う性せい格かくなのさ。あと、一いつ般ぱんスキルの《トランプ》を取得したんで、情じよう報ほう収しゆう集しゆうにも強くなったぜ。




●ラクレ

ＧＭ：それでは、お次はラクレ。

ラクレ：はい、セリィ島で寂さびしく過すごしていた女の子、ラクレです。今は亡なきキャプテン・ルビィの娘むすめで、つい先日、精霊船ピジョンブラッドを遺い産さんとして正式に継けい承しようしました。

ＧＭ：同時に戦せん闘とう力りよくも得た（笑）。

ラクレ：はい！　そこらの海賊風ふ情ぜいなら、もう何も怖こわくないです！　この船が、わたしに無む限げんのパワーをくれるッ！

ＲＥＤ：力に魅み入いられてるーっ!?（笑）

ラクレ：（頭を下げて）すみません冗じよう談だんです。性格は、相変わらず引ひっ込こみ思じ案あんです。でも、好こう奇き心しんは旺おう盛せいで、すごい冒険に憧れまくってる。

ゼニーナ：あと、海賊に立ち向かうくらいだから芯しんは強いのだわ。

ラクレ：ありがとうございます。そうそう、あとは服が変わりました。普通の村人ルックだったのが、航海デビューということで、船の上でも動きやすい軽けい装そうに。へそ出しとか。

ＧＭ：おおっ、つつましやかだった少女が弾けてイメージ一新！　確たしかに、普通の質しつ素そな村人服だと、カバーイラストにした時とか映はえないもんなぁ（笑）。

ラクレ：ちょっと思ったんですけど、その服はゼニーナさんやネヴィンさんに見立ててもらったっていう演えん出しゆつはいいでしょうか。

ゼニーナ：おお、それは面おも白しろい。賛さん成せいなのだわ。

ネヴィン：私わたしも乗ろう。基本的にはあまり興きよう味みなさそうに着き替がえを見てるんだけど、ちょこちょこぼそっと口を挟んだりする。

ＲＥＤ：なるほど。女じよ性せい陣じんは服のことから仲良くなるわけだな。

ＧＭ：ＲＥＤも何か言うかい？

ＲＥＤ：キャラの柄がらじゃない（笑）。（しばし考えて）ああ、あれだ。甲かん板ぱんにいるラクレの頭に、自分ではあまり使ってない二角帽バイコルヌをポンと載のせてやろう。

ラクレ：おおっ、それはいいですね！　きゅんとします（笑）。




▼基本データ＆成長

ラクレ：プロローグで話したように、わたしのメインクラスはメイジで、サモナースキルを主体に戦います。演出は、「船からの攻撃」ということで。わたしだけだと非ひ力りきです。

ＧＭ：シーン全体攻撃があるから、戦場制せい圧あつ力りよくは、君が一番高いんだよな。外見や性格だけなら支援系けいっぽいイメージなんだが。

ラクレ：はい、めっちゃ攻撃重じゆう視しです（笑）。《サモン・リヴァイアサン》と《サモン・カトブレパス》を使い分け、シナリオに一回《アニマルパクト》でシーン全体攻撃可か能のう。

ネヴィン：シーン攻撃はいいな。私は攻撃を範囲化するスキルがないので羨うらやましい……。

ラクレ：ダメージは最大で16Ｄ＋29点の〈無〉属性魔法ダメージ。対象が単体になっちゃいますけど、《リゼントメント》を使えばさらに90点上乗せです。

ゼニーナ：恐おそろしいのだわ。これがキャプテン・ルビィが封ふう印いんした船の、そして、この小こ娘むすめの秘ひめた力……（←ガクガク震ふるえる）。

ＲＥＤ：頼たのもしいなんてレベルじゃないな。敵てきに回さなくて良かった（笑）。

ラクレ：なお、９レベルになるときにサポートクラスをサモナーからメイジに変へん更こうしました。《マジシャンズマイト》を５にして《ブレイクアトリビュート》を取ったので、一シナリオに一回だけ、敵の対たい抗こう属性扱あつかいで魔法攻撃ができます。

ＧＭ：ラクレが成長すると、精霊船の機き能のうを引き出せるようになっていくんだろうな。

ラクレ：きっとそうですね～。買い物は、万ばん能のう薬やくを買ったくらい。七〇〇〇Ｇは大切に貯金しています。倹けん約やく倹約。




●ＰＣ紹介：〝大おお鴉がらす〟ネヴィン

ネヴィン：〝大鴉〟ネヴィン。ウォーリア／アルケミストの狙そ撃げき手しゆ。強い奴やつと戦っていれば満足な、戦闘狂気味の女だ。名前の由来は、ケルト神話の戦いの女神から。

ゼニーナ：名は体たいを表わしているのだわ（笑）。

ラクレ：そういえば、なんでＲＥＤ海賊団に加入したんですか？

ネヴィン：昔、荒あらくれどもを率ひきいて、海賊だか傭よう兵へいだかわからない荒あら事ごと稼か業ぎようをしていてな。あるとき、仕事の利害がＲＥＤと衝しよう突とつして、やりあうことになった。

ラクレ：おお、かつては敵だったんですね。

ネヴィン：私はＲＥＤに正面から果たし合いを挑いどんで負け、手下たちは逃とう亡ぼう。「負けたほうが手下になる」って約束をしてたんで、それを守ってＲＥＤ海賊団に仲間入りした。

ラクレ：いいなぁ、なんだか素す敵てきな関係だ。

ＲＥＤ：……ふと思ったんだが、場合によっては、リーダーシップを巡めぐって、また勝負を挑いどまれる可か能のう性せいがあるってことか？

ネヴィン：（にこりと笑って）ああ、そういうことはあるかも。私は弱い奴の命令は聞かないから、ＲＥＤには常つねに強くあってもらいたい。

ＲＥＤ：おっかねぇぇ！（笑）

ネヴィン：あと、プロローグでも話したとおり、《マシンリム》の演出として、負ふ傷しようした場所はためらわず錬れん金きん術じゆつ製せいの人工物に置おき換かえてる。

ＧＭ：そのうち全身機械になるんじゃないか。

ネヴィン：（機械っぽい声で）ギギギ……ソレモ悪クナイ。強イ奴、殺ス。

ＧＭ：それじゃ狂くるった殺人ロボだ！（笑）




▼基本データ＆成長

ネヴィン：セットアップで《ウェポンフォージ》《クイックフォージ》を使って、シーン中のダメージを５Ｄ……期き待たい値ちで18点底上げするのが基本、なんだけど。

ラクレ：プロローグのあれは……悪い夢ゆめだったと思って。

ネヴィン：ありがとう……。

ラクレ：（携けい帯たい電話を取り出し）写真は撮とってあるんだけどね！

ネヴィン：貴き様さまッ！（爆ばく笑しよう）　……ごほん、それはともかく、メインプロセスでは、《バッシュ》で遠えん隔かく射しや撃げきするのがお仕事。射しや程ていは50メートルなんで、かなり距きよ離りに融ゆう通ずうは利く。

ＧＭ：高こう回かい避ひ能のう力りよくのＲＥＤが前ぜん衛えいで敵を足止めし、遥はるか後方からネヴィンがバンバン撃うつのが基本の戦せん術じゆつなんだね。

ネヴィン：ああ。そして今回は《バッシュ》《コンバージョン》《オプションパーツ》を地道に１レベルずつ上げた。ガンスコープを入手したんで、命中に＋１Ｄできる。

ＲＥＤ：ネヴィンは《ボルテクスアタック》があるから、命めい中ちゆう率りつは上げられるだけ上げとくのがいいよな。レベル９だから、＋90ダメージだろ。

ＧＭ：対たい集しゆう団だん戦せんだとＲＥＤに軍配が上がるけど、単体への爆ばく発はつ力りよくはネヴィンが上か。そういえば、とても防ぼう御ぎよ力りよくが高いみたいだけど今は何点？

ネヴィン：【物理防御力】31、【魔法防御力】９。物理ダメージなら、《ウェポンガード》でさらに８点軽けい減げんする。相手の剣けんや銃じゆう弾だんを、射撃で撃うち落おとすという演出。

ＧＭ：堅かたい！　遠隔アタッカーであると同時にディフェンダーでもあるんだな。

ゼニーナ：後方にいるときは、ネヴィンのそばを離はなれないのだわー。




●ゼニーナ

ゼニーナ：ゼニーナ・シュセンドルフ。クラスは、アコライト／シャーマン。お金好きの女の子。レビテートローブの力で、いつもふわふわ浮うきながら、金銭ゼニのことを考えてる。

ラクレ：なんで海賊になったんです？

ゼニーナ：うむ、説明しよう。わらわの出自は、エリンディル本土、ミッショネン平野北東部にあった小国シュセンディーナの第一王女だったりする。

一同：えええー！

ラクレ：お姫ひめ様さまだったの!?

ＲＥＤ：しかも名前がこれまた酷ひどい。どんな国だよ！（笑）

ゼニーナ：小さいながらも、国民全員が守しゆ銭せん奴ど故ゆえに経けい済ざい力りよくで栄えていた国。けれど、数年前、ヴァンスター帝国の侵しん略りやくによってあっけなく滅ほろびてしまったのだわ。

ＧＭ：きっと軍費の調達が上手うまく行かなかったか、万ばん事じ金で解かい決けつしようとして皇こう帝ていゼダンの逆げき鱗りんに触ふれたのだろう。

ネヴィン：なんて理由だろう（笑）。

ゼニーナ：その後、命からがらキルディアまで亡ぼう命めいし、そこでシャーマンの技わざを習い覚えたのだわ。そこで出会ったのが、シュセンドルフ家の祖霊ゼニゲバ様！

ラクレ：ぶふっ！（笑）　何度聞いても、すごい祖霊ですね……。

ゼニーナ：ゼニゲバ様に導みちびかれ、シャーマンの技で賭と場ば荒あらしや詐欺なんかを働いては、稼かせぎを亡命中のみんなに仕送りしていたのだわ。泣かせる。ええ話や……！

ＧＭ：自分で言うな（笑）。

ゼニーナ：で、あるとき、遂に悪あく党とう連中からの追おい込こみがかかったんだけど、キャプテンＲＥＤに助けられた。で、一いつ緒しよにいると得しそうなんでついていくことにしたのだわ。

ＲＥＤ：腐くされ縁えんだな（笑）。




▼基本データ＆成長

ゼニーナ：わらわは、支援特化型キャラ。《エチュード》でダメージを伸ばし、《プロテクション》でダメージを軽減し、《ジョイフルジョイフル》で他人を再さい行こう動どうさせる。

ＧＭ：元々のサポートスキルはバードだったのが、シャーマンにクラスチェンジしたんだな。

ゼニーナ：そそそ。で、シャーマンスキルでは、相手を呪のろってダメージを貫かん通つうさせたり、とにかくいやらしいスキルを取りまくってる。

ネヴィン：私やＲＥＤのようなアタッカーにとっては、頼もしい支援だな。

ＧＭ：遠えん距きよ離り攻撃可能なエネミーは、まずこいつを狙ねらうべきだな。

ゼニーナ：（ニヤニヤ笑う）いいよ～。回避力は、ＲＥＤを上回る４Ｄ＋13だけど！

ＧＭ：お前も避けキャラかっ！

ゼニーナ：プロローグでは発はつ揮きされなかったけどね。一般スキルはとらずに《威い風ふうの誓ちかい》というゲッシュを取得していたのだわ。

ラクレ：どんな効こう果かなんですか？

ゼニーナ：頭部に防ぼう具ぐを着けない代わりに回避＋１Ｄ。誇ほこり高たかきシュセンドルフ家の姫として、たとえヴァンスター帝国領内であっても己おのれの顔は隠かくさないのだわ！

ＧＭ：……せっかくのいい設定とゲッシュだ。そのうち、頭部になにか着けないと不利になる状況を用意するよ（笑）。

ゼニーナ：楽しみなのだわ。なお、レベルアップでは《クイックヒール》を取った。これで、シーンに一回、イニシアチブプロセスに《ヒール》をかけてあげられる。

ネヴィン：メジャーアクションを使わずに済すむ回かい復ふくはありがたいな。

ゼニーナ：そして、《サンドクラウド》と《フォッグミラージュ》というシャーマンスキルを取得。相手の命中判はん定ていを妨ぼう害がいしてさしあげる。

ＧＭ：厄やつ介かいな技を！

ゼニーナ：発動をお楽しみに！　あと、エレメンタルシールドの属性は〈火〉を指定。このシナリオ中、一回だけ〈火〉魔法ダメージを20点軽減できる。

ＧＭ：はいよ～、うまく敵の属性とカチ合うといいね。




●ギルドサポート

ＧＭ：プロローグの冒険でギルドが獲かく得とくした成長点は32点。さらに、全員が８点ずつ上じよう納のうしたので、さらに＋32。合計64点となり、ギルドレベルは７に上昇した。

一同：わーい。

ＧＭ：ギルドレベルが上がったから、新しいギルドサポートをひとつ取得できるよ。




　現げん時じ点てんで取得しているギルドサポートは次のとおり。（）内の数字はレベル。

・《蘇そ生せい》（１）

・《祝福》（１）

・《陣じん形けい》（１）

・《薬やく剤ざい師し》（１）

・《ギルドハウス》（１）

・《ＧＨ：ギルドキャラバン》（２）

・《天てん啓けい》（１）

　ギルドサポートの合計レベルは８。ギルドマスターであるＲＥＤのレベルは９なので、新たに取得するギルドサポートのレベルが１ならば、すべてのギルドサポートを冒険に持っていくことができる。




ＲＥＤ：《ギルドハウス》の演出は、元々はオレの船だったんだが、壊こわれてしまった（笑）。

ＧＭ：今回からは精霊船ピジョンブラッドが君たちのギルドハウスだね。

ゼニーナ：船に人じん格かくがあるから、《天啓》の演出に使えるのだわ。

ＲＥＤ：おう、そりゃあいいな。

ＧＭ：《薬剤師》なんだけど、これは、医者のエキストラがＲＥＤ海賊団の一員になっていることにしたいんだが、どうだろう。

ＲＥＤ：ああ、いいね。ギルドサポートごとに仲間が増ふえる。

ゼニーナ：おそらく、色んな奴が乗のり込こんでいるんだろうけど、ギルドサポートを取得することで初めてエキストラとして登場する権けん利りを得るのだわ（笑）。

ＧＭ：そんな感じだな。プロローグの沈ちん没ぼつで散り散りになったけど、実は色々と人材がそろっていたに違ちがいない。

ラクレ：お医者さんは、どんな人か決まってるんですか？

ＧＭ：うん。老いたフィルボルの男だん性せいで、通つう称しようは〝ドク〟。痩やせてて、セコくて、逃にげ足あしが速くて、酒好きで、でも腕は確かという設定だ。

ネヴィン：いかにもゴロツキの船医っぽい（笑）。

ＲＥＤ：いいねぇ、味のある奴は大好きだぜ。

ＧＭ：ＯＫしてくれてありがとう。……さて、新しいギルドサポートは何にする？

ゼニーナ：（目をキラキラさせながら）《カジノ》！




《カジノ》（１）

　ギルドレベル×一〇〇〇Ｇまでの任にん意いの金きん額がくを賭かけ、ＧＭとプレイヤーで２Ｄを振り合い、ＧＭよりも高い出目を出せば賭かけ金きんが二倍になって返ってくるというギルドサポート。

　もちろん、ＧＭが勝てば賭け金は虚こ空くうに消える。

　一シナリオに三回まで使用できるので、すべてに勝利すれば、ギルドレベル×三〇〇〇Ｇもの利り益えきが懐ふところに転ころがり込こんでくる計算になる。

　リスキーだが、とても面おも白しろい効果のギルドサポートといえるだろう。




一同：おおおおおっ!?

ＲＥＤ：面白いのに目をつけてきたな。さすが金好き（笑）。

ラクレ：（データを読んで）わぁぁ……なんだか夢があるギルドサポートですね！

ＧＭ：でも、負けたらスッテンテンだぞ？

ゼニーナ：（余よ裕ゆうの顔で）いやぁ、そんなリスクはないのだわ。

ＧＭ：あン？

ラクレ：あ、そっか。うん、わたし、《カジノ》に賛成です。

ＧＭ：な、なんで？

ラクレ：（申もうし訳わけなさそうに）その……ええと、ほら、ダイスを振ふるの、天さんだから……。

ゼニーナ：奴はダイス運の悪さに定てい評ひようのある男よ！

ＲＥＤ＆ネヴィン：おおっ！（納なつ得とく）

ＧＭ：ムッキーッ！　〝ダイス運〟などというものはない！　非ひ科か学がく的てき！　迷めい信しん！

ＲＥＤ：確かにそんなものはないんだろうが、キミが様々なリプレイで、ドラマティックな出目に翻ほん弄ろうされているのは事実だからなぁ（笑）。

ＧＭ：ううう……。

ＲＥＤ：ま、そんなわけで《カジノ》に決定だ。

ＧＭ：よーし、いいだろう。オープニング早々《カジノ》を使わせちゃる。そして、思い切り後こう悔かいの涙なみだを流すがいい！

ネヴィン：（ルールブックを眺ながめて）お金は貯ためておいたけど、儲もうかるんだったら何か新しいアイテム買えるなぁ……。

ＧＭ：もう勝ったつもりなのォー!?（爆笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では最後に、ＰＣ間コネクションを決めておこう。セリィ島からドゥルガーラへまでは一週間ほどかかるので、ラクレもみんなと馴な染じむことだろうし。

ラクレ：一週間かぁ。じゃあその間、料理したり洗せん濯たくしたり、得意分野で頑がん張ばりますよ。

ゼニーナ：おお、素す晴ばらしい。我われ々われには、そういう能力を持った人間はひとりもいないだろうから助かるのだわ。

ＲＥＤ：自分の服はめいめいで洗あらって、料理当番は押おし付つけあってたんだろう（笑）。

ネヴィン：……ラクレは料理上手なのか？

ラクレ：そういう設定にしたいですね。ルビィ母さんが全然そういうのダメだったんで、自然と上手になりました。

ネヴィン：素晴らしい。うん、素晴らしいな（←腹はらペコキャラ）。

ＧＭ：さて、問題はどのようにコネクションを取らせるかだが……。

ネヴィン：我々が彼女をどう思っているか、というのを決めるのでいいんじゃないかな。ＲＥＤと我々は、先ほど説明したような関係なわけだし。

ＧＭ：なるほどね。ＯＫ、それじゃあその案を採さい用ようしよう。

ラクレ：わたしからは誰だれに取得すればいいですかね？

ゼニーナ：やっぱＲＥＤじゃない？

ラクレ：うん、ですよね。そうします。




◆ＲＥＤ→ラクレ

ＲＥＤ：とりあえず一回振ふってみっかー。（ダイスを振る）……ええと、65。

ＧＭ：65は［秘ひ密みつ］。「ふたりは秘密を共有している。それはまだ、誰にも話していない」

ＲＥＤ：秘密かー。ルビィか、精霊船絡がらみのことかな？

ラクレ：一週間のうちに、何があったんだろう（笑）。

ＧＭ：それこそ、ルビィの航海日につ誌しを見て、「こ、これは……！」とか、ＲＥＤだけが気がつくことがあったとか。

ＲＥＤ：ああ、そうしておこう。それじゃあ［秘密］で。追い追い、シナリオネタになるかもしれないし、ならないかもしれない（笑）。




◆ネヴィン→ラクレ

ネヴィン：私は、今のところは［同行者］くらいに思ってるかな。精霊船のこととかにはあまり興きよう味みないし、腕うでっ節ぷしを確たしかめ合うのも無理そうだし。

ラクレ：すんません勘かん弁べんしてください（笑）。

ネヴィン：ただ、料理がＲＥＤやゼニーナなど足元にも及およばないほど美味おいしいので、その点はとてもとてもとても評ひよう価かしている。

ラクレ：食事の話になるとネヴィンさんの眼めが本気になる（笑）。




◆ゼニーナ→ラクレ

ゼニーナ：わらわは姫君なので、新入りの平民に対しては［庇ひ護ご］の感かん情じようを持つのだわ。

ＧＭ：お前の臣民かよ（笑）。

ゼニーナ：ニャッハッハ、聞き分けのいい妹みたいな存そん在ざいとでもしておくのだわ。ラクレ、お茶淹いれて～、お風ふ呂ろ入りた～い、暇ひまだからカードの相手して～（笑）。

ＲＥＤ：（ラクレに）おい、いいようにこき使われちまうぞ。

ラクレ：全然ＯＫっすよ！（笑）　ルビィ母さんはもっともっとズボラだったから、それで鍛きたえられましたから！




◆ラクレ→ＲＥＤ

ＧＭ：んじゃ最後に、ラクレからＲＥＤ。

ラクレ：（迷まよわず）［あこがれ］！

ＧＭ：簡かん単たんでいいな。

ラクレ：はい。海の男に、ほのかな想おもいを寄よせちまうぜ！

ＲＥＤ：海賊なんぞに惚ほれちゃいかんぜぇ（笑）。

ネヴィン：うむ、騙だまされるなラクレ。

ゼニーナ：金回りがいいうちは尻尾しつぽを振っておくのもいいことなのだわ。

ラクレ：金目当てじゃないです！（笑）




　ＰＣ間コネクションまで決定したところで、ＧＭは一冊さつのノートを取り出した。

　薄うす茶ちや色の紙を紐ひもで束ねただけの簡かん素そな作りで、表紙は皮ひ革かく風の素そ材ざいを用いている。




ラクレ：わー、なんか小道具出てきた！

ＧＭ：ＲＥＤ海賊団の航海日誌……という設定のノートだ。キャンペーンのメモ帳代わりに使ってくれ。ギルドシートも中に貼はり付つけてある。

ゼニーナ：天は、こういう小道具好きだよねー。なんか雰ふん囲い気きあるノートだなぁ。

ＧＭ：地元の[image: ]円ショップで見つけたんだ（笑）。とりあえずラクレに渡わたしておくんで、何かメモとかはバンバン書かき込こんでくれ。

ラクレ：はーい。書記だ書記だ♪

[image: ]







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆海かい賊ぞくの街ドゥルガーラ




　猥わい雑ざつ、喧けん騒そう、潮しおの匂におい。

　そこは〝海賊の街〟ドゥルガーラ。

　神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの本土フィンジアス島とエリンディル大陸との中間部に浮うかぶこの島は、船乗りたちの聖せい地ちとして知られている。

　ＲＥＤたち一行は、新たな仲間と船を引き連れ、ドゥルガーラへと帰き還かんした。




ＧＭ：それではオープニング。君たちはドゥルガーラの港へと戻もどってきた。街は強固な外がい壁へきに囲まれ、巨きよ大だいな港は戦時に本ほん領りようを発はつ揮きする造つくりとなっている。

ＲＥＤ：おーう、帰ってきたぜ麗うるわしのドゥルガーラ！

ゼニーナ：ふーっ、やっと陸地でのんびりできるのだわ。

[image: ]

ＧＭ：なお、ドゥルガーラは、貿ぼう易えき商人、海賊、雇やとわれ船員、造ぞう船せん所じよの船大工たち、そしてそういう連中を相手に商売をする歓かん楽らく街がいの人々が住人の大半を占しめている。

ＲＥＤ：船乗りを中心に回っている場所なんだな。

ＧＭ：そういうこと。船乗りってのは金かね離ばなれがいい上に、世界中の文物も集まってくる。大通りを中心として広がるマーレ大歓楽街は、手に入らない物はないといわれるほどだ。

ラクレ：うわぁぁぁ……。もう、雑ざつ踏とうなんて初めて見るんで、とにかくキョロキョロ見回してます。すごいすごい！

ゼニーナ：おのぼりさんなのだわ（笑）。

ラクレ：はい、そのとおりです。うひゃー、うわぁ、うぉぉぉ！（体をゆらゆら揺ゆらす）




　興こう奮ふんのあまり不ふ審しん者しやと化すヒロイン、ラクレ。




ＧＭ：港に下り立たったＲＥＤ一行は、まぁ地元では知られた顔だな。色っぽい稼か業ぎようの女たちが、「あらＲＥＤじゃない。お帰りぃ～」「うちで飲んできなよ」と声をかけてくる。

ＲＥＤ：いいねぇ。それはもう、だらしない、緩ゆるんだ顔になって返事をするぜ。おお、今度行くぜ～（ひらひらと手を振ふる）。

ラクレ：うわ、かっこいい時とのギャップが（笑）。

ゼニーナ：こういう奴やつだから、七〇〇〇Ｇの分け前を一いつ瞬しゆんにして使い果たすのだわ。

ネヴィン：まぁ借金してこないだけマシだろう。……いや、きっとこれまでに大きな借金をして、それを巡めぐるいざこざとかあったのかもしれないが。

ＲＥＤ：ああ、いかにもありそうだなぁ。

ＧＭ：ではここでＲＥＤはトルバイン商会へと行くわけだな。

ゼニーナ：カッジッノ！　カッジッノ！　わらわたちはカジノへ行くのだわ！

ネヴィン：（こくりと頷うなずく）

ＧＭ：ＯＫ、シーンを分けて描びよう写しやしようか。……ああ、そうだ。ここでは《薬やく剤ざい師し》のドクがＲＥＤに再さい合ごう流りゆうする様子までを描えがいて終わりとしよう。

ＲＥＤ：おお、飲んだくれフィルボルの（笑）。

ＧＭ：商会へ向かうＲＥＤと、カジノへ行く人々が一いつ旦たん別れたところで、場面を区切ろう。




＊　　　＊　　　＊




　とある酒場の片かた隅すみ。

　老いたフィルボルが、数人の酔すい客かくを相手に熱ねつ弁べんを振ふるっていた。

「……かくして、勇ゆう敢かんなるキャプテンＲＥＤは悲ひ劇げき的てきな最期を遂とげた！　だが、奴の夢ゆめはまだ死んじゃいない！」

　酒で焼けた赤ら鼻を涙なみだに濡ぬらしながら、老人は懐ふところから一いち枚まいの地図を取り出し、卓たく上じようにドンと叩たたきつけた。

「こいつは宝たからの地図だ。そう、キャプテンＲＥＤの秘ひ宝ほうだよ！」




ＧＭ：……という具合に、一足先にドゥルガーラに帰り着いたドクは、ＲＥＤの死を利用して、ありもしない秘宝の地図を高たか値ねで売りつけようと頑がん張ばっている。

一同：詐さ欺ぎじゃん！（笑）

ゼニーナ：見上げた商売根こん性じようなのだわ。

ＲＥＤ：よし、そこに登場しよう。他の客の陰かげに隠かくれるようにして、ドクに声をかける。（声色を変えて）しかし、爺じいさんはなぜその秘宝を取りにいかないんだい？

ＧＭ：「わしは非ひ力りきな老おいぼれだ。お前ら若わかい船乗りにこそ夢を追ってもらいたいんじゃ！　どうだ、今なら三万Ｇでいいぞ！」……ちなみに手作り地図の原げん価かは三Ｇがいいとこ。

ラクレ：いちまんばい（笑）。

ＧＭ：酔いも手伝って、みんなは口々に「買うぞ！」「俺おれは三万一千だ！」「三万二千！」と、勝手にオークションを始めている。そっとほくそ笑えむドク。

ＲＥＤ：じゃあ、その地図にひゅっと小さなナイフを投げて卓上に縫ぬい付つけて姿すがたを現あらわすぜ。……秘宝とあっちゃあオレも一口乗りてぇなぁ。

ＧＭ：ドクは君を見て目を丸くし、口をパクパクさせてから、へらっと笑う。「あ、あんたなら大だい歓かん迎げいじゃよ、キャプテンＲＥＤ！」

ＲＥＤ：残念ながら、オレぁ生きてるぜぇドク。幽ゆう霊れいでもない。

ＧＭ：「おお、キャプテン！　我わがキャプテン！　きっと生きてると思ってた！　酒場のみんな、見ろ、不死身の男・キャプテンＲＥＤのご帰還じゃぁぁぁ[image: ][image: ]！」

ＲＥＤ：つくづくおもしれェなこのジジイ！（笑）　オレの残りの金を全部テーブルの上にぶちまけて、ドクにカモられかけた連中に笑いかける。悪いな、こいつで飲み直してくれ！

ＧＭ：「お、おう！　キャプテンＲＥＤに乾かん杯ぱい！」「かんぱーい！」

ＲＥＤ：そのままドクの首根っこを掴つかんで酒場から出ていこう。

ＧＭ：（白々しい声で）「いやぁ、良かった良かった。わしはな、キャプテンを助ける捜そう索さく隊たいを結成するため、その軍ぐん資し金きんを集めてたんじゃよ～」

ネヴィン：嘘うそしか言えないのか、この老人（笑）。

ＲＥＤ：喜べよドク。とりあえずネヴィンとゼニーナのふたりとは合流したし、新しい船と仲間も手に入れた。新生ＲＥＤ海賊団だんの旗はた揚あげだぜ。あんたの部屋も用意してある。

ＧＭ：「へぇ、そいつは豪ごう儀ぎな話じゃの。でも、ろくなところに行かんのじゃろ」

ＲＥＤ：おいおい、血ち湧わき肉躍おどる大だい冒ぼう険けんの始まりだぜ。楽しもうぜ。

ＧＭ：「あんたがそう言って、マシなことになった例ためしがないんじゃがねぇ」

ＲＥＤ：冒ぼう険けんってのはそんなもんさ。

ＧＭ：「わしは冒険よりも、金銀財ざい宝ほうと平へい穏おんな暮くらしが欲ほしいよ。……と、そういえば、トルバイン商会の姉ちゃんトルバインが頭抱かかえておったぞ」

ＲＥＤ：ああ？　ライラが？

ＧＭ：「ほれ、お前が行方不明になって、船と積み荷がなくなったわけじゃし」プロローグで沈しずんだ船には、ライラから預あずかった貿易品も積まれてたということでひとつ。

ネヴィン：……言い訳は大変そうだな。

ＲＥＤ：なんとかするしかあるめぇよ。世話になってる身、トンズラこくわけにもいかん。

ＧＭ：「その何じゃ、新しい船とやらで一発でかい話でも吹ふいてやれ」

ＲＥＤ：それしかないなぁ。ライラなら話くらいは聞いてくれるだろう。なーに、船が沈しずむなんて、船乗りの間ではよくあることだ。

ＧＭ：「『よくあること』で済すませてくれる出しゆつ資し者しやってのは見たことないけどな」

ＲＥＤ：問題ないさ。次のヤマは〝禁きん断だんの島〟だ。こいつはでっかい獲え物ものだろ？

ＧＭ：ドクは、「ああ、次はそんな話で騙くらかすのか」という感じの笑みを浮うかべる。「いいねぇ、浪ろ漫まんがあるある。やっぱ詐欺をするにも、夢はでっかくしねぇとなぁハハハ」

ＲＥＤ：（肩かたをすくめて）本気の話なんだがねぇ……ま、いいや。

ＧＭ：では、ふたりがトルバイン商会へと向かい始めたところでシーンを終しゆう了りようしよう。







◆Opening02◆娯ご楽らくの殿でん堂どう！




　ＲＥＤと別れ、わたしたちはとある場所に向かいました。

　きらびやかな歓楽街の中でも、一ひと際きわ豪ごう華かな場所。

〝カジノ「デ・ダナーン」〟

　老舗しにせの高級カジノなのだと、ゼニーナさんが嬉うれしそうに教えてくれました。

　カジノ……わたし、初めてです！




ＧＭ：では、ギルドサポート《カジノ》の演えん出しゆつのために、オープニングの１シーンを費やして差し上げようじゃないか。シーンの舞ぶ台たいは、歓楽街にある高級カジノだ。

ゼニーナ：わらわはドレスに着き替がえてる。実は、キャラ作成時に余あまった金で、ドレスを何着も仕立てておいた（笑）。

ラクレ：ああ、元お姫ひめ様さまだから。いいなぁ、とても可愛かわいい。

ゼニーナ：さー、いざカジノへ！

ＧＭ：着き飾かざったゼニーナを筆頭に君たちは人目を引くね。男たちは「いい女たちが歩いてるなぁ」「やめとけ。ありゃＲＥＤんとこの連中だ」「そりゃおっかねぇ」などと話してる。

ゼニーナ：ふふっ。面めん倒どうな連中を追おい払はらうのに、ネームバリューは役に立つのだわ。

ＧＭ：カジノでは、「ようこそ、娯楽の殿堂へ！」とバニーガールたちが案内してくれる。

ＲＥＤ：ヴァーナの兎族アウリラのお姉さんたちがたくさんいるんだな。

ネヴィン：リアルウサ耳だもんね（笑）。

ラクレ：ゼニーナさん、わたし何かちょっとドキドキします。なんだかすごい……！

ゼニーナ：これからもっとドキドキできるのだわ。じゃあ、適てき当とうなとこでさっさと勝負するのだわ。

ＧＭ：では、頭髪を剃り上げた髭ひげ面づらのディーラーが、「これはこれは美しいお嬢じよう様さまがた。当店をご利用いただきありがとうございます」と挨あい拶さつしてくる。

ラクレ：は、はい。よろしくお願いします。

ゼニーナ：そんじゃあ始めるのだわ。

ネヴィン：……私わたしから行こう。勝負事とあっては、退ひくわけにいかない。

ラクレ：ネヴィンさん、がんばれー！

ネヴィン：ギルドサポート《カジノ》を使用する。

ＧＭ：了解。一回目だな。では、賭かけ金きんを決めてくれ。

ネヴィン：そうだな……じゃあ三〇〇〇Ｇでいってみよう。

ＧＭ：周囲の客は、「三〇〇〇！　すげぇな」「でも、あのディーラーが相手だぜ。カジノでも名うてのあの男を。勝てるわけがねぇ」などと騒さわがしい。

ラクレ：すごい興奮してきた！　海賊と戦ってるときと同じ空気がします（笑）。

ＧＭ：では、お互たがいに２Ｄを振ふって、ＧＭ〝より〟高かったら勝ち。ＧＭの出目以下だった場合は負け。このダイスロールはフェイトやスキルなどによる干かん渉しようは一いつ切さいできない。

ネヴィン：……承しよう知ちした（２Ｄを構かまえる）。

ラクレ：確かく率りつ的てきにはＧＭが有利なんですね。

ゼニーナ：ギャンブルだから、親が有利なのは当然なのだわ。でも、今回の相手は、こいつだから……。

ＧＭ：お黙だまりッ！　そもそもネヴィンだって、さっきは５Ｄ振って６！

ネヴィン：……その言葉で、私は静かに本気になったぞ（笑）。




▼ネヴィンの勝負！

ＧＭ：さぁ、ネヴィンから振ってくれ。

ネヴィン：行くぞ。とうっ！




　ネヴィンさんの出目は10。

　かなり高いです！




ＧＭ：ううっ!?

ゼニーナ：あー、勝ったのだわ。

ＧＭ：い、いい気になるなぁっ！　てりゃっ！




　ディーラーの出目は４。

　これは……ひどいです。




ＧＭ：ギャァーッ！

一同：よっしゃー！（爆ばく笑しよう）

ゼニーナ：耳ほじりながら、これで三〇〇〇ゲット～って呟つぶやく。

ネヴィン：ふぅ、よかったよかった。

ＧＭ：「お、お見事です。私はそれを待っていた。私は敗北を知りたかった！　三〇〇〇Ｇを差し上げましょう」と、ディーラーは現げん金きんをズズッと差し出す。

ネヴィン：これで所持金が七〇〇〇Ｇから一〇〇〇〇Ｇに。万の大台に乗ったな。

ラクレ：やりましたね！

ネヴィン：ああ、気分がいい。

・ネヴィン：＋三〇〇〇Ｇ




▼ラクレの勝負

ＧＭ：ディーラーは「ふっふっふっ、これが相手を気分よくさせてのめり込こませるための、私の策さくだと誰だれも気づくまい」と呟く。

ゼニーナ：何言ってんだお前（笑）。

ネヴィン：さ、次はラクレの番だ。

ラクレ：わ、わたしもいいんですか？　うわぁぁ緊きん張ちようする。田舎いなかから出てきていきなり、こんなキラキラした場所で、こんな大金を賭かけるんて……！

ＧＭ：いいねぇ、これはスッてくれそうだ。賭かけ金は？

ラクレ：んー、ネヴィンさんと同じ三〇〇〇Ｇ、かなぁ。

ゼニーナ：そんなケチケチしてたら大物になれないのだわ！

ラクレ：ひぃっ！　じゃ、じゃあ、五〇〇〇Ｇ！

ＲＥＤ：おお、突つっ張ぱるねぇ（笑）。

ＧＭ：さぁダイスを振ふれーっ！

ラクレ：えいっ！




　わたしの出目は……11。

　高いです！




ＧＭ：なんでド素人しろうとの小こ娘むすめがそんな高い目を出すんだよぉぉぉっ！（笑）

ラクレ：び、びぎなーずらっく、とか？

ＧＭ：ええい、こっちが11出しゃ勝ちなんだ。とりゃっ！




　出目３。

　ああ……。




ＧＭ：ざけんなーっ！（爆笑）

ラクレ：すごい、ゼニーナさん！　お金がいっぱい戻ってきました！　バブルです！

ネヴィン：五〇〇〇Ｇが一〇〇〇〇Ｇになったか。これで所持金は、一気に一二〇〇〇Ｇと。すごいなラクレ。勝負強さがあるようだ。

ゼニーナ：だから言ったのだわ。このＧＭが相手だったら絶ぜつ対たいに勝てるって（笑）。

ラクレ：島で暮らしてたとき、このぐらいいっぱい貝かい殻がら集めて三Ｇとかでした。なのに、たった二秒で五〇〇〇……なんて悪あく徳とく。ギャンブルって素す敵てき！（目を輝かがやかせる）

ＲＥＤ：なぁ、ＰＣヒロインのはずが、妙みような方向に行ってないか？（笑）

ゼニーナ：（神しん妙みような声で）仕方ないのだわ。お金の魅み力りよくには、神でさえも抗あらがえない……。

・ラクレ：＋五〇〇〇Ｇ




▼ゼニーナの勝負

ゼニーナ：さーて、最後は本命のわらわなのだわ。

ラクレ：ここで負けたらいいオチですよね（笑）。

ゼニーナ：そう、勝っても負けても美味おいしい！　そんなわけでわらわはどーんと七〇〇〇Ｇ全ベット！

一同：おおおっ！

ＧＭ：「全部!?　しょ、正気ですかあなた！」

ゼニーナ：（渋しぶい声で）狂きよう気きの沙さ汰たほど面おも白しろい……。

ＧＭ：「くっ、このディーラーたる私が押おされている？　なんだこのプレッシャーは……ええい、呑まれるな、呑まれちゃいかん……！」

ＲＥＤ：いいからお前らダイス振れ（笑）。

ゼニーナ：ソウダネー。えいっ。




　ゼニーナさんの出目は８！

　悪くない、悪くないけど、嫌いやな予感がします。

　あのディーラー、このままじゃ終わらないような……！




ＧＭ：いける！　ここで華か麗れいに12を出し、俺は絶対に勝利を……！（ダイスを振る）




　出目６。

　うん、悪い予感は気のせいでした。




ＧＭ：勝利を掴つかめなかったよ……。

一同：おおおーっ！（拍はく手しゆ）

ゼニーナ：ニャッハー！（ガッツポーズ）　マジであっさり買ってしまったのだわ～。

ＧＭ：ううう……。

ラクレ：で、でも天さん、出目が前より２も上がりましたよ。成長ですよ！

ＧＭ：そんな慰なぐさめはいらねぇっ（笑）。つーわけで、ゼニーナに七〇〇〇Ｇ進しん呈てい。

・ゼニーナ：＋七〇〇〇Ｇ




・総そう合ごう成せい績せき：＋一五〇〇〇Ｇ




ゼニーナ：いやー、儲もうかった儲かった！

ラクレ：いやあ、笑いが止まりませんね。

ラクレ＆ゼニーナ：ニャッハー！（ハモる）

ネヴィン：《カジノ》を選んだのは正せい解かいだったな。

ＧＭ：「お客様、ここからはギルドサポート抜ぬきで、倍プッシュで勝負しませんかっ！」

ゼニーナ：あははは！　何言ってんのコイツ（笑）。

ＧＭ：食い下がろうとするディーラーに、こめかみに青あお筋すじ立てた支し配はい人にんが声をかける。「タナカ君、ちょっと」「は、はい……」そして、バックヤードに連れていかれる。

ゼニーナ：タナカくんってお前じゃん！（爆笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：以上が、ギルドサポート《カジノ》の顛てん末まつであったとさ。

ゼニーナ：ニャーッハッハ！　このまま、すごい高いレストランで豪ごう遊ゆうするのだわ！

ネヴィン：うむ、どんどん頼たのんでどんどん食べよう。

ラクレ：ナイフとフォークがいっぱいあるんですけど、ゼニーナさんっ！

ゼニーナ：使い方を覚えたらいいのだわ、わらわが王室仕じ込こみのマナーを教えるから！

ラクレ：母さん、海賊って楽しいことばかりです！（笑）




　あれよあれよという間に大金が転ころがり込こんで、そのまま流れるように豪華な食事。

　ゼニーナさんは、ひとつひとつ吟ぎん味みしながら、それでいてたくさん食べてます。

　ネヴィンさんは、もちろん言うまでもなく底なしに食べてます。

　わたしも、とにかく食べてます。

　値ね段だんの書いてないワインを頼たのむのって面白い！

　目の前では、お店の出し物として綺き麗れいな踊おどりや音楽が。

　ただただ、圧あつ巻かんです。なんて素す敵てきな海賊生活。




ＲＥＤ：オ、オレのいない間に幸せそうな宴えん会かいをやりやがって（笑）。

ゼニーナ：だってこれは、わらわたちが勝負して得たお金なのだわ～。

ラクレ：そうだ、ご飯を折り詰めにして、ＲＥＤの分も持ち帰りたいです。

ＲＥＤ：所帯じみてるな（笑）。でもありがたい。

ＧＭ：さて、そんなやりとりをしていると、視し界かいの片隅に、この店には不ふ釣つり合あいなものが見える。

一同：ん？

ＧＭ：みすぼらしい女の子だね。ラクレより、ふたつ下くらいの歳としだろう。客席に行って訛りのある口調で「キャプテン・ルビィを捜さがしていまス」と話しかけては、追おい払はらわれている。

ＲＥＤ：あん？

ラクレ：え、母さんのこと探してるの!?

ＧＭ：で、そこへ、店の黒服連中に案内されて、目付きの悪いヴァーナの青年がやってくる。「ルビィを捜してるお嬢じようさんってなぁ、君か？」とすごむ。

ゼニーナ：雲行きが怪あやしいのだわ。

ＧＭ：女の子は怯おびえて逃にげようとするんだけど、青年は腕うでを掴んで放さない。

ラクレ：口をナプキンで拭ふいて、飛び出します。

ゼニーナ：あ、ちょっと！

ラクレ：たたたーっと駆かけ寄よって、その男の人に言います。すみません、わたし、この子に用があるんです。




　おそらく、狼族アウリルの人なのでしょう。

　精せい悍かんな顔に、獰どう猛もうな牙きば、獣けもの耳に、長い尻尾しつぽ。額ひたいには十字の傷きずがあります。

　背はわたしよりちょっと高いくらいだけど、とても怖こわい雰ふん囲い気きがあります。

　けれど、「キャプテン・ルビィ」を捜している女の子を放ほうってはおけません。




ＧＭ：「……悪いな、先約はこちらだ」

ラクレ：女の子に、そうなの？　って聞いてみます。

ＧＭ：女の子は、ぶんぶんと首を横に振る。

ラクレ：って、言ってますけど……。

ＧＭ：（低い声で）「ああ？　……うるせぇなあ」

ラクレ：嫌いやがってるじゃないですか、放してあげてください！

ＧＭ：「言っておくが、俺ぁ海賊だ。紳しん士しじゃない。一度しか言わない、〝手を離はなせ〟」

ラクレ：わ、わたしだって海賊ですっ！

ＧＭ：そうすると、彼かれが後ろに引き連れている子分や、ほかの客席の連中が、「あっはっはっは！」と笑い出す。「こんなガキが海賊だってよー！　傑けつ作さくー！」

ラクレ：うう、超ちよう涙なみだ目めになります（笑）。

ＧＭ：目の前の青年自身は笑ってない。冷たい瞳ひとみで、値ね踏ぶみするように君を見つめている。

ラクレ：こっちはこっちで怖い！

ネヴィン：やれやれ、後ろから追いつくぞ。ラクレ、大だい丈じよう夫ぶか。

ゼニーナ：同じく、かつかつ歩あゆみ寄よる。……笑うんじゃないわよ！　この子は、キャプテンＲＥＤの身内なのだわ！

ネヴィン：……そういうわけだ。譲ゆずってもらおうか。

ＧＭ：すると、ざわっと雰囲気が変わる。手下はネヴィンを指差して「ＢＬＵＥブルー、あいつ、ＲＥＤのとこの〝大おお鴉がらす〟ですぜ」と耳打ちする。

ＲＥＤ：おっ！

ラクレ：どうしました？

ＲＥＤ：こいつ、オレがキャンペーン開始前にＧＭに頼んで作ってもらったＮＰＣだ。物語上での機き能のうは、「ＲＥＤのライバル」。

ゼニーナ：なんと（笑）。

ラクレ：そっか、それで、ＲＥＤ赤に対してＢＬＵＥ青！

ＲＥＤ：ここ、オレも登場したほうがいいんかなぁ。

ＧＭ：一いち応おう、こいつはまたあとで出番があるよ。

ＲＥＤ：そうか。じゃあ、楽しみはとっておこう。登場しない。

ネヴィン：じゃあ、私も知っている可か能のう性せいは高いな。無言で一歩前に出る。

ＧＭ：「羽つき女か」と、ほんの少しだけ手を腰こしへ伸のばそうとする動きを見せる。魔導銃キヤリバー使いのようだ。

ネヴィン：目がきらーんと光る。ほう、やる気か（←嬉うれしそう）。

ＧＭ：「早抜き勝負クイツクドロウなら俺のほうが上……が、ここで騒さわぎになっちゃ、〝旦だん那な〟にも申もうし訳わけがたたん、か」

ネヴィン：（ちょっと残念そうに）なんだ、やらないのか。

ＧＭ：「おいおい、俺は文明人だぜ。野蛮なドゥアンと違って、こういう場所で乱らん闘とう騒ぎなんてできねぇよ。ＲＥＤの野や郎ろうに伝えておきな。いずれまた挨拶に行く、と」

ネヴィン：……分かった。




　射いすくめるような一いち瞥べつを残し、〝ＢＬＵＥ〟さんは去って行きました。

　女の子は、緊張の糸が切れたかのようにへたりこんでしまいました。




ゼニーナ：さて、これで女の子と話ができるのだわ。

ラクレ：安心してください！　わたしたち、良い海賊ですから！（笑）

ＧＭ：「あ、あの……あなたたちハ、キャプテン・ルビィをゴ存じなんですカ？」よく聞くと、かなり訛なまりの強い西方共通語だ。方言ではなく、そもそも母国語が違うっぽい。

ラクレ：遠い外国の人なのかな。一いつ般ぱんスキル《ヒストリー》で、何かわかりませんか？

ＧＭ：ふむ。【知力】で判はん定ていしてみて。難なん易い度どは13。

ラクレ：楽勝です。（ダイスを振る）はい、成功しました。達成値20。

ＧＭ：それならはっきりわかる。彼かの女じよの発音は、東方のメーナームヤイ王国という、熱帯の国の公用語の影えい響きようが強い。また、言こと葉ば遣づかいは極きわめて丁てい寧ねいで、高こう貴きな身分と推測される。




・メーナームヤイ王国

　エリンディル大陸東方の南岸部にある国家。代々、ラーシニーと呼よばれる神聖女王を戴いただく王国であり、セーリアやダイワなどとの交こう易えきにより栄えている。




ゼニーナ：メーナームヤイ……思いっきり遠くなのだわ。

ラクレ：わわっ、もしかしてお姫様？　ええと、じゃあ、本で齧かじった知ち識しきだけど、その国の言葉で励はげますように話しかけて落ち着かせます。……大丈夫だよ、言葉わかるよ。

ＧＭ：それは素す晴ばらしい。すると、彼女はパッと顔を輝かせ、君の手を握にぎって母国語で話す。「わたくしの言葉がわかるのですか？」

ラクレ：うん、本で覚えただけなんだけど。あなたは、キャプテン・ルビィを捜してるの？　わたしは、そのルビィの娘むすめなの。良かったら、力になれると思う。

ＧＭ：「そ、それでは、キャプテンに伝えてください！　わたくしの国を───」




「七海邪から救って欲しいんです！」

　───七海邪。海の悪あく霊りよう。

　この間、セリィ島を襲おそってきた海賊が仕えていたという存そん在ざい。

　それが遂ついに、わたしたちの〝航路〟に立ちはだかることになったのです！
















◆Opening03◆　トルバイン商会にて




　ＲＥＤは、トルバイン商会の扉とびらを叩たたいた。

　出で迎むかえた従じゆう業ぎよう員いんは、ＲＥＤを見て幽霊に出会ったかのような表ひよう情じようを浮うかべた。

　そして、大慌あわてでライラの名を呼よびながら奥おくへと駆かけ込こんでゆく。




ＧＭ：では、トルバイン商会を訪おとずれたＲＥＤのシーン。従業員に驚おどろかれながらも、君は奥の執しつ務む室しつへと通される。ドクも一緒だよ。

ＲＥＤ：お邪じや魔ましまーす、と……。

ＧＭ：君の顔を見たライラは「マジで生きてたの、ＲＥＤ！」と、素すっ頓とん狂きような声を上げ、椅い子すから立ち上がる。

ＲＥＤ：（おどけた調子で）イイ男は死なないのさぁ。

ＧＭ：「はあ……なるほどねぇ。まぁ無事なのは何より。……で、任まかせた船と積み荷はどうなったのかしら？」

ＲＥＤ：まず結けつ論ろんから言おう。すべて失った。

ＧＭ：「……へぇ」と、ライラの顔から表情が消える（笑）。

ラクレ：（ドクになって）「これには伝説の七海邪が絡からんでおってな。わしらの力ではどうすることもできなかったのじゃ。あれは天てん災さいと一緒じゃ～！」

ＧＭ：「伝説の七海邪。あっはっはっは。ドクが言うとさらに嘘うそくさくなるわねぇ。ていうかホラ話はどうでもいいから、ちゃんとした理由を聞かせて」

ＲＥＤ：そこんとこ、嘘じゃないんだよ。実じつ際さい、出くわしたんだ。

ＧＭ：「……あんたは、その手の冗じよう談だんや嘘を言う人間じゃないもんね、じゃあ、話続けて」

ＲＥＤ：それなら、アッティラのことを話そう。あいつ、ヤバイ力を使っていたからな。妖よう魔まや魔族に近い。七海邪ってえのは、思った以上に危き険けんな存在だぜ。

ＧＭ：「なるほどねぇ。……で、こっからどうするつもり？　保ほ険けんがあるから、損そん害がい自体はどうにかなるけど、船はすぐにってわけにはいかないわよ」

ＲＥＤ：幸いなことに、船は手に入った。キャプテン・ルビィの遺い産さんだぜ。ライラに隠かくし立だてしてもしょうがないから、プロローグの話を全部教えよう。




　ＲＥＤは、セリィ島での出来事をすべて話した。

　いつもなら茶々を入れるドクも、ＲＥＤの瞳の真しん剣けんな輝かがやきを見て口をつぐむ。




ＧＭ：ＯＫ、全部聞いた。ライラは、しばし考かんがえ込こんだ後、「やっぱ海って、神しん秘ぴに満ちているわねぇ……」と、ちょっと嬉しそうに呟く。

ＲＥＤ：どうしたよ、笑ってるぜ。

ＧＭ：「子こ供どもの頃ころに聞いたお伽とぎ噺ばなしが夢じゃなかったってのは素す敵てきじゃない。……ま、七海邪は嫌だけど、禁断の島ってのはいいわ。浪漫があって、おまけに金の匂いもする」

ゼニーナ：あ、わらわと同じ人種なのだわ（笑）。

ＧＭ：「……実を言うとね、最近ちょっと厳きびしいのよ。今回の件けんに保険かけてなかったら、もうお手上げだったかも」

ＲＥＤ：どういうことなんだ？

ＧＭ：「最近クロムウェル商会っていう連中が、露ろ骨こつに呑み込こもうとしてきてるの」

ＲＥＤ：クロムウェル商会？

ＧＭ：このキャンペーンのために追加した設せつ定ていだ。神聖ヴァンスター帝国貴き族ぞくにして官かん僚りようのウォルター・クロムウェルが率ひきいる商会。有ゆう能のうかつ冷れい酷こくな手しゆ腕わんで、他社を併へい合ごうしまくってる。

ＲＥＤ：ヴァンスターの貴族か。ずいぶんな大物の名前が出てきたな。

ＧＭ：「まあ、こっちが後手後手に回ってばっかりだったから、正直ここらで一発その〝浪漫〟に賭けて、逆ぎやく転てんしたいとこなのよね」

ＲＥＤ：それで、禁断の島に賭ける気になってくれたか？

ＧＭ：「まあ、話くらいは聞いてみる気にはなっているわよ。あなたもこの街で情じよう報ほうを集めてくつもりなんでしょう？」

ＲＥＤ：ああ、そのためにこの街に戻ってきたんだ。ドゥルガーラは、世界中の海について一番情報が集まるところだからな。

ＧＭ：「そうね。少なくとも西方一帯の話だったら何でもそろうはずよ」で、指をパチンと鳴らすと、ラウラの秘ひ書しよがやってきてボソボソと耳打ちする。

ＲＥＤ：お、なんだ？

ＧＭ：「裏うらが取れたわ。あなたたちの船、港に入ってるのを確かく認にんしたって報ほう告こくがきたの」

ラクレ：おおっ仕事が早い！

ネヴィン：いかにもやり手の商人って感じだ。

ＲＥＤ：言ってくれりゃあ見せてやったのに。丁度いい、ついてこいよ。

ＧＭ：「え？」

ＲＥＤ：ここで、ライラをピジョンブラッドに連れていく。現げん物ぶつを見せれば説得力が違ちがうだろう。（ラクレに）いいか、オーナー？

ラクレ：はい、もちろん！




　ＲＥＤはラウラを連れて港へとやってきた。

　停てい泊はく中のピジョンブラッドは、他の船を圧あつする、静かな威い厳げんを放っている。




ＲＥＤ：中に入って、ピジョンブラッドを呼よぶ。おーい、船長のお帰りだぞ！

ＧＭ：では、ピジョンブラッドが返答する。「おかえりなさいＲＥＤ。おや、そちらの女じよ性せいはお知り合いですか？」そしてライラは「喋しやべった!?」と驚きよう愕がく。

ＲＥＤ：だから言ったろ？　〝精せい霊れい船〟なんだよ。

ＧＭ：ライラはぽかーんとした顔で周りを見ている。そして、例の部屋に連れていくと、巨大な紅こう玉ぎよくが浮ういてて喋しやべるわけだ。「ようこそお越こしくださいました、レディ」するとライラは「ななな、なんなのよ、この船！」とただただ、驚おどろく。

ＲＥＤ：ルビィが造つくった船だって話だがな……まあ、実際のところよくわからん。

ＧＭ：「これはたまげたわ……」

ＲＥＤ：なにせ風がなくても動くんだぜ。それに機械船よりもメンテナンスも楽で、人員も最さい低てい限げんでいい。これなら経けい費ひもかなり抑おさえられるだろ？

ＧＭ：しばしライラは考かんがえ込こみ、やがて口を開ける。「……いいわ、手の込こんだ詐欺かもしれないけれど、ここまでされたら賭けてやるわ。担たん保ぽはこの船とさせてもらうけれど」

ＲＥＤ：よしっ！　ライラ。あんたいい女だ。

ＧＭ：「ただし！」と言って、ピッと人差し指を立てる。

ＲＥＤ：お？

ＧＭ：「一年よ」

ＲＥＤ：一年？

ＧＭ：「そう、これから一年間だったら、なんとかクロムウェル相手にしのぎ切って見せる。そして資し金きんも援えん助じよしてあげる。……だから、その間に一いつ攫かく千せん金きんを頼むわよ」




　ＲＥＤとライラ、若わかきふたりの視し線せんが交こう錯さくする。

　互たがいの力量はわかっている。

　ならば、互いを信じるしかない。




ＲＥＤ：……いいだろう、商談成立だ。握あく手しゆするぜ。

ＧＭ：ライラもフッと笑って握手を受けよう。ここでシーンは終了だな。




＊　　　＊　　　＊




ネヴィン：……でも、一年は、世界中回るとなると結けつ構こうきついスケジュールだな。

ラクレ：エリンディル、広いですからねぇ。

ＧＭ：エリンディル大陸だけじゃないぞ。南方や西方の彼方かなたにも行くかもしれない。

ＲＥＤ：（ニヤリと笑って）楽しみだな。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆東方王国の姫ひめ君ぎみ




　それぞれの用事を済すませた一行は、ピジョンブラッド号に再さい集しゆう結けつした。

　ラクレのそばには、レストランで出会った少女が寄より添そっている。




ＧＭ：ではミドルフェイズ。君たち全員が、港に泊とめてあるピジョンブラッドに集まったところから開始。さっきの女の子も一いつ緒しよだ。母国語が通じるので、ラクレのそばを離はなれない。

ラクレ：なるべく緊きん張ちようを和らげるようにしてあげますね。お茶を出してあげたり。あ、お腹なかは空すいてない？

ＧＭ：恥はずかしそうに顔を伏ふせると、こくりと頷うなずくね。しばらくマトモに飲み食いしていない様子だ。身なりも薄うす汚よごれている。

ゼニーナ：これはまず、風ふ呂ろに入れるのだわ（笑）。さっぱりしてから食べたほうがいい。それでいいよね、ＲＥＤ？

ＲＥＤ：ああ。ラクレ船主が連れてきた客人なら、丁てい重ちようにもてなさないとな。

ラクレ：着き替がえも用意しますねー。

ＧＭ：ＯＫ。それじゃあ、彼かの女じよは風呂で汚よごれを落とし、着替えを済すませて戻もどってくる。顔立ちがとても整っており、成長したらさぞや美しくなるであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。短く切りそろえた漆しつ黒こくの髪かみに、小麦色の肌はだ。切れ長の目には、強い意い志しが宿っている。

ＲＥＤ：そんじゃ、まずはメシだ！　……って、みんなは食ってきたんだっけ。

ネヴィン：（嬉しそうに頷く）ああ。とても旨うまかった。金があるのはいいな。

ゼニーナ：いやー、もうバカ勝ちしちゃって！　笑いが止まらないのだわ！

ラクレ：あの、折おり詰づめでお土産みやげがありますから。

ＲＥＤ：あ、はい。ありがとう（笑）。




　土産の折り詰めと、ラクレが手早く作った食事で空くう腹ふくを満たすＲＥＤと少女。

　少女は食前に合がつ掌しようし、天地の恵めぐみと、ラクレへの感かん謝しやを口にして、そして育そだち盛ざかりの子こ供どもに相応ふさわしい勢いきおいで（そして、あくまでも上品に）食べた。




ＧＭ：では、食事を終えたところで、少女は自じ己こ紹しよう介かいを始める。「わたくしは、サララーナポーン・ナ・メーナームヤイ、イいまス。メーナームヤイ王国の第一王女でス」

一同：…………え？

ＲＥＤ：ごめん、ちょっと把は握あくできなかった（笑）

ラクレ：お姫ひめ様さまだってことはわかりました。

ＧＭ：「こちらの方にはちょと、難むずかしい名でス。だから〝サラ〟でイいでス」メーナームヤイ王国独どく特とくの名前なので、西方人にはやや聞き取りづらいのは確たしかだ。

ＲＥＤ：サラね。それなら覚えやすい。オレはＲＥＤ。この船の船長だ。適てき当とうに自己紹介をしておこう。




　一行は、自己紹介を済ませた。

　互たがいに上手うまく意思疎そ通つうできないときは、ラクレがサポートをする形だ。




ＧＭ：では、ひととおりの紹介を終えると、サラは話を切り出す。「わたくしの国は、今、危き機きに陥おちいっています。キャプテン・ルビィの力が必要なんでス」

一同：…………。

ラクレ：言い難にくいけど……あのね、サラ。キャプテン・ルビィは……わたしの母さんは……もういないの。

ＧＭ：「……えっ？」

ラクレ：今年の初めに、病気で死んでしまったのよ……。

ＧＭ：それを聞くと、サラはぽかんとしたあと、やがて蒼そう白はくになってしまう。「そんな……じゃあ、みんなは……メーナームヤイの民は……」

ＲＥＤ：とりあえず、肩かたにぽんと手をおいて落ち着かせよう。ここで何か判はん定ていはいるかい？　《オピニオン》ってぇ交こう渉しようが有利になる一いつ般ぱんスキルはあるが。

ＧＭ：ああ、それがあるか。彼女はエキストラだし、特に判定はいらない。《オピニオン》があるなら、ひとまずパニックに陥おちいることは避さけられる。

ラクレ：おお、さすがＲＥＤ。

ＲＥＤ：事じ情じようを話して貰もらえるかい？　オレはルビィじゃねぇが、あいつの弟で子しみたいなもんだ。それに、あいつが遺のこした船と、娘むすめも一緒だ。

ＧＭ：その言葉に、サラはぽつぽつと話し始める。「あれは、一ヶ月前のこト。王国の近海に、突とつ如じよ、不気味な霧きりに包まれタ船が現あらわれたんでス……」




　急きゆう遽きよ、優ゆう秀しゆうな兵士を乗せた調ちよう査さ船せんが送おくり込こまれた。

　翌よく日じつ、何者かの手によって船が港に戻もどされていた。内部に人はおらず、夥おびただしい血けつ痕こんだけが、凄せい惨さんな凶きよう行こうを物語っていた。

　甲かん板ぱんには、「女王ラーシニーの血と肉を我わが供く物もつとせよ」という血文字。

　時を同じくして、東部に広がる密みつ林りん地帯から妖よう魔まの軍ぐん勢ぜいが溢あふれ、首都への侵攻を開始した。

　彼らもまた、口々に「女王ラーシニーをクロムクルー号へ捧ささげよ」と叫さけぶ。

　平和だったメーナームヤイは、戦せん乱らんの大地と化したのだ。




ゼニーナ：クロムクルー。邪じや神しんの名なのだわ。

ＧＭ：そう。憎ぞう悪おを司り、竜の姿すがたを持つとされている。

ネヴィン：クロムクルー〝号〟というからには、つまり、その船のことなのか？

ＧＭ：サラは肯こう定ていする。「十五年前。わたくしの祖そ母ぼ……先代の女王ラーシニーが存ぞん命めいの頃ころ、〝七海邪〟の一、クロムクルーの名を冠かんする船が東方の海を荒あらし回ったのでス」




　何が目的なのかはわからない。

　七海邪は、ひたすらに死をばら撒まき、海を瘴気で汚お染せんした。

　そのこと自体が目的であるかのように。

　だが、そこに救い主がやってきた。

　海かい賊ぞくキャプテン・ルビィである。




ラクレ：母さんが……？　わたしが生まれるより、ちょっと前のことですね。

ＧＭ：「ルビィの船は、誰だれも寄よせ付つけなかった七海邪の霧の結界を打うち払はらい、挑いどみ、そして遂ついには討うち滅ほろぼしたのでス」

ＲＥＤ：霧の結界。プロローグで、オレが手も足も出なかったアレか！

ＧＭ：なお、プロローグで君が遭遇した奴は、クロムクルーとはまた違う船だ。このシナリオでは、まだ内緒。

ＲＥＤ：おっ、そうなのか。了解。

ＧＭ：「クロムクルー号は沈しずみ、ルビィは禍まが々まがしい宝ほう珠じゆを持ち帰りました。それは、彼の船の力の核かくとなるものだそうです」




　メーナームヤイの女王ラーシニーは、代々、神しん聖せいな霊れい力りよくを宿す巫女みこである。

　ルビィは、クロムクルー号の宝珠を女王自身の体内に封ふう印いんし、その清らかな力で浄じよう化かすることを提てい案あんした。無む論ろん、その危き険けん性せいも。

　すべてを理り解かいした上で、女王は、それが国土と臣民に安あん寧ねいをもたらすのならと、宝珠を受け入れた。先代の死後、宝珠は現げん女じよ王おうへと受うけ継つがれることとなった……。




ＧＭ：「ですが、沈ちん没ぼつしたクロムクルー号は、核を失ってなお、僅わずかずつ再さい生せいを続けていたのでス。そして十数年の時を経へて、不完全ながらも蘇よみがえってしまいましタ……」

ＲＥＤ：幽ゆう霊れい船せんの、そのまた幽ゆう霊れいってところか。

ＧＭ：だね。力ある魔族は死骸だけでも周囲に悪あく影えい響きようを及ぼすことがあるが、これはそれと似にた現げん象しようだ。抜ぬけ殻がらの船だけが、本来の力を取とり戻もどそうとあがいている。

ラクレ：じゃあ、サラは、母さんにクロムクルー号……の残ざん骸がいを倒たおしてもらおうと、西方まで長い旅をしてきたの？

ＧＭ：「はイ。祖母の昔話では、英雄キャプテン・ルビィは、また危あぶないことがアったら、いつでも助けを求めに来いと言い残して去っていったそうでス」

一同：…………。

ゼニーナ：それにしても、よくそっちから一ヶ月足らずで西方まで来ることができたのだわ。

ＧＭ：「それには理由がアりまス」と、懐ふところからヒビだらけの、小さな彫ちよう像ぞうを取り出す。

ゼニーナ：おおっ？

ＧＭ：「わたくしの家に伝わル、特別な転てん送そう石せき〝迦か楼る羅らの翼つばさ〟でス」




　東方と西方の間に横たわる〝無む限げんの砂さ漠ばく〟は、魔ま術じゆつ的てきな転てん移いを阻そ害がいする場所として知られている。また、海洋航路も開かい拓たく途と上じようである。そのため、両りよう地ち域いきの交流は、タフな冒ぼう険けん商人や国家同士の派は遣けん船せん団だんに限かぎられているのが現げん状じようである。

　だが、ごく限られた転送石には、砂漠地帯の瞬しゆん間かん移い動どうを可か能のうにするものがある。メーナームヤイ王家に伝わる〝迦楼羅の翼〟も、そんな転送石のひとつだった。
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ＧＭ：「これなら、無限の砂漠でも、ある程てい度どの距きよ離りなら移動可能でス。一度使うと冷れい却きやく期間が必要ですガ、その間は徒歩で移動しましタ」

ゼニーナ：壮そう絶ぜつなのだわ。

ネヴィン：……しかし、なぜわざわざ、お前のような子供が来なければならなかったんだ？　もっと旅たび慣なれた人間を派遣すれば良かったじゃないか。

ＧＭ：「ああ、それは……この転送石の魔ま力りよくは、王家に連なる人間が、その生命力を注ぐことでのみ補おぎなわれるからでス」

ラクレ：えっ。

ＲＥＤ：……厄やつ介かいな代しろ物ものだな。

ＧＭ：「王家の大人は、抵てい抗こうのための戦いで手て一いつ杯ぱいでス。確かく実じつとはいえない使者に、人員を割さくことは無理。だから、わたくしが、こっそりと信しん頼らいできる者を連れて旅立ったのでス」




　宝具を用いてなお、旅は過か酷こくなものであった。

　護ご衛えいの精せい鋭えいたちは、ひとり、またひとりと倒たおれ、西方に辿たどり着つく頃には、サラはひとりぼっちになっていた。




ＧＭ：「旅の途上で倒たおれた者は、わたくしが殺したも同然でス。だからこそわたくしは、キャプテン・ルビィを必ず連れ帰らなければなりませン……けれど……」

ラクレ：サラ……。あう、これは、助けてあげたい……。ＲＥＤの顔をちらりと見ます。

ＲＥＤ：（ごく自然に）東方かぁ、考えてみれば、行くのはこれが初めてになるな。

ＧＭ：サラは、意外そうな顔で君を見る。「あなたが、来てくださるのですカ……？」

ＲＥＤ：ルビィの船があるし、なんとかなるだろ。それにオレは、どいつかは知らねぇが七海邪に船を沈しずめられてる。（低い声で）……オトシマエつけなきゃ気が済まねぇよ。

ゼニーナ：それは同感なのだわ！　わらわの高こう価かな私し物ぶつも、たくさん海の藻も屑くずになったし！

ネヴィン：私わたしは、ＲＥＤが行くというなら、それに従したがうまでだ。強い奴やつと戦えるのは間ま違ちがいなさそうだしな。

ラクレ：嬉うれしそうにぱぁっと顔を輝かがやかせます。ＲＥＤ……！

ＲＥＤ：ああ、オーナーの意見を聞かないとな。（ラクレに）どうする？

ラクレ：もちろん！　もちろん行きます！

ＧＭ：サラは感動した面おも持もちで「ありがとうございまス……！　メーナームヤイ王国を、よろしくお願いしまス……」と頭を下げたかと思うと、そのままふらっとブッ倒たおれる。

ＲＥＤ：おっと。受け止めておくよ。

ラクレ：大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：ひと安心したことで、転送石に生命力を注そそぎ込こんだ反動や、旅の疲ひ労ろうが一気に押おし寄よせたみたいだ。安静にしていれば良くなるだろう。

ＲＥＤ：治ち療りようはドクとゼニーナに任まかせて、とりあえずベッドに寝ねかせてやろう。

ラクレ：手伝いますね。

ＧＭ：では、ここで一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle02◆調ちよう査さ




　新たな航海が決まったＲＥＤ海賊団。

　七海邪のことを筆頭に調べることはたくさんある。

　ＲＥＤたちは、情じよう報ほう収しゆう集しゆうに動き出した。




ＧＭ：では、情報収集やアイテムの購こう入にゆうを行なうシーンを始めよう。調べたいことについて、ひとりずつ判定を行なってもらおう。なお、アイテム購入は金を支し払はらうだけでＯＫだ。

ゼニーナ：情報収集かぁ。メーナームヤイ王国までは、海路が一番なの？

ＧＭ：そりゃあもう。陸路で行くと、無限の砂漠越ごえだからね。ちなみに、サラの転送石は酷こく使しが過すぎたので、いつ壊こわれてもおかしくない。

ラクレ：もう、そんな危き険けんなものを使わせるわけにはいきませんよー。




　しばしプレイヤーたちは話し合い、調査項こう目もくについて検けん討とうした。結果、各人が調べるべき項目は、次のとおりとなった。

・ＲＥＤ：東方への航路について

・ラクレ：ピジョンブラッドの機き能のうについて

・ネヴィン：七海邪について

・ゼニーナ：メーナームヤイ王国の現状について




▼ＲＥＤの情報収集：東方への航路について

ＲＥＤ：《ストリートワイズ》があるから、判定値ちは３Ｄ＋４。ええと、難なん易い度どは？

ＧＭ：10でひととおりそろい、15で有ゆう益えきな情報を追加。20にまで到とう達たつしたら、後の航海時の判定に有利な修しゆう正せいまで与あたえよう。

ＲＥＤ：ＯＫ。なら、一般特とく技ぎの《トランプ》を使う。これで＋２Ｄだから合計５Ｄ＋４！

一同：おお～。

ラクレ：それはすごいですね！

ＲＥＤ：シナリオに一回限りの切り札だよ。（ダイスを振ふる）達成値は22！

ＧＭ：それはすごい！　では説明しよう。まず、大ざっぱに分けて航路は二種類。沿えん岸がん部ぶを進むルートと、外洋を進むルートだ。それぞれの基き本ほん的てきな情報は次のとおり。




★沿えん岸がんルート

　・水や食糧の補ほ給きゆうが容よう易い。

　・沿岸国家の勢せい力りよ圏くけ内んないであるため、比ひ較かく的てき安全。

　・既き知ちのルートなので、新しい航路や島の発見は望のぞみ薄うす。

　・予想航海日数：75～90日




★外洋ルート

　・沿岸国家からの干かん渉しようを受けない。ただし海賊も多い。

　・未知の航路や島を発見できる可か能のう性せい大。

　・確かく認にんできている補給地点が乏とぼしい。

　・予想航海日数：45～[image: ]日




ＲＥＤ：……なるほど。外洋はリスクはでかいが、上手くやればリターンもでかいってか。

ネヴィン：予想航海日数、外洋ルートの幅はばがすごいな。

ＧＭ：天候や海流、そしてピジョンブラッドの場合、精せい霊れいの加か護ごをどれだけ得られるかで変わるわけだが、それらの要よう素そを外洋では予よ測そくしにくいんだよ。この数すう値ちも、あくまで目安。

ネヴィン：なるほど。

ＧＭ：そして追加情報。まず沿岸部だが、エルーラン王国近海では、ゴブリン王ルアダン配下の妖魔海賊団が多数出しゆつ没ぼつ中。手て強ごわいが、討とう伐ばつすれば懸賞金はでかい。

ゼニーナ：懸賞金！（←目が輝かがやく）

ＧＭ：また、密林地帯の沿岸部には、普ふ段だんはメーナームヤイ王国近海を根ね城じろにしているギルマン海賊団が七海邪を恐おそれて逃にげてきている。交渉次し第だいでは、仲間にできるかもしれない。

ネヴィン：おお、ギルマン海賊団。

ＲＥＤ：まさか交渉の余よ地ちがあるとは（笑）。

ＧＭ：仲間にすれば、クライマックスで支し援えんを受けられる。交渉失敗の場合、戦せん闘とうだ。時間は浪ろう費ひするが、成長点とドロップ品を稼かせぐ機会ともいえる。沿岸部についてはこれくらい。

ＲＥＤ：外洋の追加情報は？

ＧＭ：まず、点てん在ざいする島についての最新情報を入手し、補給が容易になる。また、エリンディル西方の市場傾けい向こうとして、「新しん鮮せん味みのある」特産品への需じゆ要ようが高まっていることがわかる。

ＲＥＤ：ほうほう。

ＧＭ：外洋で新発見したものは、しかるべきルートで捌さばけば高たか値ねで売れるだろう。具体的には、このセッション中に外洋ルートで得たドロップ品の金きん額がくは、すべて二倍として扱あつかう。

一同：おおっ！

ゼニーナ：こ・れ・は！　もうほとんど外洋ルートで決まりなのだわ！（力説）

ラクレ：で、でも、日数が下手をすると四ヶ月もかかっちゃいますよ。

ゼニーナ：上手うまくやれば一ヶ月半！




▼ラクレの情報収集：ピジョンブラッドの機能について

ラクレ：次はわたしですね。母さんの船が「七海邪の霧の結界を打うち払はらう」という現象について調べたいです。ピジョンブラッドから聞き出す形で。

ＧＭ：わかった。それなら、一般スキル《マジックノウリッジ》を使った判定をしていいよ。成功すると、ピジョンブラッドの記き憶おくを復ふく元げんすることができる。

ラクレ：（ダイスを振る）……ふふっ、クリティカル！

ＧＭ：うお!?

ゼニーナ：さすが、本ばっかり読んでいただけはあるのだわ。

ラクレ：伊達だてにぼっちだったわけじゃないんですよ～。

ＧＭ：ではピジョンブラッドは、「メーナームヤイ王国の海戦……おお、記憶が朧おぼろげながら蘇ってきました。あれは、十五年前の二月のこと……」

ＲＥＤ：知っているのかピジョンブラッド！（笑）

ＧＭ：うむ。簡かん潔けつに言うと、ピジョンブラッドを七海邪に接せつ近きんさせて、ラクレが魔ま術じゆつ判定に成功することで、一定時間、霧の結界を無む効こう化かすることができる。

一同：おおっ！

ＧＭ：なお、無効化のコストとしてラクレはＭＰを20点支払はらう必要がある。有ゆう効こう時間は１Ｄラウンド。終了ラウンドのクリンナップに追加で20点支し払はらえば、さらに１Ｄラウンド延えん長ちよう。

ラクレ：20点……け、結けつ構こうごっつい数字ですね……。とはいえ、無効化しないと勝負にもならないんだから仕方ない！

ＧＭ：そして、もうひとつ。七海邪は【ＨＰ】が０になっても自動的に復活するんだが、霧の結界を無効化している最中であれば、そのまま死亡にまで追い込むことができる。これには特に宣言や判定は必要ない。

ＲＥＤ：なるほど。兎にも角にもしぶとい奴らなんだな。




▼ネヴィンの情報収集：七海邪について

ネヴィン：私は七海邪について調べたい。今、メーナームヤイ王国を脅おどかしてるのをメインに、そもそもどんな奴らなのかなと。

ＧＭ：情報収集に使えそうな一般スキルはあるかな？

ネヴィン：（キャラクターシートを確認）……ない（笑）。

ＧＭ：それじゃあ【感知】で判定してもらおうかな。難易度は14。もしも金を払う気があるなら、情じよう報ほう料りよう二〇〇Ｇごとに＋１していい。最大＋３までね。

ネヴィン：なら六〇〇支し払はらって＋３しよう。（ダイスを振る）よし、達成値15。

ＧＭ：ふむ、じゃあ成功だな。馴な染じみの情じよう報ほう屋やでもいるのかな？

ネヴィン：うーん、あ、そうだ。ドゥルガーラの街を離はなれ、海賊団〝鯱しやちの牙きば〟の本ほん拠きよへと向かう。海賊ＮＰＣのキャラウェイ（『西方ガイド』Ｐ81）に話を聞きに行くという演えん出しゆつがいい。

[image: ]

ＧＭ：お、渋しぶいね。認みとめよう。では、彼らが隠かくれ住すむ洞どう窟くつに、単身で乗のり込こんでいくネヴィン。屈くつ強きような見み張はりも、君が一いち瞥べつすると言葉を失う。

ネヴィン：無礼は承しよう知ちの上で、少し聞きたいことがあってやってきた。ただとは言わん。六〇〇Ｇが詰まった袋ふくろをぽんと投げる。

ＧＭ：すると奥おくの方からドスの利いた声で、「ほう、こいつは珍めずらしい。こんなところに鴉からすがやって来るとはな」と、キャラウェイが登場。

ラクレ：知り合いだったんだ？

ネヴィン：昔、腕うでを貸かしたことがあったとしよう。七海邪について話を聞きたい。お前なら、お伽とぎ噺ばなしじゃないことを知っていると思ってな。

ＧＭ：彼は面白そうに目を見開き、「ほう、おめぇ、あの話を信じるのか？」。

ネヴィン：信じるに足る事情ができた。

ＧＭ：「ハハッ、こいつは傑けつ作さくだ。あれに出会った奴が、俺おれ以外にもいたとはなぁ！」

ネヴィン：……出会ったことがあるのか。

ＧＭ：「ああ。手も足も出なかった。だから、血ち眼まなこになって調べたさ……」




　キャラウェイが語った内ない容ようは、次のとおりだった。

・七海邪は、王の遺い産さんを受うけ継つごうとした七人の王子／王女の妄もう執しゆうが船に宿り、邪じや悪あく化した海かい賊ぞく船せんである。それぞれが七大邪神の名を船名に冠かんしている。

・船体は霧の結界に包まれ、無む敵てきである。

・船と契けい約やくした人間は〝船長〟となり、不老不死の肉体と絶ぜつ大だいな力を得る。現げん時じ点てんでキャラウェイが知っている船長は次の三名。

〝嫉しつ妬との船〟モリーアン／船長：〝毒どく姫ひめ〟ポイズン

〝虚きよ栄えいの船〟ブレーグ／船長：〝黄おう金ごん提てい督とく〟ホー・シェン

〝憎悪の船〟クロムクルー／船長：〝殺さつ戮りく者しや〟ジャック・マローダー




ネヴィン：なんだか四天王っぽい連中が現れた（笑）。

ＧＭ：「ジャック・マローダーは、十五年前にメーナームヤイ辺りの海でルビィの奴に首取られたって話だ。どうやったんだか知らんが」

ネヴィン：なるほど。つまり、今回の我われ々われの敵てきは、そのジャック・マローダーか。ふふっ、私は運がいい。そんな奴と戦えるとは。

ＧＭ：「奴らを相手にして笑うかねぇ。まともな方法じゃあ勝てないぜ？」

ネヴィン：心配いらない、こっちにも新しい〝船〟がある。

ＧＭ：「ほお、そうかい。まぁ、死んだら、海にお前の分の酒を流してやるよ」

ネヴィン：では、前まえ倒だおしでもらっておこうか。そばの棚たなから、美味そうな酒を持っていくという演出。

ＧＭ：「いつもながら酒の趣しゆ味みはいい女だぜ」と、苦笑いでネヴィンを見送るキャラウェイであった。

ラクレ：か、かぁっこいい……！




▼ゼニーナの情報収集：メーナームヤイ王国の現状について

ＧＭ：最後はゼニーナ。

ゼニーナ：あいあい～。東方からの船や、神しん殿でんの情じよう報ほう網もうにアクセスして、メーナームヤイ王国の現状について調べておくのだわ。特にスキルはないけれど。

ＧＭ：じゃあ、同じく【感知】で難易度12。金についてはネヴィンと同じ。

ゼニーナ：金など一銭たりとも払はらわん！（ダイスを振る）あ、出目がいい。達成値14。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、まずわかるが、メーナームヤイ王国は健けん在ざい。ただし、国土に瘴しよう気きが達し、病やまいに倒れる者も多数。妖魔軍の侵しん攻こうも旺おう盛せいだ。

ゼニーナ：うーむ、きつい状じよう況きようなのだわ。

ＧＭ：人々の苦しみを見た女王は自ら命を捧ささげようとも考えたんだが、その場合、クロムクルー号が完全復ふつ活かつし、より被ひ害がいは甚じん大だいになるであろうことから留りゆう保ほとなった。

ＲＥＤ：賢けん明めいだな。……臣民が倒れていくのを目まの当たりにするのは、苦しいなんてもんじゃないだろうに。

ＧＭ：セーリアやダイワからの援えん軍ぐんも、さしたる成果を上げてはいない。まぁ、このままだと、あと半年が限げん度どだろう。食糧も尽つきるしね。

一同：…………。

ゼニーナ：一刻も早く、といったところなのだわ。

ＧＭ：なお、メーナームヤイの港は、東方と西方の交こう易えきにおいて重要な拠きよ点てんのひとつとなっている。それが使えなくなると、世界の経けい済ざいに看かん過かできない悪影響が出始めるだろう。

ゼニーナ：むぅ、それはそれでビジネスチャンスだけど……さすがに後味が悪すぎる。ここは華か麗れいに国を救って恩おんを売っておくのが、正しい商人の在あり方かたなのだわ！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、情報収集はこんなところだな。アイテム類は購入する？

ＲＥＤ：食糧や、航海に必要な物はライラがそろえてくれるってことでいいのかな？

ＧＭ：ああ。ここで購入するのは、あくまでも個こ人じん的てきな物品だ。

ネヴィン：ふむ。実は、買い物の目星は付けておいた。不ふ沈ちんの冠かんむりと、ブレストプレートを買い、さらに堅くなっておく（笑）。

ゼニーナ：じゃあ、万ばん能のう薬やくをひとり二個こずつ買って配っておくのだわ。あと、ラクレに蘇そ生せい薬を渡わたしておく。

ラクレ：いいんですか？

ゼニーナ：わらわには《ファーストエイド》があるから。戦闘不ふ能のうからの復活手しゆ段だんは、できるだけみんなが持っておくほうがいいのだわ。

ラクレ：じゃあ、大事に預あずかっておきますね。

ＧＭ：ゼニーナは、最初のレギュレーションでの「８レベル以下のアイテム」で蘇生薬を指定してたんだよね。なかなか渋いチョイスだ。

ゼニーナ：《レイズ》取得したかったんだけど、スキル枠に余裕なかったから……。そこを補うための保険として確保しといたのだわ。







◆Middle03◆その男、ジャック・マローダー




　その日の海は、よく晴れた空の下にあった。

　甲板では、貴婦人が折おり畳たたみの長なが椅い子すに寝ねそべり、日光浴を楽しんでいる。

　ひとつだけおかしなことがあるとすれば……その船が瘴気に包まれているということ。




ＧＭ：マスターシーン。うららかな陽気の中、天空には瘴気が満ちている。

ＲＥＤ：……瘴気？

ネヴィン：しかも、うららかな陽気の中で（笑）。

ＧＭ：そこだけは、非ひ常じようにのどかな雰ふん囲い気きだ。船の甲板で、リクライニングチェアに寝ねそべって、優ゆう雅がにひなたぼっこをしている貴き婦ふ人じんがひとり。

ラクレ：瘴気という状況にまったく似に合あわない……（笑）。

ＧＭ：で、その傍かたわらにいるブルドッグが唸うなり声を上げる。「バウワウッ、バウワウッ」「あらあら。どうしたの、マカブルちゃん？」

ラクレ：マカブルちゃん（笑）。




　甲板の隅すみに黒い影がゆらめき、血ち塗まみれの巨きよ漢かんが出しゆつ現げんした。

　海賊アッティラ。

　キャプテンＲＥＤによって討うたれたはずの男である。

「ガーッ！　帰ったぞ、こんちくしょうっ！」と、アッティラが吠える。

「……ああ、負けたのね」と、呆あきれ顔がおの貴婦人。




ＲＥＤ：い、生きてたんか（笑）。

ＧＭ：「なんとか転送石で〝ここ〟まで戻ってこられたぜ。おい、ミセス・クーデグラ！　マローダー船長はどこだ？」

一同：ミセス・クーデグラ!?

ゼニーナ：なんか名前からして面おも白しろい奴が来た（笑）。

ＧＭ：「あらあら、お怒いかりちゃん？」「ああ、激げき怒どちゃんだぜ！」とやりあっているところへ、船室からぬっと現あらわれる、ひとりの男。




　黒地の外がい套とうに、血で染そめたような赤いシャツ。

　長身痩そう躯く、猛もう禽きんの如ごとき視し線せん。

　彼の名はジャック・マローダー。殺戮を愛する男。

　かつて二〇万Ｇの賞金がかけられていた海賊であり、七海邪〝憎悪の船クロムクルー〟の契けい約やく者しやでもある。

　十五年ぶりに海の底より復活した彼は、殺戮に餓うえ、渇かわいていた。




ゼニーナ：二〇万！　大物だわ……！

ネヴィン：けど、過去形みたいだぞ。

ＧＭ：うん。以前にルビィが打倒した段階で死亡したとして、懸賞金は消えている。

ゼニーナ：（残念そうに）しょぼーん。

ＧＭ：マローダーが「しくじったのか、アッティラ」と問うと、「ＲＥＤの野や郎ろうでさ。お蔭かげで、体を再さい構こう成せいしてここに転移するまで時間がかかっちまって……」と弁べん解かいするアッティラ。

ネヴィン：……これは死ぬな。

ＲＥＤ：ああ、そんな気がする（笑）。

ＧＭ：ご明察。「そうか、ならば敗者は……死ね」とマローダーが右手を前に突つき出だし、グッと宙ちゆうを掴つかむ。すると次の瞬間、アッティラは胸むねを押さえて倒たおれこむ。




「ミセス・クーデグラ。あとはやっておけ」

　底冷えのする声。だが、対する貴婦人──ミセス・クーデグラ──の返答は能のう天てん気きなものだった。

「オーケー、とどめの一撃クー・デ・グラよん♪　マカブルちゃーん、ＧＯ！」

　彼女が指を鳴らすと、マカブルちゃんと呼よばれた犬が、アッティラの喉のど笛ぶえに食らいつき……そして首ごと噛かみちぎった。




一同：おおお～。

ＧＭ：というわけで、待機していたミセス・クーデグラが、アッティラにとどめの一撃を加えない、殺害する。これが、Ｊ・マローダーの腹ふく心しんである彼女の役目だ。

ネヴィン：……つまり、そいつは、我々が戦闘不能になった際さいに、とどめの一撃を放ってくるのか。

ＧＭ：そういうこと。言うまでもなく、とどめの一撃を受けて死し亡ぼうしたら、もう助からないのでよろしく。

一同：げぇぇ～。

ＲＥＤ：こりゃあ、連中との戦いはハードなものになりそうだな。気を引ひき締しめていこう。







◆Middle04◆〝青〟の男




　出航の日。

　だが、ＲＥＤの敵が潜ひそむのは海だけとは限らない。

〝赤〟を狩かるための〝青〟が、動き始めていた……。




ＧＭ：では、次のシーン。ドゥルガーラへの帰き還かんから一週間ほど経けい過かし、船の改かい修しゆうを終えて、いよいよ出航という日だ。ここはＲＥＤとラクレに登場願おう。サラも一緒だ。

ＲＥＤ：おーう。

ＧＭ：君たちは、細々とした買い忘わすれを補おぎなうため、市場へと出向いている。ゼニーナとネヴィンは船の番をしていると考えてくれ。ドクは、船の医い務む室しつで酒飲んで寝ねてる。

ネヴィン：診しん察さつや治療以外は、まったくする気がないのだな（笑）。

ゼニーナ：ドクらしいのだわ。

ＲＥＤ：そんじゃさっさと買い集めますかね。

ラクレ：壊かい血けつ病びよう予よ防ぼうのために、ライムの汁しるを濃のう縮しゆくしたポーションとか買い集めるんですね。

ＲＥＤ：想像しただけで酸すっぱくなってくる（笑）。オレは、食事時ではなく、個人的に部屋で飲むための高級酒を何本かこっそり買っておこう。

ラクレ：こっそり？

ＲＥＤ：ネヴィンに見つかると飲まれそうだからな。

ネヴィン：（ポンと手を打つ）ああ、それはきっと飲む。飲のみ干ほす（笑）。

ＧＭ：……ＲＥＤ、君は今、無一文のはずだが。

ＲＥＤ：そうだったーっ！（笑）

ラクレ：あの、これ、使ってください。自分のお金を差し出します。

ＧＭ：じゃあサラも「少ないけド、お世話にナってるかラ……」と、数Ｇを。

ＲＥＤ：うおお、これで借りたら、オレ、クズっぽい！　……けど、借りておこう。

ゼニーナ：女から巻まき上あげた金で酒を買う……味わい深いクズっぷりなのだわ（笑）。

ＲＥＤ：あとで返すって！

ＧＭ：と、楽しく買い物をしながら大通りを歩く君たちの前に、ひとりの青年が立ちはだかる。ヴァーナの狼族で、鋭するどい眼がん光こうをもつ魔導銃使い。

ラクレ：あっ、オープニングで会った悪そうな人！

ＧＭ：彼は、「よぉ、ＲＥＤ」と、飄ひよう々ひようとした笑みを浮うかべて挨あい拶さつをしてくる。

ＲＥＤ：（ニヤリと笑って）よぅ、〝ＢＬＵＥブルー〟。

ラクレ：この人、ＲＥＤのお知り合いですか？

ＲＥＤ：まぁ、タチの悪い同業者ってとこかな。

ＧＭ：改めて紹介しよう。彼の名はＢＬＵＥ。二十二歳さい。顔立ちは整っており、穏おだやかそうに笑ってはいるが、剣けん呑のんな気配を秘ひめている。

ラクレ：こ、怖こわそうだ……。

ＲＥＤ：額ひたいの十字傷は、以前、オレがつけたんだよな。

ＧＭ：そういう設せつ定ていだね。イメージカラーは青。腰こしに差した二挺ちようの魔導銃はいずれも真っ青に塗ぬられている。

ラクレ：ＲＥＤとＢＬＵＥ……まさにライバルですね。

ＲＥＤ：ヴァーナだから見てくれは小さいが、油ゆ断だんはならねえ男さ。

ＧＭ：「ＲＥＤよぅ、景気いいみたいじゃないか。女連れで宝探さがしに出るんだってぇ？」

ＲＥＤ：まあ、元々うちらは女所帯だからな。男のオレは肩かた身みが狭せまいぜ。それに宝探しっても暢のん気きなもんじゃない。何しろ七海邪に喧けん嘩かを売ろうっていうんだからよ。

ＧＭ：（嘲あざけるように）「七海邪ァ？　とうとう頭に回りやがったみてぇだな」

ＲＥＤ：喧嘩を売りに来たんだったらあとにしてくれ。今は忙いそがしい。

ＧＭ：「そんなケチな用事で来たんじゃねえよ。単刀直入に言う。港に泊とまってるの、キャプテン・ルビィの船だろ？　……俺によこしな」

ラクレ：（割わり込こんで）嫌いやです！

ＧＭ：「ん～？　ああ、カジノで会ったお嬢じようさんか。いいかい、こいつは大人の話だ」

ＲＥＤ：いや、そいつは違ちがうぜＢＬＵＥ。この子はあの船のオーナーだ。

ＧＭ：「……へぇ！　なるほどね。じゃあ、丁度いいや。お嬢さんと、もうひとり、そっちのサララーなんとかも合わせて、全部まとめてこっちで引き取ってやるよ」

ＲＥＤ：はぁ？　おいおい、発はつ情じよう期きでも迎むかえたのかよ、子犬パピー？

ＧＭ：「ガキは趣味じゃねぇ。あの船と〝海図〟にまつわるものをぜーんぶ回かい収しゆうすんのが、今の俺の仕事でな」指を鳴らすと、路地のそこかしこから男たちがぞろぞろと。

ＲＥＤ：（怪訝そうに）……海図？

ＧＭ：「おっと、おめぇには関係ねぇ話さ」

ラクレ：後ろの人たちは、ＢＬＵＥ海賊団なのかな？

ＧＭ：いいや。服こそ平へい凡ぼんな市民って感じだが、動きは正式な訓練を受けた兵士のそれだ。手には長ちよう剣けんを持っている。……身分を隠かくしてはいるが、ヴァンスター帝てい国こくの兵士だろうね。

ラクレ：兵隊さんが？　サラさんを庇かばうようにぎゅっと引ひき寄よせます。

ＲＥＤ：……おいおい。虎とらの威いを借る〝狼〟ってのはかっこがつかねぇぜ。

ＧＭ：「いやいや。強い奴アルファには巻まかれるってのも犬科の美学さ。……おい、全員捕つかまえちまえっ！」と命令を下すと、一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。

ＲＥＤ：ちっ、戦闘か？

ＧＭ：いや、わらわらと増ぞう援えんが来るのでキリがない。判定をして逃げてもらおう。

ゼニーナ：おお、街中でのアクションなのだわ。

ＲＥＤ：それじゃあ、ラクレとサラに声をかける。逃にげるぞっ。

ラクレ：はい！

ＧＭ：サラも、目を白黒させながら、「は、はイィィッ！」と返事をする。




　ＲＥＤは逃とう亡ぼうを選せん択たくした。

　どんなに人数が多かろうと、迷めい路ろのような路地に入ってしまえば勝算はある。

　それに、港まで辿たどり着つけば、あとは船で海へと出るだけだ。




ＧＭ：では、ＲＥＤたちには衛えい兵へいの攻こう撃げきを振ふり切きるための回かい避ひ判定をしてもらおう。難易度18だ。失敗すると捕ほ縛ばくされる。

ラクレ：捕つかまるとどうなっちゃうの？

ＧＭ：ラクレとサラは捕まり、ＲＥＤは牢ろう屋や。シナリオ展てん開かいがガラリと変わる（笑）。

ＲＥＤ：それは困こまる。さっさとケツをまくって逃げるぜ、ラクレ。

ラクレ：（こくりと頷く）

ＧＭ：そうそう、サラはエキストラなので判定はできない。彼女を抱かかえるなら難易度＋２だ。

ＲＥＤ：それはオレが抱かかえるとして……ラクレは判定大丈夫そうか？

ラクレ：判定値２Ｄ＋３です（笑）。フェイトを２点は使わないと無理。

ＲＥＤ：２点はキツイな。ＧＭ、ラクレも一緒に抱えることはできるか？

ＧＭ：その場合、さらに難易度＋２。合計して、難易度は22だ。

ＲＥＤ：ＯＫ、問題ない。《ドッジムーブ》だ。（ダイスを振る）回避達成値24！




　ふたりの少女を抱え、ＲＥＤは駆かけた。

　振ふり下おろされる刃やいばを、軽かろやかに避よけ、跳はね、笑えみすら浮かべて躱かわしていく。




ＧＭ：次はＢＬＵＥを撒まけるかどうかの判定。こちらの【感知】とそちらの代表者の【知力】で判定して、敗北したら先回りされ、［ＨＰ・ＭＰロス］10点。

ＲＥＤ：地味に厄介だな。

ＧＭ：それではまずは逃げているそちらから振ふってくれ。

ＲＥＤ：頭を使ったことはラクレに一いち任にんだ（笑）。

ラクレ：任せてください！　この街の地図は、実はもう頭に叩たたきこんであります。【知力】判定の達成値は、18！

ネヴィン：おおっ、高い。

ゼニーナ：それなら余よ裕ゆうのはずなのだわ。

ＲＥＤ：それじゃあ、建物の屋根に登って、屋根伝いに逃げていくとしよう。ここまでは来るまいよ！

ＧＭ：確たしかにそりゃあキツイな……って、あれれ、２Ｄ振って６ゾロ。

一同：クリティカルーッ!?

ラクレ：ま、負けた……。

ＧＭ：「悪いなお嬢さん、犬は鼻が利きくんでね」と、ＢＬＵＥが二挺拳けん銃じゆうを構かまえた状じよう態たいで、通せんぼ。はい、心身ともに消しよう耗もうしたので［ＨＰ・ＭＰロス］しといてくれ。

ＲＥＤ＆ラクレ：あちゃー。

ラクレ：（頭を下げて）ずびばぜん～。

ＲＥＤ：（笑いながら）なーに言ってんだ。こういうピンチも楽しむのが海の男さ。

ＧＭ：それでは最後の判定だ。今いる建物の屋上はＢＬＵＥが封ふう鎖さしている。【行動値】で対決し、勝利すれば逃にげ切きれ、敗北したら足止めを喰くらい、そこに兵士が殺さつ到とうしてくる。

ＲＥＤ：なるほどね……。ＧＭ、建物の背はい後ごには、港に繋つながる運うん河ががあるってことにしてもいいかい？　勝った時の演えん出しゆつ用ように使いたい。

ＧＭ：いいよ。勝てればいいね（笑）。では、アクション側としてＲＥＤから判定をどうぞ。

ＲＥＤ：わかった。（少し考えて）フェイトを１点使って３Ｄ＋13で振る。（ダイスを振る）よし、達成値26！

ＧＭ：（ダイスを振る）くぅ、ダイス目が酷ひどい！　ＲＥＤの勝利だ。

ＲＥＤ：そいつは何より。……ラクレ、サラ、息止めてろよ！

ラクレ：えっ!?




「観念しな、ＲＥＤ！」

　ＢＬＵＥの銃が火を噴ふく。

　だが、その瞬間、既すでにＲＥＤは跳ちよう躍やくしていた。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感の後───三人は運河へ。
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ＲＥＤ：ヒャッホー！　運河に飛とび込こんで、そのままスイスイ泳いでいく。データ的な裏うら付づけとして、《スイミング》による移動だ。

ＧＭ：おお、それは説得力が出ていいな。では、まさに水を得た魚のように泳ぎ去っていくライバルを見て、ＢＬＵＥは忌いま々いましげに舌した打うちをする。「……しぶとい奴だ」

ＲＥＤ：あ～ばよ～ＢＬＵＥ～（笑）。そのままピジョンブラッド号目指して泳いでいこう。

ラクレ：買った物がビショビショだぁ。

ゼニーナ：じゃあ、港で荷物の積つみ込こみ作業を見み張はってたわらわたちが、それを見つけるのだわ。あら、ＲＥＤが水の中から現れたのだわ。

ネヴィン：ラクレとサラの引き上げを手伝おう。

ＧＭ：ドクがゲラゲラ笑いながら、「なんじゃなんじゃ、借金取りから逃げてきたんか？」

ＲＥＤ：いや、そんなチンケなもんじゃねぇ。ヴァンスターのお偉えらいさんを敵に回しちまったらしい。

ＧＭ：「ん……？　年取ると耳が遠くなっていけねぇなぁ。キャプテン、もう一遍言ってくれんかのう」

ＲＥＤ：ヴァンスターが追ってくる。

ＧＭ：「ひゃ、ひゃあああ……」その場に腰を抜ぬかすドク（笑）。

ネヴィン：何をやった？

ＲＥＤ：色男にはよくある話だ。女を巡めぐってのトラブルさ、とラクレの方を見る。

ラクレ：は、はいっ、ものすごくドキドキしました！（笑）

ネヴィン：（肩をすくめて）さっぱりわからんな（笑）。

ゼニーナ：事情はなんであれ、ヴァンスターは悪い奴らなのでスカッとする話なのだわ。

ＲＥＤ：そういや、海軍とか衛兵が来る様子は？

ＧＭ：ないね。非ひ公こう式しきの活動だったものと思われる。……今のところは。

ＲＥＤ：まぁ、本ほん格かく的てきに首に縄なわかけに来るかもしれねぇな。よし、急いで出航だ！

ラクレ：あ、あいあいさーっ！

ネヴィン：いよいよ、海か。

ゼニーナ：目指せ東方！　なのだわ！

ラクレ：行くよ、ピジョンブラッド！

ＧＭ：風と精霊力を受け、ピジョンブラッドの帆ほがはためく。かくして君たちはドゥルガーラを離れ、一路、メーナームヤイ王国を目指す！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：なお、シーンの最後、ＢＬＵＥは出発するピジョンブラッドを望遠鏡で睨にらみながら、通信石を取り出し、「ウォルター。すまん、失敗した。ああ、こちらも海に出る」と告げる。

ネヴィン：ウォルター……クロムウェル商会のお偉いさんだっけ。

ＧＭ：うん。ＢＬＵＥの雇やとい主ぬしは彼だという説明描びよう写しやだ。もっとも、ＰＣはまだ、それを知る由もないが。

ＲＥＤ：敵が増ふえてきたなぁ。ＢＬＵＥは海まで追ってくるのかな？

ＧＭ：さてさて、それはまだわからない。というところでシーンを終了しよう。







◆Middle05◆ヴォン・ヴォヤージ！




　ドゥルガーラを離はなれ、海へ。

　ＲＥＤ海かい賊ぞく団だんの冒ぼう険けんの旅が、今、始まる。




ＧＭ：それでは、ここから先は航海中のシーンとなる。

ＲＥＤ：おおっ、遂ついに冒険の海へ。で、何か判はん定ていがいるんだろう？

ＧＭ：そのとおり。外洋ルートを順調に進むためのＦＳ判定を行なってもらう。まずは、このシートを見てくれ（ＦＳ判定シートを取り出す）。




★名めい称しよう：メーナームヤイ王国に到とう達たつする（外洋ルート）

　完かん了りよう値ち：12　制せい限げん人数：２　支し援えん判定：【器用】【感知】【幸運】

　成長点：30（１ラウンド経けい過かするごとに５点ずつ減げん少しよう）

　終しゆう了りよう条じよう件けん：６ラウンド経過（メーナームヤイ王国壊かい滅めつ）




★ＶＣ：進行判定を行なうたびに、１Ｄを振ふって結果を記録する。これは「航海のコスト」（以下：ＶヴオヤージユＣ・コスト）を表わす数すう値ちで、セッション終了後にＶＣ合計点×一〇〇〇Ｇが報ほう酬しゆうから差し引かれる。

★タイムスケールの目安：１ラウンド＝30日／ふたりが進行判定を行なった場合、先に行なわれた進行判定が終了した時点で15日経過とする。

★距きよ離りの目安：進行値１ごとに約一〇〇〇キロメートル。なお、進行値が減少したからといって、進んだ距離がいきなり後こう退たいするわけではない。




ゼニーナ：ＶＣ!?　金がなくなるなんて！　経けい費ひはライラが出すはずなのだわ！

ＧＭ：彼かの女じよがしてくれるのは、出発のお膳ぜん立だてだ。航海中の不意の損そん害がいは予よ測そく不ふ可か能のうなので、現げん場ばで君たちが自じ腹ばらで対たい応おうするしかない。

ゼニーナ：な、なるほど～。

ＲＥＤ：なぁに、係数はたった一〇〇〇Ｇだ。きっと上がりのほうがでかいさ。

ゼニーナ：出ていく金は一Ｇでも惜おしいのだわ～（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ここで消費した日数は、ライラ・トルバインが示しめした期き限げんの一年間（[image: ]日）から差し引いていくのでよろしく。

ラクレ：仮かりにここで６ラウンド経過しちゃったりすると……？

ＧＭ：うむ、一気に猶ゆう予よの半分を浪ろう費ひする。その場合、ＧＭである俺おれも少々スリリングな状じよう況きように追おい込こまれるので、頑がん張ばってください（笑）。

ラクレ：ひぃぃ。もう、シュンしたいシュン！

ネヴィン：ああ、シュンね。同感。

ＲＥＤ：シュンってなんだ？

ラクレ：あ、すみません。プレイヤー同士のスラングです（笑）。ほら、瞬しゆん間かん移い動どうする時、シュンって消えるじゃないですか。あれのことです。

ネヴィン：そうそう。

ＲＥＤ：なるほど（笑）。確たしかにそれができたら楽だな。でも、無理なので、地道に行こう。

ゼニーナ：いざとなったら、このまま東方や南方にとんずらすればいいのだわ。

ネヴィン：ライラは地じ獄ごくの底まで追ってきそうだ……。

ＧＭ：さて、精せい霊れい船ピジョンブラッドの機き能のうを表わすため、特とく殊しゆルールを用意したよ。




★特殊ルール：精霊交信

　毎ラウンド一回、任にん意いのキャラクター一名はセットアッププロセスのタイミングで「精霊交信」のための魔ま術じゆつ判定を行なうことができる（難なん易い度ど20）。これは、精霊船ピジョンブラッドを通じて精霊に働きかけ、推すい進しん力りよくの援えん助じよを受けることを意味する。

・成功：そのラウンドの進行値＋１（クリティカルの場合：＋２）

・失敗：そのラウンドの進行値－１（ファンブルの場合：－２）

　なお、精霊交信を行なったキャラクターは、そのラウンドで進行判定及および支援判定を行なうことはできないものとする。




ラクレ：お、これはわたしの出番の予感！

ＲＥＤ：キミの船だしな。設せつ定てい的にも納なつ得とくがいく。

ＧＭ：つーわけで、このシーンでのルール説明は以上だ。

ラクレ：わたしは航こう海かい日につ誌しを付け始めますね。聖暦一〇〇九年、八月……何日かな？

ＧＭ：プロローグが八月初頭で、それからなんやかやと経過してるから……そうだな、切りよく十五日としておこう。

ラクレ：はーい。八月十五日、ＲＥＤ海賊団出航……と。




●ＦＳ判定：第１ラウンド

ＧＭ：それではＦＳ判定を開始しよう。なお、ＲＥＤが情じよう報ほう収しゆう集しゆうで極めて高い達成値を得たので、進行判定の難易度はマイナス２される。以後は、修しゆう正せいを加えた数値を伝えるよ。

一同：はーい。

ＲＥＤ：おお、《ストリートワイズ》と《トランプ》のお蔭かげだ。

ラクレ：一いつ般ぱんスキルが役に立つと、なんだか嬉うれしいですよね。

ＧＭ：最初の判定能力値は【感知】、難易度は12。潮しおと風の流れを読みながら指示を出すってイメージだね。

ゼニーナ：【感知】は、わらわが７で、ＲＥＤが６なのだわ。

ネヴィン：私わたしは４なので、そっちがやるのがよさそうだな。

ラクレ：それじゃあわたしは、セットアッププロセスに精霊交信を行ないますね。魔術判定は３Ｄ＋12。（ダイスを振ふる）達成値22。成功です！




　ラクレの精せい神しんは、ピジョンブラッドの中ちゆう枢すうとリンクした。

　帆ほにシルフの鼓こ動どうが伝わる。

　船体をウンディーネが優やさしく包んでいる。

　ラクレは今、全身で〝海〟を感じているのだ。




ラクレ：わたしは今、船……！（両手を広げる）

ＧＭ：ＯＫ、なら、このラウンドにおける進行値の結果に＋１だね。それでは、進行判定に移い行こうしよう。【行動値】的にゼニーナ→ＲＥＤの順だな。

ネヴィン：じゃあ、イニシアチブプロセスで先に支援判定。……お、９が出て成功。

ゼニーナ：感かん謝しや！　それじゃあいっちょやってやるのだわ～（ダイスを振る）７が出たので、ネヴィンからの支援を加えて達成値16。

ＧＭ：達成値と難易度の差分は＋４か。（進行判定チャートを見る）「誰だれもが見とれる華か麗れいな成功！　進行値が２点上じよう昇しよう！」だな。おめでとう。

ゼニーナ：ニャッハー！　ラクレからのボーナスがあるから、進行値は一気に３点進むのだわ～！（嬉うれしそうに進行値カウンターを進める）

ＧＭ：だが、航海は容よう赦しやなく船体を痛いためつけ、水や食糧も奪うばっていくのだった。ゼニーナは１ＤしてＶＣを決めてくれ。

ゼニーナ：（ダイスを振る）５！　ＮＯォォォォォッ！（笑）　みんな、ゼニゲバ様、そしてお金、ごめんなさぃぃぃぃ……。

ＲＥＤ：（笑いながら）しゃーねぇしゃーねぇ。ドンマイ！

ＧＭ：進行値が３に達したので、ここでイベントが発生するよー。

一同：おおっと、？




▼イベント１：サルガッソーの罠わな

ＧＭ：それじゃあ、最初のイベントはギルドマスターのＲＥＤが１Ｄ振って決定してくれ。

ＲＥＤ：お、ランダムなのか。

ＧＭ：うん。いいこともあれば悪いこともある（笑）。

ＲＥＤ：了りよう解かい。面おも白しろいこと起これっ……３だな。

ＧＭ：（イベント表を読み上げる）「順調だった航海に、暗雲が垂れ込こめる。海の難なん所しよ、サルガッソー海かい域いきに入はいり込こんでしまったらしい。海流の乱みだれや大量の浮ふ遊ゆう物ぶつが邪じや魔まだ」

ＲＥＤ：ぶっ！　いきなり遭そう難なんのピンチか！

ＧＭ：サラは、「だ、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうカ？」と不安げだ。

ラクレ：わたしも同じく超ちよう不ふ安あん（笑）。

ＲＥＤ：海ってのは、何が起こるかわからねえもんだ。だが安心しな、オレたちの経けい験けんと勘かんって奴やつは裏うら切ぎらない。

ＧＭ：「お願い申しあげまス……！」

ネヴィン：さて、何か判定が必要なのかな？

ＧＭ：代表者が【知力】か【感知】の判定を行ない、難易度18をクリアするまで身動きがとれない。失敗するごとにＰＣ全員が［ＨＰ・ＭＰロス］10点、ＶＰが１点溜たまる。

一同：うひゃ～。

ラクレ：【知力】ならわたしが10ですけど、２Ｄで８が必要かぁ。ちょっと不安。

ゼニーナ：なら、【感知】７のわらわがやる。わらわはあまりフェイトを使う機会がないから、ここで１点使っといて３Ｄ＋７。期き待たい値ちで行けるはず！

ラクレ：おおっ。それではお願いします！

ゼニーナ：（ダイスを振る）やったクリティカル～。耳をピクピク、鼻をヒクヒクさせて、通れそうな方角を読むのだわ。

ＲＥＤ：ふーっ、助かったぜゼニーナ！

ＧＭ：クリティカル成功か。それだとボーナスがあるぞ。「サルガッソーを漂ひよう流りゆうする内に、朽くち果はてた無人の貿ぼう易えき船せんを発見。倉庫を探たん索さくすると八〇〇〇Ｇ相当の異い国こくの香こう辛しん料りようを得る」

一同：おお～！

ゼニーナ：ニャッハー！　ビンゴォ！　テンション上がってきた！

ネヴィン：……そういえば、外洋ルートで得たものは二倍ばい額がくになるんだっけ？

ＧＭ：そうそう。だから、これは一六〇〇〇で捌さばける。

ゼニーナ：うおおおおっ！（ヘッドバンギングで喜ぶ）

ラクレ：ゼニーナさんが超ちようハイテンションに！（笑）




・航海日誌（記入者：ゼニーナ）

　聖暦一〇〇九年八月二十三日、曇くもりのち快かい晴せい、みたいな。

　サルガッソーでゴミの山に埋うもれそうになったけれど、そこには福があったのだわ。

　廃はい棄きされた船の中から大量の香辛料を発見。

　西方の美食家グルメども垂すい涎ぜんの貴き重ちよう品ひんなのだわ。ニャッハー！




＊　　　＊　　　＊




ＲＥＤ：次は俺の番だな。

ネヴィン：では、もう一度支援判定……今度は出目が最悪。失敗だ。すまない。

ＲＥＤ：自力で頑張ってみるさぁ。（ダイスを振る）ハッハァ！　おい、クリティカルだ！

ＧＭ：ええっ!?

ラクレ：すごーい、６ゾロだ！

ゼニーナ：船長の面めん目もく躍やく如じよなのだわ！

ＧＭ：うおお……一気に進んでくな、それは。クリティカルの場合、チャートには「考え得る最高の成功！　進行値が［１Ｄ６＋６の目の数］点上昇」とある。

ＲＥＤ：３が出た。６の目の数は二個こだから、合わせて５。ラクレのボーナスを加えて６！

ネヴィン：進行値が、一気に９になったな。すごいすごい。

ＧＭ：目の覚めるような速度だな。海上を、通つう常じようの帆はん船せんではありえないほどの速度を得て、ピジョンブラッドは進む。ＲＥＤを、風や水の精霊たちが祝福しているのかもしれない。

ラクレ：ＧグツＪジヨブ！　キャプテンＲＥＤ！（親指を立てる）

ＲＥＤ：おう！（同じく親指を立てる）　そうそうＶＣは……３だ。まぁまぁってとこか。

ＧＭ：了解。それでは、進行値６と９で、それぞれイベントが発生するよ～。




▼イベント２：孤こ島とうのギルマン

ＧＭ：んじゃ次のイベント表はラクレが振って～。

ラクレ：はい、いきます！　（ダイスを振る）３。あ、またサルガッソー？

ＧＭ：いや、進行値ごとにイベントは変わる。「新しい島を発見。水や植物が豊ほう富ふだ。だが、そこには文明社会から隔かく絶ぜつされた原住ギルマンたちが暮くらしていた！　戦いか、和平か」

ラクレ：ギルマンきたーっ！　魚人だ魚人だ。

ＧＭ：うむ。原始的な槍やりや弓矢を構かまえ、ヒレとウロコに独どく特とくの化け粧しようを施ほどこしたギルマンたちの一いち団だんが、警けい戒かい心しんもあらわにやってくる。「ギョッギョギョ！　ギョギョウッホー！」（笑）

ＲＥＤ：普ふ段だんはエネミーとして出会ってる相手だが……交こう渉しようなんてできるのか？

ＧＭ：交渉して仲良くなるなら、適てき切せつな能力値やスキルで判定してくれ。難易度は13。失敗する、もしくは敵てき対たい的てきな態たい度どをとると戦せん闘とうになる。

ゼニーナ：倒たおせばドロップ品なのだわ。

ラクレ：でも、せっかく交渉の余よ地ちがあるから、なんとかしたいです。

ＲＥＤ：そうだなぁ。ＧＭ、オレの持ってる一般スキル《オピニオン》は使えるか？　これなら【精神】＋３Ｄで交渉の判定を行なえる。

ＧＭ：ＯＫ、使用を認みとめよう。

ＲＥＤ：【精神】は高くないが……よし、出目がいい。達成値15。武ぶ器きを置いて、丸まる腰ごしで話しかけよう。ゼニーナ、歌と音楽を頼たのむ（笑）。

ゼニーナ：あいあいさー、なのだわ。

ＧＭ：いいね。ＲＥＤの魅み力りよくに警戒心を解ときほぐされたのか、ギルマンたちもまた武器を置き共に歌い、踊おどり始める。

ＲＥＤ：宴えん会かいだー！

ＧＭ：かくしてＲＥＤ海賊団は、異い種しゆ族ぞくとの接せつ触しよくに成功し、友ゆう情じようを築きずいたのであった。なお、この島は、特殊なゴムの樹じゆ液えきを分ぶん泌ぴつする木が豊富に生えている。

ゼニーナ：（目を輝かがやかせて）特産品！

ＧＭ：うん。ギルマンたちも、以後の金銭や物資の見返りがあれば採さい取しゆすることを許ゆるしてくれるよ。これは、トルバイン商会がクロムウェル商会に対たい抗こうするための資し金きん源げんとなるだろう。

ＲＥＤ：ありがてぇ。

ＧＭ：とりあえず、サンプルとして採取した分だけでも五〇〇〇Ｇ……今は二倍相場だから一〇〇〇〇Ｇにはなるね。

一同：やったー！




・航海日誌（記入者：ＲＥＤ）

　聖暦一〇〇九年九月四日、頭にくるほどクソ快晴（暑い！）。

　新しい島を発見。……いや、ギルマン連中は元々住んでいたわけだから、〝発見〟ではなく、オレたちが〝到達〟したと書くべきか。

　ともあれ、異い文ぶん化か交流って奴を試みた。結果は上々。

　酒と歌さえありゃあ、大たい抵ていの物事は上手うまくいくってぇもんだ。

　友情の証あかしに、こちらからは酒とナイフを進しん呈てい。向こうは、ゴムの木を採取することを許してくれた。〝ギルマンゴムノキ〟と名付けよう。




＊　　　＊　　　＊




▼イベント３：謎なぞの神像に奇き跡せきを見た！

ＧＭ：続いて、進行値９のイベント。これはネヴィンがイベント表を振ってくれ。

ネヴィン：（ダイスを振る）２だ。

ＧＭ：ふむ、それは……「未知の島に辿たどり着いた。人が暮らしていた痕こん跡せきはあるが、今は無人島だ。石いし造づくりのピラミッドの頂ちよう点てんに、朽くちかけた謎の神の像が祀まつられている」

ネヴィン：謎の神（笑）。

ゼニーナ：邪じや神しんっぽいのだわ……。

ＧＭ：像から声が響く。「勇ゆう敢かんなる者よ……我われに運命を捧ささげよ。されば汝なんじに黄金を与あたえん」

ＲＥＤ：運命を捧ささげる……？　あー、もしやフェイトか？

ＧＭ：ご明察。これは、フェイトを１点使用することで、神像のダイアルを回せて、ドロップ品ロールを行なえる。言ってみれば、フェイトガチャガチャだ。

ＲＥＤ：なーるほど……って、金よりもコスト高ぇよ！（笑）

ＧＭ：その分、当たれば実入りはでかくしてあるよ。当たればね。誰だれかひとり代表者が一回だけ挑ちよう戦せんできるよ。

一同：…………。

ラクレ：フェイトを使うのかぁ。どうしようかな。中身わかりませんよね？

ＧＭ：《天啓》使えば、全部教えてあげるよ。

ラクレ：それは……ここではまだ、ちょっと。

ネヴィン：……面白い。私はまだ一点もフェイトを使用していないから、挑戦してみたいぞ。

ラクレ：超ちよう怪あやしげですよ？

ネヴィン：私はドロップ品ロールの機会を逃のがしたくないのだ（笑）。フェイト１点捧げるぞ。

ＧＭ：では２Ｄでロールしてくれ。ここにフェイトを費やしてダイスを増ふやしてもいいよ。

ネヴィン：むぅ……。いや、２Ｄでいく。えい！（ダイスを振る）よし、10。

ＧＭ：ほう、高い。ならば、その神像がガクガクと震ふるえ、口から何かが入ったカプセルを吐はき出だす。

ネヴィン：本当にガチャガチャだ（笑）。何が入ってる？

ＧＭ：５Ｄを振ってくれ。

ネヴィン：う、ご、５Ｄ……？

一同：…………。

ＲＥＤ：なぁネヴィン、プロローグでの「５Ｄ振って６」事じ件けんは、確かに悲ひ劇げきだったが……。

ネヴィン：あえて言わなかったのに思い出させるな！（笑）ええい、私は私を超こえるっ！　（ダイスを振る）よしよし、悪くない。16だ！

ＧＭ：ほうほう。なら、一個こあたり四〇〇Ｇの価か値ちのある珍めずらしい石が十六個入ってた。合計で六四〇〇Ｇ、例のドロップ品価値高こう騰とうの効こう果かでさらに倍。一二八〇〇Ｇだな。
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ネヴィン：おお～、よかった。神像の頭をポンポンと感謝するように撫なでておこう。

ゼニーナ：素す晴ばらしい！　大おお儲もうけなのだわ！　宝石をじゃらじゃらさせて、おおはしゃぎする。

ネヴィン：確かに良かったけど、私としては不満があるかも。

ゼニーナ：どーしてぇ？

ネヴィン：せっかくだから、カプセルの中からしゅぽーんと強い敵が出てくれば良かったなぁって。

ラクレ＆ゼニーナ：（ハモる）いらないっ！（笑）

ＲＥＤ：実にネヴィンらしいぜ（←こくこくと頷く）。

ＧＭ：かくして君たちは、財ざい宝ほうを得て、謎の神の像が眠ねむる謎の島を後にするのだった。

ラクレ：ところで、あの神様、なんだったんだろう……？

ＧＭ：さぁ……？




・航海日誌（記入者：ネヴィン）

　聖暦一〇〇九年九月十三日、小こ雨さめ

　無人島を見つけた。

　遺い跡せきに神の像があった。

　ダイアルを回したら宝ほう石せきが十六個出てきた。

　ゼニーナが喜んだ。

　戦闘はなかった。
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◆Middle06◆女王を蝕む闇




　波は濤とうを切り裂き、ピジョンブラッドが行く。

　数千海かい里りを踏とう破はして、ＲＥＤ海賊団はなお進む。




ＧＭ：さて、ＦＳ判定の１ラウンド目が終わったな。ここで、ちょいとシーンを挿入するよ。

ＲＥＤ：へぇ。ＦＳ判定のイベントとは違うんだ？

ＧＭ：うん。１ラウンド目が終わったら、マスターシーンと、航海中に必ず起こるイベント、ふたつのシーンを用意してある。では、マスターシーンから始めよう。




　さらに無数の波濤を越えた先。

　そこは東方、メーナームヤイ王国。

　首都にある宮殿の玉座には、見目麗しき女性がひとり鎮座する。

　当代の神聖女王ラーシニーその人である。




ラクレ：あ、サラのお母さんですね。

ＧＭ：そのとおり。メーナームヤイは、代々、女王を戴く国として知られている。夫ふ君くん、つまりサラの父親は、女王をサポートするのが役割だ。

ＲＥＤ：王おう配はいって奴だな。

ＧＭ：そうそう。英語で言うところのプリンスprince コンソートconsortね。当代の王配は、女王の代わりに前線で軍を指揮するのが主な役割だ。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：で、女王のこと。玉座に座っているんだが、顔色は極めて悪い。表情こそ涼やかだが、額にはうっすらと脂あぶら汗あせが浮かんでいる。必死に苦痛を耐え忍んでいるためだ。

ネヴィン：……これは病気か、あるいは七海邪がらみか。

ＧＭ：後者だね。先代女王の体内に封印し、二代に渡って浄化してきたクロムクルー号の核が活性化しつつあり、女王の心身を蝕むしばんでいるわけだ。




　肉体を内側から焼き焦がす痛みが、女王を苦しめている。

　そして、その元凶による絶え間ない呪じゆ詛その声。

「……返せ、我が殺さつ戮りくの力を……憎悪の源を……」

　底知れぬ〝憎悪〟を秘めた声だ。

　常人ならば、痛みと恐怖に屈服し、封印を解放していただろう。

　だが、女王は耐える。

　臣民を、大地を、そして大いなる海を守るために。




一同：おお～。

ＲＥＤ：大したもんだな。

ゼニーナ：支配者の誇りなのだわ。わらわにはよ～くわかる。

ネヴィン：ゼニーナが言うとなぁ（笑）。

ＧＭ：王配を含む武人の多くは、国土を妖魔の軍勢から守るため、各地で奮闘している。女王の周辺では、魔術師たちが呪詛を軽減するための儀式を行なっている。

ゼニーナ：効果は？

ＧＭ：あまり芳しくないねぇ。

ゼニーナ：（こくこくと頷く）やっぱりねー。

ＧＭ：妖魔が首都まで押し寄せて女王を殺害するのが先か、女王が限界を迎えるのが先か。いずれにせよ、先はそう長くないだろう。

一同：…………。

ラクレ：急ぎましょう、ＲＥＤ！

ＲＥＤ：ああ。１ラウンド終わったから、もう一ヶ月が過ぎてる。残りもちゃっちゃと進むとしよう！

ＧＭ：では、最後にもう一度、女王の描写をしてシーンを終了しよう。




　女王は、窓の外に広がる空へと目を向けた。

　この空の下、どこかの大地に娘サラは無事でいるのだろうか？

　キャプテン・ルビィを連れ帰ろうとしているのは、知っている。

　だが、今はただ、愛しい娘に無事でいて欲しい。

（死んではなりませんよ、我が娘よ……）

　娘が帰ってくる場所を守るためにも、女王は耐える。







◆Middle07◆青き襲撃者




　晴天が続く。

　風も精霊力も満ち、航海は順調だった。

　だが、抜けるような青い空の果てより、〝彼〟が飛来する。




ＧＭ：では続いてイベント発生。順調な航海を続ける君たちは、甲板の上でくつろいでる。サラやドクもいると思ってくれ。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：サラは、ラクレと一緒かな？

ラクレ：ですね。言葉も一番通じるし、わたしは彼女と仲良くして、東方の話を色々と聞いてます。

ＲＥＤ：友達になったんだな。

ラクレ：はい、そうなりたいです。

ＧＭ：ＯＫ。では、そんな平和な昼のひとときに……戦闘が発生する。

一同：おおっ!?

ネヴィン：（ぱぁっと顔を輝かせる）敵かっ！

ＧＭ：襲撃が発生するんだ。【感知】判定を行なってくれ。難易度は15。失敗すると奇襲攻撃となるよ。




・奇襲攻撃

　相手が予期せぬ状況で攻撃を行なうと、それは［奇襲攻撃］とみなされる。奇襲攻撃を行なう側は、ひとりにつき一回のメインプロセスを行なえる。１戦闘ラウンド分、自分たちだけが動けると考えれば良い。

　このとき、奇襲攻撃を受けた側のリアクション判定は、マイナス１Ｄされてしまう。




ゼニーナ：それは嫌なのだわ～。

ネヴィン：（判定をする）失敗。私は【感知】が低いからな……。

ラクレ：【感知】は高いけど、出目が低くて達成値12。失敗です。

ＧＭ：（嬉しそうに）おっ？　これは奇襲できちゃうかな？　おっおっ？（笑）

ＲＥＤ：お、２Ｄを普通に振ったら10が出た。達成値16で成功！

ゼニーナ：同じく成功なのだわ。

ラクレ：良かった～！

ＧＭ：ちぇー、残念。では奇襲は失敗だな。ＲＥＤとゼニーナのふたりは、太陽を瀬に、空から何者かが飛来してくることに気づく。

ＲＥＤ：空かっ！




　それは、青ずくめの男だった。

　ＢＬＵＥ。

　その名で呼ばれる海賊が、青き竜を駆り、天空よりピジョンブラッド号へと一直線に急降下してくるのだ！




一同：ＢＬＵＥ来たーっ！

ＲＥＤ：追いかけてきやがったか！

ＧＭ：奇襲攻撃が成功してれば、ほかの連中は無視して、サラやラクレをさらっていくつもりだったが、そうもいかなくなったな。

ゼニーナ：上を指差して喚くのだわ。ＢＬＵＥが来たのだわ！

ＲＥＤ：しつこい奴だね、どうも！

ＧＭ：ＢＬＵＥは、その鋭い目で甲板の様子を確認。奇襲が不首尾に終わったのは悟るが、「とりあえず、申し訳が立つ程度には仕事をさせてもらう！」と、そのまま急降下を続ける。

ネヴィン：竜に乗っている奴と戦闘か。

ＧＭ：ここでは「騎竜」に騎乗しているものとして扱うよ。君たちは……そうだな、ダイスを振ってランダムな場所にいたことにさせてもらおうかね。




　ＧＭはピジョンブラッド号の甲板を示し、１Ｄを二回振らせてＰＣたちの初期位置を決めさせた。




ラクレ：バラけましたねぇ……。

ＲＥＤ：マズイな。ラクレの位置まで一直線だぜ。

ラクレ：ひゃああ……。

ＧＭ：ここで戦闘の目的を言おう。ＢＬＵＥは、ラクレとサラを確保したら、次のメジャーアクションでシーンからの退場を試みる。

一同：げっ。

ネヴィン：さらわれたらどうなるんだ？

ＧＭ：ラクレのいないピジョンブラッドを操作して、追いかけてもらうことになるね。

ゼニーナ：きつい！

ＧＭ：なお、ＢＬＵＥは死ぬまで戦ったりはしない。２ラウンドが経過するか、【ＨＰ】に一定のダメージを受けると撤退する。

ゼニーナ：ドロップ品は!?

ＧＭ：【ＨＰ】を削って撤退させればドロップ品アリだよ。

ゼニーナ：これは撤退を狙うのだわ！　もちろんラクレたちは守るけど！

ＲＥＤ：ま、少なくともラクレたちは守り切るぜ。……キャプテンＲＥＤ様のお宝を奪える奴なんざ、この世にいやしねぇ！




●第１ラウンド

▼行動値

　ＢＬＵＥ　　　　18

　ゼニーナ　　　　15

　ＲＥＤ　　　　　13

　ラクレ　　　　　８

　ネヴィン　　　　７
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ＧＭ：ではセットアップ。ＢＬＵＥの行動値は18。

一同：速っ！

ＧＭ：とりあえず《スナイピング》。このラウンドの射撃攻撃の達成値＋５。

ゼニーナ：わらわは特になし。

ＲＥＤ：次はオレか……《アクアスタンス》。……いや、やっぱりここは距離も近いし《タウント》だ。挑発してやる。

ゼニーナ：それはナイスなのだわ！

ネヴィン：因縁的にも、ぴったりだな。

ＲＥＤ：達成値は17だ。……ヘイ、ＢＬＵＥ！　潮風が額の傷にしみるんじゃねぇか？　とっとと帰ったほうがいいぜ！

ＧＭ：17か……（ダイスを振る）そりゃあっさりとひっかかるな（笑）。




　ＲＥＤの軽口に、ＢＬＵＥはかつての屈辱を思い出した。

　この男、任務よりは己の激情に従うことをよしとする傾向がある。

（───殺す）

　即断。ふたつの銃口をＲＥＤへと狙い定めた。




ＧＭ：見事に［逆上］したので、ＢＬＵＥはＲＥＤを狙うことにしよう。

ＲＥＤ：よしっ！　けれど、このラウンド、《アクアスタンス》なしなんで、攻撃力が低い。ダメージディールはラクレとネヴィンに任せるぜ。

ネヴィン：了解した。

ラクレ：はいっ、頑張ります！　あと、《ウォーターブリージング》をかけておきます。

ＧＭ：はいよー。んで、ネヴィンのセットアップ。

ネヴィン：《ウェポンフォージ》＋《クイックフォージ》で。（ダイスを振る）発動はした。効果は……（ダイスを振る）16。うん、まぁまぁだ。悪くない。

ＧＭ：これでセットアッププロセスは終了だな。それでは、イニシアチブプロセス。誰よりも速くＢＬＵＥが動くぞ。狙うは、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：真向から見据えて、ニヤリと笑ってやろう。

ＧＭ：さて、ＢＬＵＥの攻撃は───

ネヴィン：（手を上げて）待った。《カリキュレイト》を使って割り込む。

ＧＭ：おおっ？

ネヴィン：相手の戦力を見ようかとも思ったが、ミドルフェイズで消耗する必要もない。さっさと落としにいく。

ＧＭ：素早い判断だね。……では、判定をどうぞ。

ネヴィン：（ダイスを振る）命中達成値は24！

ＧＭ：それじゃあ、《インターセプト》で、ネヴィンの魔弾を迎撃だ。こちらの命中判定に成功すると、その攻撃を無効化できる。

一同：ううっ！

ゼニーナ：面倒なスキルを！

ＧＭ：「見えているぞ、大鴉！」（ダイスを振る）




（〝大鴉〟か……）

　ネヴィンからの銃撃は、既に予測している。

　視線と右手の銃キヤリバーをＲＥＤに狙い定めたまま、左手の銃だけをネヴィンへと向ける。

　ネヴィンの弾道を見切り、その一点へと己の銃弾を───




ＧＭ：……ファンブル!?　４Ｄして全部１ぃぃぃっ!?

一同：よっしゃあああああっ！（爆笑）

ゼニーナ：全っ然、見えてないのだわ！

ＲＥＤ：（感心した表情で）大したもんだな、ＧＭ。

ＧＭ：突然の乱気流が、騎竜を揺さぶる！　不運にも、そのせいでＢＬＵＥの銃弾は狙いをそれてしまった！　それてしまった！　それて！　しまったぁぁぁっ！

ラクレ：必死に乱気流のせいにしている（笑）。

ネヴィン：あ、うん。じゃあ、それでいいからダメージ出すよ～（←嬉しそう）。

ゼニーナ：《ピアシングペイン》も乗せておくのだわ。

ネヴィン：（ダイスを振る）ダメージは、60点ぴったり。貫通ダメージだ。

ＧＭ：60点か……。こいつの回避能力なら大丈夫だと思ってたんだがなぁ。累積ダメージが50点を超えたんで、早くも撤退に入る。疾風はやてのように（笑）

ラクレ：やった！

ネヴィン：あっさり過ぎるな。物足りない。

ＧＭ：奇襲前提で、仲間も連れてきてないからね。なので、もう撤退する。ネヴィンの《カリキュレイト》による行動が終わったので、直後の手番で《ＧＨ：緊急脱出》を使う。

ＲＥＤ：もうお帰りかい、子犬パピー？

ＧＭ：「最初にかっさらえなかった時点でアヤがついたからな。……あばよ」と、ＢＬＵＥは忌々しそうに吐き捨てると、騎竜と共にシーンから退場する。

ラクレ：助かった～。怖い人でした……。

ＲＥＤ：以外なほどあっけなかったが、見るからに向こうも本気じゃなかったな。

ネヴィン：ああ。だがいずれ、本気の奴と相まみえることになるだろう。

ゼニーナ：おお、ＮＰＣを持ち上げる優しさが（笑）。

ＧＭ：ありがとう、ありがとう……。ともあれ、このシーンはこれで終了だ。……ほとんど消耗させることができなかったなぁ。







◆Middle08◆嵐を越えて




　ＢＬＵＥの襲撃は終わった。

　だが、それも航海中の一事件に過ぎない。

　ＲＥＤ海賊団の旅は続く。




ＧＭ：では、ＢＬＵＥの襲撃を難なく撃退した皆さん、ＦＳ判定の続きです（笑）。

一同：はーい。

ＧＭ：進行値９の時点で、判定に使用する能力値が変へん更こうとなる。この辺りは航路図も未完成なので、基き本ほん的てきには【幸運】となる。難易度は10。みんなの【幸運】は？

ＲＥＤ：４。

ラクレ：わたしも４です。

ネヴィン＆ゼニーナ：２。

ＲＥＤ：なるほどな。ラクレは精霊交信があるから、進行判定はオレの役目だな。

ゼニーナ：達成値さえ高ければ、もうクリアできそうなのだわ。今度はわらわも支援判定に回ることにする。




●ＦＳ判定：２ラウンド目

ＧＭ：30日が経過し、航海は極きわめて順調だ。おそらく、このラウンドでケリがつくだろうね。

ラクレ：まずわたしが精霊交信しますね。魔術判定には成功。

ＧＭ：支援判定のおふたりは？

ネヴィン＆ゼニーナ：成功。

ＲＥＤ：じゃあ、合計で＋４か。ファンブルしなけりゃ成功だな。……達成値15！

ＧＭ：（チャートを見る）難易度の差分は＋５だから、進行値３点上昇か。ラクレの＋１を加えて合計＋４。

ＲＥＤ：よし、進行値が12を超えた！

一同：わーい（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：おめでとう、君たちは一万キロメートル以上の海を渡わたり、遥はるか東方メーナームヤイ王国の近くまで辿たどり着つく！

ラクレ：ここが東の海……感無量。

ＧＭ：「わたくしのふるさとの海と風の匂においがしまス！」と、とても嬉うれしそうなサラ。

ラクレ：うんうん、よかったよかった。

ＲＥＤ：おいおい、まだ七海邪の始末が残ってるぜ。

ネヴィン：お楽しみはこれから、というところだな。

ＧＭ：サラは「はっ、そ、そうでしタ！」と、表ひよう情じようを引ひき締しめる。そうそう、最後のＶＣを決めてくれ。

ＲＥＤ：ん。（ダイスを振る）４だ。ちょいと高く付いたな。

ネヴィン：まぁ仕方がない。

ＧＭ：……さて、ＦＳ判定はクリアとなるが、同時に最後のイベント表を振ってもらおうか。

ゼニーナ：おお、それは嬉しいのだわ。わらわも振ふりたかった。




▼イベント４：海の試練

ゼニーナ：最後のイベントはわらわが振るのだわ。こいこいこいこい、儲もうかるイベントこーいっ！　（ダイスを振る）えーと、６。

ＧＭ：（イベント表を見て）あー、うん。ありがとう。外洋ルート最大のイベントだ。

ゼニーナ：へ？

ＧＭ：「未み曾ぞ有うの大おお嵐あらしに遭そう遇ぐう！　沈ちん没ぼつの危き機き！　どうなるＲＥＤ海賊団!?」……最後の最後に、すげぇドラマティックなのを引いてくれて感謝する（笑）。

ゼニーナ：嵐ーッッッ!?（爆ばく笑しよう）

ＲＥＤ：儲もうけ話どころじゃねぇぇぇっ！

ラクレ：船が、船が転てん覆ぷくするー！

ＧＭ：そして、嵐を切きり抜ぬけるためには判定が必要だ。

ネヴィン：どんな判定だ？

ＧＭ：代表者が【敏びん捷しよう】【感知】【幸運】で難易度15の判定を三回。どれかひとつでも成功すれば脱だつ出しゆつできるが、ひとつ失敗するごとにＶＣ２Ｄと、［ＨＰ・ＭＰロス］20点。

一同：うへぇ

ラクレ：む、難むずかしいですね……。

ＲＥＤ：海で最大の敵てきとの戦いが来たって感じだな。

ゼニーナ：切り抜けるだけならなんとかなりそうだけど、損害が洒落しやれにならないのだわ。

ＲＥＤ：うーん……あ、そうだ。ラクレ、航海日誌を貸かしてくれ。

ラクレ：どうぞっ！

ＲＥＤ：サンキュー。




　航海日誌を受け取ったＲＥＤは、ギルドシートが添てん付ぷされているページを開いた。




ＲＥＤ：よし、これだ。なぁＧＭ、《ＧＨ：ギルドキャラバン》で切きり抜ぬけられないか？

ＧＭ：おっ、そこに目をつけたか。




《ＧＨ：ギルドキャラバン》

　ギルドメンバー全員を、エリンディル西方大陸の任意の場所に転送するスキル。一シナリオに一回まで使用可能。




ＧＭ：このキャンペーンの舞ぶ台たいは海だし、船自体がギルドハウスなので、この効果は「エリンディルの海洋の任意の場所」とするのが相応ふさわしいな。

ラクレ：ピジョンブラッドが本気出して、ブワーって走り始めるんでしょうかね。

ＧＭ：そんな感じだな。ＯＫ、認めよう。ここでの判定は自動成功したものとして扱あつかい、損害は０だ。

一同：やったぁぁぁ！

ゼニーナ：もしかして、一番最初に使えば一いつ瞬しゆんでメーナームヤイ王国についてた？

ＧＭ：さすがにそれはない（笑）。イベントひとつを自動クリアくらいが妥だ当とうだな。以後、キャンペーンではそういう扱いをすることにしよう。

ＲＥＤ：よし、それじゃあ豪ごう雨うと風が来たところで、オレの眼めがキラーンと光る（笑）。……ラクレ！　ピジョンブラッド取とり舵かじ一杯、のち全速力！　キミならできる！

ラクレ：はいっ！




・航海日誌（記入者：ラクレ）

　聖暦一〇〇九年九月二十五日、明け方は小雨、徐じよ々じよに勢いきおいを増まし、正午に暴ぼう風ふう雨う。

　今日は、とてもすごい大嵐でした。

　ふるさとの島でも見たことがないほどの、すごく強い雨と風！　シルフとウンディーネが暴あばれ回まわっているのがよくわかります。

　望遠鏡を覗のぞいていたネヴィンさんは、「船が空に吹ふき飛とばされてる」と言っていました。

　ゼニーナさんは、服につけていたお気に入りのアクセサリがひとつ吹き飛ばされて可哀かわい想そう。

　でも、勇敢なキャプテンＲＥＤが、落ち着いて指し示じを飛ばしてくれたから、わたしは落ち着いてピジョンブラッドを操そう縦じゆうできたし、サラさんも怯おびえずにいられたのだと思います。

　嵐を抜ぬけた後は、とても綺き麗れいな夕ゆう暮ぐれの空が見えました。

　ここはもう東方。もうすぐメーナームヤイ王国です！




＊　　　＊　　　＊




ゼニーナ：それではみなさーん、ここで外洋航海のアガリを発表するのだわ。

ラクレ：待ってましたー！（←超にこにこ顔）

ＲＥＤ：金の話に笑顔。いいぞラクレ、オレたち流に染まってきた！（笑）




▼ＲＥＤ海賊団、外洋航海収しゆう支し

・総そう収しゆう入にゆう：三八八〇〇Ｇ

　内うち訳わけ：香辛料（＋一六〇〇〇Ｇ）

　　　　ギルマンゴムノキ（＋一〇〇〇〇Ｇ）

　　　　宝石（＋一二八〇〇Ｇ）

・ＶＣ総そう計けい：12（マイナス一二〇〇〇Ｇ）

・純じゆん益えき：＋二六八〇〇Ｇ




ネヴィン：おお、なかなかの儲けだな。

ＧＭ：まぁ、色々と試行錯誤中だ。次の話では、また調整するので、こうは簡単にいかない……かもしれない。

ＲＥＤ：楽しみにしていよう。

ゼニーナ：楽して儲けたいのだわ。

ＲＥＤ：お宝ってのは、苦労したほうが美味しくて浪漫があるんだよ！（笑）







◆Middle09◆誓ちかい




　夜。快晴。微び風ふう。

　満天の星の下、海流と精霊の援助により、ピジョンブラッドの船足は快かい調ちようである。

　ラクレはひとり、星を見ていた。




ＧＭ：では、シーン６。ミドルフェイズ最後のシーンだ。夜、ラクレが甲かん板ぱんで星空を眺ながめながら佇たたずんでいるところからシーンはスタートする。

ラクレ：はーい。思えば遠くまで来ちゃったなぁって物思いに耽ふけってます。

ＧＭ：するとそこへ、メーナームヤイの言葉で「こんばんは」と声がかかる。サラが、君と同じく甲板へとやってきた。

ラクレ：こんばんは、サラ。……もうすぐ、あなたの故こ郷きようだね。

ＧＭ：「はい、わたくしの大切な場所。……まだ無事だといいんですが……」

ラクレ：無事だよ、きっと。そして、これから、格かつ好こう良よくＲＥＤが登場して、悪あく党とうなんかやっつけちゃうんだから！

ＧＭ：サラはクスクスと笑い、「そうですね。あの人なら、なんでも乗のり越こえちゃいそう。……ラクレが信しん頼らいするのも、わかる気がします」

ラクレ：でしょでしょ？　ええと、ここでべらべらと、自分が海に出たきっかけをあれこれ話します。

ネヴィン：ラクレにしては珍しいな。

ラクレ：立場は違ちがうけど、年ねん齢れいが近い友達ができて嬉しいんです（笑）。




　ラクレは、様々なことを話した。故郷のこと、ルビィのこと、ＲＥＤのこと。

　サラもまた、楽しげに聞き入り、そして、自分の話もする。

　ふたりの少女は、自分が饒じよう舌ぜつになれるという事実に驚おどろいていた。

　無理もない。

　ふたりとも、同じ年とし頃ごろの友を持つのは初めてのことなのだから。




ＧＭ：で、不意に会話が途と切ぎれたとき、サラは話を切り出す。「……ひとつ、お願いがあるんです」

ラクレ：……なに？

ＧＭ：「あなたは、七海邪の結界を無む効こう化かできるんですよね？」

ラクレ：うん、そのはずだよ。

ＧＭ：「では、霧きりが晴れたら、全速力でクロムクルー号のところへ向かわせてください。近づいたら、わたくしは向こうに飛とび移うつります」

ラクレ：え!?　ど、どういうこと？

ＧＭ：驚おどろく君に、サラは例の転送石……〝迦楼羅の翼つばさ〟を示しめす。「とっておきの秘ひ策さくです」

ラクレ：え、ちょっと。この子、何かいけないことを考えてるでしょ。

ＧＭ：「乗のり移うつったら、わたくしの命と、転送石の魔ま力りよくすべてを費やして、クロムクルー号を、この世の果ての、遠い遠い誰もいない場所へ───」

ラクレ：（遮さえぎって）やめてっ！




　怒ど鳴なっていた。

　自分でも驚くくらいに、強く、激はげしい声だ。




ＧＭ：サラは、君の剣けん幕まくに身を震ふるわせ、言葉を呑み込こんでしまう。

ラクレ：……要するにこの子、自分が犠ぎ牲せいになって、クロムクルー号をどこかへ転てん移いさせようと考えてるんですよね？

ＧＭ：ああ。一番手っ取り早く、〝安全〟と考えてのことだろうね。もちろん、彼女は死ぬけど、それ以外の犠牲が出る心配はない。

ネヴィン：確かに、合理的な考えだな。

ラクレ：（首を振る）そんなの、ダメ……。そんな悲しいこと言わないでよ。あなたの家族や、国の人たちが悲しむだけだよ……。

ＧＭ：「けれど……これが一番、安全で……」

ラクレ：ううん。そんなの無む責せき任にんだよ。わたしは、あなたがそんなことで死ぬなんて耐たえられない。

一同：おおっ！

ＧＭ：「ラクレさん……」

ラクレ：わたしを信じて。キャプテンＲＥＤを、ＲＥＤ海賊団を信じて。絶ぜつ対たいに、あなたの信頼を裏うら切ぎるようなことはしないから。




　ラクレは、大いに変わっていた。

　少し前の、自信がなく俯うつむいてばかりいた彼女とは大おお違ちがいだ。

　勇ましい赤ＲＥＤとの出会いが、少女の心に炎ほのおを灯ともしたのだ。




ＧＭ：サラは、じっと君の目を見つめ、そして、頷うなずく。「うん、わかりました。わかったよ、ラクレ。わたくしは、自分の友達を信じる！　だから、あなたもどうか無事で！」

ラクレ：約束するよ、サラ！　ぎゅーっと両手で手を握にぎります。

[image: ]

ＧＭ：では、サラも手を添そえ、強く握り返す。満天の星の下、少女たちは固く誓い合ったのであった……というところでシーン終了だな。

ゼニーナ：おお～、友情なのだわ。ええシーンやぁ。

ＲＥＤ：微笑ほほえましい。ちょっと登場しようかとも思ったが、割わって入るのは無ぶ粋すいだな（笑）。

ネヴィン：そのとおりだな。私は、マストの上のほうで聞くとはなしに聞いていて、うんうんと頷うなずいたりしてる。

ＲＥＤ：あ、ずりぃ！（笑）







◆Middle10◆闇やみの胎たい動どう




　メーナームヤイ王国、近海。

　瘴しよう気きにより腐くさり果てた風と海。

　その中心に、〝憎ぞう悪おの船〟クロムクルー号は鎮ちん座ざしていた。




ＧＭ：そうそう、もう一個、ミドルフェイズでマスターシーンがあったんだ。クロムクルー号と、メーナームヤイ王国の様子を描えがく。

ＲＥＤ：お、そりゃ確かに気になるな。




　その夜、ジャック・マローダーは眠ねむりより覚めた。

　不ふ快かい感かん。苦く痛つう。そして、憎悪。

　彼と、彼と契けい約やくするクロムクルー号は、天てん敵てきの接せつ近きんを察知したのだ。

　彼らを〝抜ぬけ殻がら〟とし、素す晴ばらしき力を奪った怨おん敵てきキャプテン・ルビィ！

　許ゆるせぬ。

　全力を以て叩たたき潰つぶさねばならない。




ＧＭ：Ｊ・マローダーは甲板に出て、その唇くちびるから忌いまわしい音を紡つむぎだす。その音は風に乗り、メーナームヤイ王国の内陸にまで到達する……。




　国土を蹂じゆう躙りんする妖よう魔またちの肉体は、突とつ如じよ、溶とけ崩くずれ、霧と化した。

　その霧は、国土を蝕むしばむ瘴気と混まざり合い、自ら意い志しがあるかのように動き始めた。

　沿えん岸がん部ぶへ。さらにその先へ。

　Ｊ・マローダーとクロムクルーの呼よびかけに応おうじ、この地ち域いき一帯のすべての邪じや悪あくなるものが、彼らの許へと集つどっているのだ。




ゼニーナ：本気モードなのだわ。

ＧＭ：本当の本気は、女王を殺さないと手に入れられないがね。だが、君たちの到とう着ちやくには間に合わないと見て、現げん有ゆう戦力のすべてを集めたというわけだ。

ラクレ：うわぁ……。

ＧＭ：突如、妖魔や瘴気が消えたことに人々は喜びかけるんだが、南方の空が、夜空よりもなお濃こい闇に染そまっていることに気づき、絶ぜつ句くする。




「まだ、終わっていない」

　人々は、本ほん能のう的てきにそれを悟さとった。

　一瞬の希望の後にこそ、絶ぜつ望ぼうは、より深く人の心を蝕む。

　次はいかなる恐きよう怖ふが来るのか。

　次は誰が死ぬのか。

　……メーナームヤイの人々が崩ほう壊かいを迎むかえるまで、残された時間は、あまりにも少ない。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆殺さつ戮りくの海かい域いき




　太陽が頂ちよう点てんより傾かたむき始めた頃ころ。

　ピジョンブラッドを取とり巻まく霧きりは、徐じよ々じよに濃のう度どを増ましつつあった。

　眩まばゆいはずの太陽が、今は見えない。

　決戦は、近い。




ＧＭ：さて、クライマックスだ。ピジョンブラッド号はメーナームヤイ王国近海に到とう着ちやくする。

ＲＥＤ：おおっ。

ＧＭ：周囲は不気味な瘴気に包まれ、昼だというのに、視し界かいは暗く、判はん然ぜんとしない。

ＲＥＤ：来たか……！

ＧＭ：不安げに遠くを見ていたサラは、「あ、あれは王国の海軍の船でス！」と声を上げる。見れば、海軍旗を掲かかげた東方の船が、満まん身しん創そう痍いの様子で漂ひよう流りゆうしている。

ネヴィン：罠わなか？　よく見てみるが。

ＧＭ：見ると、海軍の兵士と思おぼしき人々が、甲かん板ぱんを覆おおう黒い影かげと戦っている。とはいえ、一方的に殺されている、と表ひよう現げんしたほうが正しいな。

ＲＥＤ：（間かん髪はつを入れず）助けに行くぜ。

ラクレ：はいっ！

ＧＭ：ここは判はん定ていは必要ない。ただの亡ぼう霊れいみたいなもので、君たちほどの冒ぼう険けん者しやならば、さしたる被ひ害がいもなく倒たおせる。

ゼニーナ：わらわたちは強いのう（笑）。

ＲＥＤ：おおい、海軍さんかい？　無事かー？

ＧＭ：「た、助かった……」と、生き残りは涙なみだを流しながら礼を言う。「魔ま術じゆつで結界をなんとか無む効こう化かできぬかと挑いどんだのだが……無理だった……」

ＲＥＤ：よく頑がん張ばったな。あとはオレたちに任まかせな。

ＧＭ：「君たちは一体……？」といぶかしんだところで、彼かれらはサラの存そん在ざいに気づく。「姫ひめ様さま!?　姫様ではございませぬか！」

ＲＥＤ：あんたたちの姫さんがな、遥はる々ばる西方まで助けを求めに来たんだぜ。

ＧＭ：それを聞き、兵士たちはただただ平へい伏ふくする。サラは、彼らひとりひとりを優やさしくねぎらい、そして死者を悼いたむ。

ＲＥＤ：さて、こうしてばかりもいられねぇ。ケリつけに行くぜ。

ＧＭ：では、兵士たちの上官がアドバイス。「この先には、亡もう者じやどもの船せん団だんがひしめいている。これを持って行きたまえ」と、巨きよ大だいな発はつ煙えん筒とうらしきものを提てい供きようしてくれる。

ＲＥＤ：これは？

ＧＭ：「魔ま術じゆつ的てきな煙えん幕まくを発生させる装そう置ちだ。具体的には、この先のＦＳ判定で難なん易い度どをマイナス３するか、戦せん闘とうで相手の達成値をマイナス３するか選べる。効こう果かは一回限かぎり」

ゼニーナ：いきなりメタなこと言った！（笑）

ラクレ：戦闘の前に、ＦＳ判定があるんですね。

ＧＭ：ああ。その判定を突とつ破ぱして、クロムクルー号へと接舷してもらうことになる。そこからがクライマックス２だな。

ＲＥＤ：ＯＫ。それじゃあ行くぜ。みんな、異い存ぞんはねぇな？

ラクレ：はいっ！

ネヴィン：強い奴やつがいるのに、逃にげる道理はない。

ゼニーナ：わらわたちはキャプテンの決定に従うのだわ。

ＲＥＤ：よし、針路このまま、宜候ヨーソロー！

ＧＭ：では、ピジョンブラッド号は直進していく。やがて霧の帳の中から、次々と亡霊船が現あらわれ、襲おそいかかってくる。ここから先はＦＳ判定だ。




★名めい称しよう：亡霊船団だんを突破せよ！

　完了値：10　制せい限げん人数：２　支し援えん判定：【器用】【敏びん捷しよう】【感知】

　成長点：10

　終しゆう了りよう条じよう件けん：なし／１ラウンド経けい過かごとにＶＣ＋１Ｄ＆［ＨＰロス］５点




●第１ラウンド

　ピジョンブラッドの前方には、無数の朽ちた帆船。甲板には、白骨化した水夫たちが群れ集っている。

　かつて海で落命し、今また、クロムクルー号の魔力によって操り人形へと変えられた哀れな者たちだ。




ＧＭ：というわけで、最初の判定は【知力】、難なん易い度どは12。亡霊船団の動きを見切って操そう船せんする必要がある。

ゼニーナ：【知力】となると、ラクレの出番なのだわ。二位がちょっと落ちてわらわ。

ＲＥＤ：オレは支援に徹てつしたほうがよさそうだな。

ネヴィン：同じく。

ゼニーナ：あ、ひとりわらわに支援くれると成功し易やすくなるのだわ。

ＲＥＤ：じゃあまずオレが支援しよう。（ダイスを振ふる）うし、成功。

ゼニーナ：ＲＥＤのアドバイスを受けつつ、演えん出しゆつ的には、操船担たん当とうのラクレに指し示じを飛ばす感じで。取とり舵かじ一いつ杯ぱいなのだわーと、判定成功。達成値15。

ＧＭ：ん。なら、進行値＋２。

ネヴィン：次は私わたしがラクレに支援。銃じゆうを撃うって、敵てき船せんを妨ぼう害がいしよう。支援判定は成功。

ラクレ：じゃあ、支援分も足して２Ｄ＋12でわたしが……（ダイスを振る）うん、19！

ＧＭ：差分値７！　つまり進行値＋４！




　ピジョンブラッドは縦横無尽に海を渡る。

　ラクレは今、熟練の船乗り以上に海流を読み、風の流れを感じているのだ。

　亡霊船団如きでは、到底、追いつくことなどできない。




ラクレ：サラの国が危あぶないの！　これ以上邪じや魔ましないで～って叫さけびながらガンガン進みます。

ゼニーナ：ラクレ、どんどんワイルドになっていくのだわ。

ＲＥＤ：たくましくなるのはいいことさ！




・第１ラウンド結果：進行値＋６（総そう計けい６）　ＶＣ＋３（総計３）　［ＨＰロス］５点




●第２ラウンド

　海流が渦巻く。瘴気の影響により、海までもが狂い始めているのだ。

　当然ながら、ピジョンブラッドの航行にも支障をきたし始めている。




ＧＭ：第２ラウンド。進行値が５に達したので、イベント発生。まず、海流が異い様ように変化し、難易度が18に上じよう昇しよう。

一同：高ー！

ラクレ：さっき兵隊さんからもらった発煙筒、使うならここだと思うんですが……。

ネヴィン：クライマックス２で使うか、少し悩なやむな。

ＧＭ：んでもって、イベントには続きがある。亡霊船団からの砲ほう撃げきだ。難易度20の回かい避ひ判定に失敗すると、６Ｄ＋20点の〈闇やみ〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージを受ける。

ゼニーナ：はいは～い成功～。

ＲＥＤ：ひらーり（避よけるジェスチャー）。

ＧＭ：君らはそうだよな！（笑）　でも、ラクレとネヴィンは……。

ラクレ：命中です！

ネヴィン：うむ、全然無理。とりあえずラクレを《カバーリング》。魔法ダメージなのがやや不安だが。

ＧＭ：ではダメージロール。39点！

ネヴィン：黒翼を広げて守ろうとする。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】９なんで、30点抜ぬけてくる。

ゼニーナ：《プロテクション》で18点軽けい減げんしたのだわ。

ラクレ：わたしの《サモン・アラクネ》は13点軽減です。

ＧＭ：なんと、ノーダメージか！

ネヴィン：ふたりとも、ありがとう。

ゼニーナ：さて、進行判定ね。ここは、発煙筒を焚たいて、さらにみんなでラクレに支援判定するのが良さそうなのだわ。

ＲＥＤ＆ネヴィン：了りよう解かい。

ラクレ：みなさん、よろしくお願いします！

ＧＭ：では、発煙筒が焚かれると、魔を退しりぞける煙が周囲の海域を覆おおって亡霊船団の動きを阻そ害がいする。難易度は15に低下する。

ＲＥＤ：たたみかけるぜ。オレは【器用】で支援……よし、成功。

ネヴィン＆ゼニーナ：成功！

ラクレ：＋６いただくってことは……２Ｄ＋15。固こ定てい値ちだけで難易度と同じですね（笑）。

ＲＥＤ：となると、あとは差分をどれだけ伸のばせるか、か。２Ｄで６以上が出れば、進行値＋４でクリアだ。

ラクレ：ん～、きっと出る！　（ダイスを振る）あっダイス目８！　合計23で、差分値８！

ＧＭ：おめでとう！　それで亡霊船団は見事突破だ！

一同：やった！




　周辺海域を、亡者の目をくらます特殊な煙幕が覆ってゆく。

　その機を逃さず、速力を上げて突っ切るピジョンブラッド。

　煙幕が途切れた先に見えたものは、魔性の霧に包まれて鎮座する巨大な船。

　すなわち、クロムクルー号であった……。




・第２ラウンド結果：進行値＋６（総計12）　ＶＣ＋２（総計５）　［ＨＰロス］５点




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ＦＳ判定は終了。シーンが変わるので、各人、一本ずつポーションを飲んでもいい。

ＲＥＤ：《薬やく剤ざい師し》のドクがいるから、効果＋３だぜ。うん、【ＨＰ】全ぜん快かい。

ネヴィン：私もＨＰポーションで治った。

ＧＭ：全員ＨＰポーション飲むのね。了解。では、クライマックス２に移ろう！







◆Climax02◆ショウダウン！




　瘴気の霧が、結界の如ごとく張はり巡めぐらされている。

　その霧がある限り、七海邪は無む敵てき。不死身。難なん攻こう不ふ落らく。

　だが、その不ふ可か侵しん性せいに異い議ぎを申し立てるかのように進む船がいた。

　精せい霊れい船ピジョンブラッドである。




ＧＭ：それではクライマックス２！　いよいよボスとの決戦だ。だが、それを阻はばむかのように霧の結界は濃こさを増してゆく……。

ＲＥＤ：ラクレ、頼たのむぜ！

ラクレ：はいっ。ピジョンブラッドの力で、結界を打うち破やぶります。

ＧＭ：では、難易度25の魔術判定。失敗しても再さい挑ちよう戦せんは可か能のうだが、その間にＪ・マローダーからの砲撃が飛んでくるので、ＰＣ全員が［ＨＰロス］30点ね。

一同：30！

ラクレ：これは失敗できない……。フェイトを１点使って、４Ｄ＋12で振ふります。




　ラクレは精せい神しんを集中させた。

　精霊たちの力が漲みなぎってくる。

　それを放出すれば、あの程てい度どの霧など容易たやすく吹ふき飛とばせるはずだ。

「できる」という自信ではなく、「そうなる」という確かく信しん。

　その確信こそ、彼かの女じよが海に出て得た強さのひとつである。




ラクレ：ダイス目は、14！　達成値26で成功！

一同：よしっ！

ラクレ：この効果が持続するラウンドは……念のためフェイトを１点使って２Ｄで振ります。（ダイスを振る）６ラウンド。

ＲＥＤ：それだけありゃ十分！




　風が、海を巻まき上あげた。

　清らかなるべき海を穢けがされ、精霊たちは怒おこっていた。

　その怒いかりは、歪ゆがみの元げん凶きようを守る結界を打うち払はらってゆく！




ＧＭ：風と波が吹ふき荒あれ、霧をかき消してゆく。あとには、城じよう壁へきを崩くずされ、むき出しとなった天てん守しゆ閣かく……クロムクルー号が海上に浮うかぶのみ！

ＲＥＤ：よし、斬きり込こむぜ！　突とつ撃げき！

[image: ]

ＧＭ：Ｊ・マローダーは霧が消えたのを見て「所しよ詮せんは不完全な結界。道どう化けの衣い装しように過すぎぬ」と言いい捨すて、君たちを迎むかえ撃うつべく部下たちに号令をかける。

ＲＥＤ：よぅ、遊びに来てやったぜ、七海邪！

ＧＭ：「ふん……？　ルビィ、ではないな。だがまぁ良い。いかなる定命も、俺おれの前には等しく死ぬのみ」




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、敵てき軍ぐんの内うち訳わけを言うよ。Ｊ・マローダーとミセス・クーデグラ。さらに、ブラスターを構かまえた洒しや脱だつな中年男、ピンポイント・ダディ。

一同：ピンポイント・ダディ!?（爆ばく笑しよう）

ラクレ：な、なぜダディ？　あ、ミセス・クーデグラと夫ふう婦ふ？

ＧＭ：いや、全然関係ない。Ｊ・マローダーの船員募ぼ集しゆうに応おうじて、別々に履り歴れき書しよ出した。単に採さい用ようが同期だったというだけだ。これからロマンスが発生するのかもしれないが。

ラクレ：ぶほぁっ！（←噴ふき出だす）　ちょっと！　淡たん々たんと面おも白しろいこと言わないでください！

ＲＥＤ：会社なのかよ、七海邪！（笑）

ＧＭ：まぁ、Ｊ・マローダーのポリシーだよ。有ゆう能のうな奴を高給で雇やとうのだ。そんでもって、バッカニアが12体、エリートスナイパー１体。

ネヴィン：結けつ構こう多いが……雑魚ざこはラクレのシーン攻こう撃げきでなんとかなるだろう。

ラクレ：はい、頑がん張ばります！




●第１ラウンド

▼行動値

　ゼニーナ　　　　　　　　15

　ＲＥＤ　　　　　　　　　13

　Ｊ・マローダー　　　　　12

　ミセス・クーデグラ　　　10

　ピンポイント・ダディ　　10

　バッカニア×12　　　　　９

　ラクレ　　　　　　　　　８

　ネヴィン　　　　　　　　７

　エリートスナイパー　　　６

[image: ]




ＧＭ：それではセットアッププロセスを【行動値】順に処しよ理りしていこう。

ＲＥＤ：敵てきとの距きよ離りがあるな。なるべく動いておきたいぞ。

ゼニーナ：じゃあ、最速のわらわがギルドサポート《陣じん形けい》を宣せん言げんするのだわ！

ＧＭ：了解、それじゃあＰＣ全員、戦闘移い動どうを行なってくれ。




　相談の結果、全員が２Sq前進ということになった。




ＧＭ：ゼニーナ、スキルは何か使う？

ゼニーナ：《ファイトソング》はあるけど、まだ温おん存ぞんしておくのだわ～。

ＲＥＤ：俺は《アクアスタンス》。游ゆう泳えい状じよう態たいになって、色々とパワーアップだ。

ＧＭ：ではいよいよＪ・マローダーだな。彼が両手を広げると、黒い炎ほのおが噴き上あがり、場面（選せん択たく）を焼き尽くす。オリジナルエネミースキル《ジェノサイドファイア》だ。

[image: ]

ＲＥＤ：アッティラが使ってた技わざの上位版みたいだな。

ＧＭ：というか、この力の一部を貸かし与あたえていたという設せつ定てい。ＰＣ全員に５Ｄの〈火〉属性魔法ダメージ。１点でもＨＰダメージが通ったら衰弱（２）を追加。

ゼニーナ：衰弱ヤバイ！　マジヤバイ！

ＧＭ：「命の最後の一いつ片ぺんまで燃もやし尽つくし……死に尽つくせ！」

ＲＥＤ：（しばし考え）……よし、ちょっと賭けに出よう。《インタラプト》で《ジェノサイドファイア》を打ち消す。腰こしからの隠かくしナイフを投とう擲てき！

ＧＭ：だが、その切り札があることは、アッティラの記き憶おくを読み取って知っている。マローダーが指を打ち鳴らすと、Ｐ・ダディが《インタラプト》。銃じゆう弾だんでナイフを撃うち落おとす。

一同：ううっ!?

ＲＥＤ：……なるほど。部下とは違うってか。

ＧＭ：マローダー曰いわく、「そんなチープトリックが、いつまでも通用すると思うなよ。だが、お前はまだ生きている。次はどんな芸を見せてくれるんだ？」と楽しげで凄せい絶ぜつな笑えみ。

ＲＥＤ：怖い怖い。アッティラみたいなチンピラ海かい賊ぞく団とはモノが違ちがう。……とはいえ、目的は達成できた。

一同：……？

ＲＥＤ：いや、こっちの話。ＧＭ、進めてくれ。

ＧＭ：では、《ジェノサイドファイア》は発動するよ。彼の手から放たれた漆黒の炎は、この海域全体を覆っていき……（ダイスを振る）〈火〉属性魔法ダメージ18点。

ＲＥＤ：やべぇな……だが！　頼むぜお嬢さんがた！

ラクレ：《サモン・アラクネ》！　このエンゲージへのダメージを10点止めます！　自分の魔法防御を引いて、わたしはノーダメージ。

ネヴィン＆ゼニーナ：同じく。

ＲＥＤ：オレはちょいと食らいそうだ。

ゼニーナ：じゃあＲＥＤに《プロテクション》。17点止めたのだわ。

ＲＥＤ：ありがてぇ、それでダメージ全消しだ。




　ゼニーナが展てん開かいした魔術障しよう壁へきに、ピジョンブラッドによって招しよう来らいされた〝小さき蟲むしの王〟アラクネの糸が強固に織おり込こまれていく。

　ＲＥＤたちを焼き焦こがすかに見えた炎は危あやういところで打うち払はらわれたのだ。




ＧＭ：くぅぅ、通らなかったか！

ラクレ：ＲＥＤが《インタラプト》するまでもなかったかもですね。

ＲＥＤ：いやいや。ダメージダイス的に、なんとかしのげるのはわかってた。ここは、相手の《インタラプト》を引き出せたのが大きい。

ＧＭ：あ！　さっき、そこまで読んでたの!?

ＲＥＤ：オレがＧＭなら、ここらで敵にも《インタラプト》は持たせておくからな。ま、賭けに勝ったと言っていいだろう。土壇場まで敵に《インタラプト》を温存されるのは怖いからな。

一同：おおお～（拍手）。

ＧＭ：うきぃぃぃ！　やるじゃない！　まんまと乗せられたわ！　でも、Ｊ・マローダー的には嬉しがるな。

ＲＥＤ：ほう？

ＧＭ：彼は口元をくいっと歪ゆがめる。「いい見切りだな。……復活してすぐに殺し甲斐がいのある連中に会うことができたこと、七大邪じや神しんに感かん謝しやしよう」




　マローダーが楽しげに笑うのは、久ひさ方かたぶりのことであった。

　対するＲＥＤも、また、笑う。

　ネヴィンと違ちがって、強者と死合うことを喜んでいるわけではない。

　マローダーの殺意の前に身を晒さらすこと、それ自体に暴ぼう虎こ馮ひよ河うがの楽しみを見み出いだしたのだ。

（怖こえぇなァ……だが、面白い！）




ＧＭ：それじゃ次はミセス・クーデグラ。日ひ傘がさを振ふって「みんな、頑がん張ばりちゃ～ん」と激げき励れい。《司し令れい塔とう》３レベルなので、このラウンド中、エネミーの達成値はすべて＋３。

一同：うげぇ～。

ゼニーナ：ていうか、こいつが司令官なの？（笑）

ＧＭ：マローダーは自分の殺しにしか興きよう味みないから。

ラクレ：な、なるほど。

ＧＭ：ピンポイント・ダディは《エイミングショット》で狙ねらいをつけ、エリートスナイパーも同じく《エイミングショット》。

ゼニーナ：エリスもわりと強そうなのだわ。

ＧＭ：エリス？

ゼニーナ：あ、エリートスナイパーの略りやく（笑）。たぶん女の子。

ＧＭ：なるほど、可愛かわいいな。じゃあ、それ採用。

ネヴィン：そして私は《ウェポンフォージ》。……フェイト２点使用、７Ｄにする！

一同：おおっ！

ＧＭ：思い切ったねぇ。

ネヴィン：ここで高い目を出し、プロローグの自分を超こえる！　ピーンと金貨を弾いて弾だん丸がんにして……（ダイスを振る）わわっ、27！

ＧＭ：すっげ！

ラクレ：やりましたね、ネヴィンさん！

ネヴィン：我われながらびっくりだ。シーン中、自分のダメージ＋27。

ＧＭ：それはよかった（笑）。これでセットアップは終了だな。

ゼニーナ：わらわから行動開始～。ムーブアクションで２Sq前に出て敵船に乗のり込こみ、そしてさらに一歩左に移動。

ラクレ：突とつ出しゆつしますね、ゼニーナさん。

ゼニーナ：敵を引き付けるのだわ。マイナーアクションは特になしで、メジャーアクションで《エチュード》をＲＥＤたちのエンゲージに。全員、15点ダメージ上昇なのだわ。

ＲＥＤ：ありがとよ！　で、オレの番か。ムーブで３Sq前進してバッカニアにエンゲージ。マイナーで《シャークバイト》《スキップジャック》、メジャーで《ワイドアタック》！

ＧＭ：いつもの組み合わせだね。舞まうがごとくにＲＥＤの二刀が宙ちゆうを滑すべり───




　四体のバッカニアは、ＲＥＤに翻ほん弄ろうされるのみであった。

　到とう底てい、避けることなどできはしない。




ゼニーナ：《ピアシングペイン》。貫かん通つうダメージにしてあげるのだわ。

ＲＥＤ：さらに自前で《ピアシングストライク》してダメージ＋１Ｄ。８Ｄ＋57で……87点の貫通ダメージ＋［スタン］！

ＧＭ：やっぱダメかー！　四体のバッカニアは一いつ瞬しゆんにして斬きり伏ふせられた。

ＲＥＤ：雑魚ざこじゃ相手にならねぇぜ、マローダーさんよ！

ＧＭ：「では、俺が自ら殺してやろう」ムーブで《ウェーブライド》。甲板上を鮫さめのような勢いきおいで駆かけ、ＲＥＤの後ろ、ゼニーナの横のSqに回まわり込こむ。

ＲＥＤ：こいつも游泳状態か！

ＧＭ：彼は、契けい約やくした船の上では常つねに游泳状態とみなすのだ。マイナーは《インビジブルアタック》、メジャーは《オンスロート》。爪付きの黒手て袋ぶくろをはめた両手が、目にも止まらぬ速さで動き、ＲＥＤとゼニーナを斬きり刻きざもうと襲おそいかかる！　「受けよ、デスズ・ハンド死神の手！」

ゼニーナ：くっ、スクウェア十字攻撃！

ＧＭ：シーン１回なんで、できれば全員巻まき込こみたかったけどな！　命中は６Ｄ＋15。（ダイスを振る）クリティカルはしなかったが、命中達成値37。

ＲＥＤ：キツイが、アボイドクロークを使ってクリティカルを狙ねらえば……（ダイスを振る）ちっ、当たっちまった。

ゼニーナ：さすがにわらわでも無理だったのだわ。

ＧＭ：《スラッシュブロウ》を宣言。両の手に、さらなる憎ぞう悪おが宿り、ダメージ＋６Ｄ。18Ｄ＋30で、[image: ]点の物理ダメージ！




　それは、憎ぞう悪おそのものだった。

　いかなる生命をも許ゆるさぬという漆黒の妄もう執しゆうが、ＲＥＤとゼニーナの心身を責せめ苛さいなむ！




ラクレ：《サモン・アラクネ》を……ええと、Sq違うからどっちかにしか撃てない～。

ＲＥＤ：ゼニーナに飛ばしてやってくれ。オレはまだ平気だ。物理防御を引いて、残りＨＰ６点。

ラクレ：それじゃあゼニーナさんに！　（ダイスを振る）12点軽減してください！

ゼニーナ：サンキューなのだわ！　さらに自分に《プロテクション》。17点軽減して、【ＨＰ】４点。

ネヴィン：ふたりとも立ってはいるが……ボロボロだな。

ＲＥＤ：ああ。さすが七海邪の貫かん禄ろくって奴だな。

ゼニーナ：これ、最初の位置取りを間ま違ちがえて、全員が《オンスロート》の対象になってたらと思うと……。

ＧＭ：ラクレか、それを《カバーリング》するネヴィンのどちらかが戦闘不ふ能のうになってただろうね。

一同：わぁ～。

ネヴィン：やはりうかうかしてはいられないな。次のイニシアチブプロセスで《カリキュレイト》！　割わり込こみ行動で、敵を一体でも多く落としておく。

ＧＭ：誰だれを狙ねらう？

ネヴィン：ピンポイント・ダディ。ムーブで《ウィング》。マイナーで銃のスコープを使って命中判定＋１Ｄ。




　ネヴィンはスコープ越ごしにピンポイント・ダディを捉とらえた。

　彼の引き金は、今まさに絞しぼられようとしている。

　だが、遅おそい。




ネヴィン：メジャーは《バッシュ》。《ボルテクスアタック》も宣言。……よし、４Ｄ振って三つも６が出た！　クリティカル～クリティカル～（←踊おどる）。

一同：おおおっ！

ＧＭ：いや、まだだ！　ダディは《インターフィアレンス》！　ネヴィンの弾丸を、己おのれの弾丸で弾き落とそうとする！




　ネヴィンの魔ま弾だんに続き、ピンポイント・ダディの凶きよう弾だんも放たれた。

　空中でぶつかり合う双そう弾だん。

　果たして勝ったのは魔弾であった。

　ダディは、大おお鴉がらすの羽ばたきを聞いた。




ＧＭ：（ダイスを振る）だぁっ！　クリティカルしない！

ゼニーナ：そこに二回目の《ピアシングペイン》。

ネヴィン：なら、私の勝ちだな。貫通ダメージ、[image: ]点。

一同：うおぉぉぉっ！

ＧＭ：一いち撃げきで、ひゃ、[image: ]……。（首を振る）ダディの心しん臓ぞうを銃弾が撃うち貫つらぬく。即そく死しだな。「大鴉……くく、戦女神ネヴィンか……美しい」と言って事切れる。

ＲＥＤ：ヒューッ、一撃かよ。さすがネヴィン、イイ女だぜ。

ネヴィン：ほんの一瞬、私のほうが速かった。それだけだ。

ＧＭ：で、エリートスナイパーのエリスは「ダディ！」と悲ひ痛つうな叫びを上げ、復ふく讐しゆうを誓ちかう。

ラクレ：え、なにか個こ人じん的てきな結びつきが。

ゼニーナ：ダディって言うからには、本当に娘むすめという設定がついたのかも。

ラクレ：なんてドラマティックな（笑）。

ＧＭ：今度はこちらの番だ。バッカニアは四体ずつ、ＲＥＤとゼニーナにエンゲージ！

ＲＥＤ＆ゼニーナ：来い！

ＧＭ：こちとら命中は３Ｄ振ふれる上に、《司令塔》の＋３もあるんだぜ。少しくらいは当ててやらぁ！（ダイスを振りまくる）




　雄お叫たけびを上げ、襲いかかるバッカニアたち。

　その勢い、まさに怒ど濤とう。

　だが───




ＲＥＤ：（涼しい顔で）全部避けた。

ゼニーナ：カスリもしないのだわ。

ＧＭ：ぐはぁ。《司令塔》３でも届とどかぬ、か……。もうちょい移動力があれば、後ろのラクレを八連続袋ふくろ叩だたきに行けてたのに。

ネヴィン：まぁ、私が《カバーリング》して全部弾くがな。

ラクレ：そうです！（胸むねを張はる）　あ、すいません、ありがとうございますネヴィンさん。

ネヴィン：いや、いいけど（笑）。

ＧＭ：で、ラクレの番だぞ。

ラクレ：はいっ。ムーブはなし、マイナーで《アニマルパクト》、そしてメジャーで《サモン・リヴァイアサン》。判定前に《ブレイクアトリビュート》も使います。

ＧＭ：《ブレイクアトリビュート》ってことは、対たい抗こう属性化……事実上、こちらの魔法防ぼう御ぎよ力を全部無む視しか。

ラクレ：そうです。フェイトで命中判定に＋１Ｄして、４Ｄ＋12……達成値28！




　ラクレが心に想おもい描えがく幻像ヴイジヨンを、ピジョンブラッドが具ぐ現げん化かする。

　遥はるか大海の淵ふちより波は濤とうとともに現あらわれるのは、〝水泳ぐ魚の王〟リヴァイアサン。

　悪しき七海邪を打うち砕くだかんと、四方の海が押おし寄よせる！




ＧＭ：エリスとバッカニアたちは回避失敗。ミセス・クーデグラは……あら、出目がいい。《ドッジムーブ》もあって、29で回避。

ラクレ：はうあっ!?

ＲＥＤ：あの女、とにかく避けるデータ構こう成せいだな。

ゼニーナ：（頷うなずく）一番鬱うつ陶とうしい支援系けいなのだわ。彼女の姿すがたはわらわと似にている（笑）。

ＧＭ：そしてＪ・マローダーのリアクションは……あ、６ゾロ。クリティカル！（笑）

ラクレ：ああっ!?

ゼニーナ：すかさず《タングル》。そのダイス目のうち、６の目をひとつ取とり除のぞくのだわ。これぞ祖霊の呪のろい！

ＧＭ：なんとぉーっ!?

ラクレ：あああ、ありがとうございます～。

ゼニーナ：シナリオ一回の切り札なのだわ。ダメージはしっかり出すのよ。

ラクレ：はーい。（ダイスを振る）95点の〈無〉属性魔法ダメージ。《ブレイクアトリビュート》の効果で、そちらの防御力は全部無視します。




　逆さか巻まく波が、海賊たちを押おし流ながしてゆく！

　だが、その激げき流りゆうの中にあって、Ｊ・マローダーは微び動どうだにしない。

　彼の憎悪の力の前には、海の水すらも恐きよう怖ふする。




ＧＭ：バッカニアは全ぜん滅めつ。エリスは５点の【ＨＰ】が残っており、Ｊ・マローダーは、ダメージを受けたがまだピンピンしてる。

ラクレ：エリスちゃん、頑張ってる！

ＧＭ：そして、Ｊ・マローダーは、ラクレを見て、底冷えのする微笑ほほえみを浮うかべる。

ラクレ：な、なに？




「この素す晴ばらしき〝死〟、貴き様さまにも分け前をくれてやろう」

　右手を前に突つき出だし、握にぎる。

　ただそれだけの動作で、Ｊ・マローダーは、ラクレの小さな命を握にぎり潰つぶした。




ＧＭ：ラクレに《ソウルバスター》。95点の［ＨＰロス］だ。

ラクレ：きゃああああっ！

ＲＥＤ：ラクレ！

ラクレ：とても耐たえられません。【ＨＰ】０で、戦闘不能になります。ばたんきゅー。

ネヴィン：…………ッ！

ゼニーナ：ままま、まずいのだわ！　このあと、まだ敵の行動が……！

ＧＭ：そう、復讐に燃もえるエリスが、まずは殺しやすいところからとラクレを撃うつ。フリーアクションで、とどめの一撃を宣言。もちろん命中。

ネヴィン：ラクレを《カバーリング》！

ＧＭ：そう来ると思っていたよ。（ダイスを振る）39点ダメージ！

ゼニーナ：おっと、《プロテクション》なのだわ。（ダイスを振る）20点軽減。

ネヴィン：それなら、鋼こう鉄てつの羽で弾いた。

ＧＭ：うーむ、１点も通らなかったか。だが次はこいつだ。「行きなさい、スペシャルファミリア、マカブルちゃん！」

ラクレ：ミセス・クーデグラきたーっ！

ＧＭ：《ファミリアアタック》だ。６Sqまで届とどくので、動く必要もない。命中判定は、もちろん成功。

ラクレ：回避判定できませんからね……。

ネヴィン：それも《カバーリング》。犬め！

ＧＭ：では、ネヴィンに貫通ダメージ16点だ。

ゼニーナ：（ダイスを振る）《プロテクション》で17点軽減。

ネヴィン：あ、無む傷きずだ。

ＧＭ：うおおっ、ネヴィンへの初ダメージもかなわんのか！（笑）

ネヴィン：そういえば私、ダメージを受けたことないな。

ＧＭ：設定では、全身傷だらけで機械化してるのに！　ともあれ、ブルドッグのマカブルちゃんは、くーんくーんと悲しい鳴き声とともに帰っていく。

ラクレ：なんだろう、憎にくめない。

ＲＥＤ：いやそれ、殺人アニマルだから（笑）。

ＧＭ：以上で全員が行動済ずみになったな。

ＲＥＤ：クリンナッププロセスに《フックダウン》を使って、ハイＭＰポーションを飲む。（ダイスを振る）14点回かい復ふく。

ネヴィン：私も同じく《フックダウン》。ＭＰポーションを飲んでおく。




＊　　　＊　　　＊




　ここで、ＲＥＤ海賊団の状じよう況きようを整理しよう。

・ＲＥＤ　：【ＨＰ】６

・ラクレ　：【ＨＰ】０（戦闘不能）

・ゼニーナ：【ＨＰ】４

・ネヴィン：【ＨＰ】[image: ]

　無傷のネヴィンを除のぞき、ボロボロの状態であると表現して差さし支つかえない。特にラクレは、一度でもダメージを受ければ死んでしまうのだ。

【ＨＰ】を全ぜん回かい復ふくさせるギルドサポート《蘇そ生せい》は、戦闘不能状態のキャラクターには効果を発はつ揮きしない。そのため、使用はラクレの戦闘不能からの回復を待ちたいところだ。

　なお、このギルドにおいて戦闘不能を回復させる手しゆ段だんは、ラクレが持っている蘇生薬か、ゼニーナの《ファーストエイド》のみである。




●第２ラウンド

▼行動値

　ゼニーナ　　　　　　　　　　　　　15

　ＲＥＤ　　　　　　　　　　　　　　13

　Ｊ・マローダー　　　　　　　　　　12

　ミセス・クーデグラ　　　　　　　　10

　ラクレ　　　　　　　　　　　　　　８

　ネヴィン　　　　　　　　　　　　　７

　エリス（エリートスナイパー）　　　６

[image: ]




ＧＭ：では２ラウンド目のセットアップを始めよう。

ゼニーナ：《ファイトソング》でＲＥＤの《インタラプト》を回復しておくのだわ。

ＲＥＤ：オレは……ミセス・クーデグラに《タウント》。挑ちよう発はつして、こっちに引ひき寄よせる。

ＧＭ：何!?　その手があったか！




・《タウント》

　相手に［逆ぎやく上じよう］を与あたえるスキル。この場合、逆上の対象となるＲＥＤ以外への攻撃は、命中判定に－２Ｄのペナルティを受ける。




ＲＥＤ：やっとく価か値ちはあるかなって。とりあえずフェイトを１点使って、達成値21。

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、抵てい抗こう失敗！

ＲＥＤ：へい、ミセス。あんた、濡ぬれた犬の臭いがするぜ？

ＧＭ：「きいいいっ、ぶっ殺してやるわよぉぉぉ！」（笑）

ＲＥＤ：ま、やっとく価値はあったかな。

ＧＭ：では、ジャックのセットアップだ。「貴様ら全員燃やしてやる」ここでフリーアクションでとどめを刺さすを宣言しつつ、《ジェノサイドファイア》を使用！

一同：うッ！

ラクレ：ギャワー、わたしが死んじゃう～！

ゼニーナ：これはちょっとマズいのだわ。ラクレが倒れてるから、《サモン・アラクネ》での範囲ダメージ軽減ができない！

ＲＥＤ：ここが使い所か！　回復したばかりの《インタラプト》で、そいつを打ち消す。ヒュッと投げたナイフが船のロープを斬り、帆はん布ぷが落ちてきてマローダーを包む！

ＧＭ：なるほど、いい演出だ。帆布は瞬しゆん時じに炎えん上じようし、消え去る。だが、それにより《ジェノサイドファイア》は不発に終わった。

ラクレ：あああ、ありがとうごぜぇます～（手をすり合わせながら頭を下げる）。

ＲＥＤ：なんでそんなに三下なんだ、ラクレ（笑）。

ラクレ：こう、感極きわまると、色々と申もうし訳わけなくなるんです……。

ＧＭ：ミセス・クーデグラは例によって《司令塔》を宣言し、エリスは《エイミングショット》。これで終わりだな。

ゼニーナ：じゃあイニシアチブプロセスか。うーん……イニシアチブプロセスで、ＲＥＤに《クイックヒール》。（ダイスを振る）【ＨＰ】が44点回復。しっかりするのだわ！

ＲＥＤ：おおっ、【ＨＰ】が50にまで戻もどった。よっしゃ、まだまだ行ける！

ゼニーナ：で、メインプロセスはとりあえず待機。

ＲＥＤ：じゃあ、回復したオレが、血の混まざった唾つばを吐はき捨すて、走りだす。ムーブでマローダーのSqに移動、マイナーはいつもの。メジャーは《ビースティング》だ。

ＧＭ：なるほど、もう範はん囲い攻撃の《ワイドアタック》は必要ないから、命中ダイスの増ふえる《ビースティング》に切きり替かえるか。

ＲＥＤ：ああ。クリティカル狙い……（ダイスを振る）ダメだ、しない！　とはいえ、命中達成値は35だ。

ＧＭ：うむ、Ｊ・マローダーは避さけられない。

ゼニーナ：《ディストラント》。ダメージが通れば、ＢＳ：恐怖を与あたえるのだわ。

ＲＥＤ：ここで《ピアシングストライク》。91点の〈水〉属性魔法ダメージ！　通ればスタン＋恐怖！

ＧＭ：おお、なかなかやるね。バッドステータスは、《バッドステータス無む効こう》で打ち消す。代わりにこちらの【ＨＰ】は20点減げん少しよう……。

ゼニーナ：ダメージになったのなら十分なのだわ。




　ＲＥＤとゼニーナとの合あわせ技わざを受けてなお、Ｊ・マローダーは揺ゆるがない。

　むしろ、己おのれに迫せまる死すらも楽しんでいるのかもしれない。

（ルビィ、あんたはこんな連中を相手に戦ってたんだな……と、いけねぇいけねぇ）

　戦いの最中に浮かぶ面おも影かげの正体は、懐なつかしき女などではない。死神だ。

　短たん剣けんを構かまえ直し、ＲＥＤは己の敵を見み据すえた。




ＧＭ：次はジャックの反はん撃げきだ。いくぜ、《インビジブルアタック》からの《クロススラッシュ》。ＲＥＤに二回攻撃だ！

ＲＥＤ：おおっ、来いよ殺さつ戮りく船長ォッ！

ＧＭ：音もなく、左右の兇きよう手しゆが同時に迫る！　まず、右手の命中達成値は27。

ＲＥＤ：《ドッジムーブ》とアボイドクロークの効果を使用し、回避は４Ｄ＋11だ。（ダイスを振る）ダイス目が悪い。フェイトで振り直して……ダメだ、達成値24！

ＧＭ：ならばダメージは83点。物理ダメージだ。

ゼニーナ：（ダイスを振る）《プロテクション》で18点弾いたのだわ。

ＲＥＤ：なら、物理防御19点を引いて、ＨＰダメージ46点。残り【ＨＰ】４点！

ラクレ：うう、わたしが起きてれば《サモン・アラクネ》飛ばせたのに～。

ＧＭ：すかさず左で二発目。命中達成値……クリティカル！

ＲＥＤ：何ッ!?　ここはアボイドクロークで……いいや、クリティカルは望のぞみ薄うすだ。温存。（ダイスを振る）避けられない、な。

ＧＭ：クリティカルすると《マーダースキル》発動でダメージ＋５Ｄ。最終的に22Ｄ＋30で……（ダイスを振る）うん、[image: ]点のダメージ。

ＲＥＤ：こりゃ《プロテクション》貰もらっても耐たえきれねぇな。仕方ない、ここで《蘇生》だ。

ネヴィン：それしかないな。




　ＲＥＤは、己の意い識しきを強ごう引いんに引ひき戻もどした。

　ここで海の藻も屑くずとなるような、ヤワな男ではない。

（───オレはタフな男さ。そうだろぅ、ルビィ！）

　視界の隅すみに、倒たおれたラクレ。

　力が、湧わいた。




ＧＭ：では、ラクレを除のぞく全員の【ＨＰ】が最さい大だい値ちまで回復する。で、ＲＥＤは改めて今のダメージ処理をしてもらおう。

ＲＥＤ：差し引き83点ダメージか。最大値から引いて、現げん在ざい【ＨＰ】３点！

ラクレ：うわわっ、ギリギリ！

ＲＥＤ：なんとか踏みとどまれた……！

ＧＭ：耐たえるねぇ。だが、こちらはどうかな？　ミセス・クーデグラが、マイナス２Ｄのペナルティを受けつつもラクレにとどめの一撃！

ネヴィン：させんと言った！　《カバーリング》！




　難攻不落。

　またしても、ネヴィンのガードを崩くずすには至いたらない。




ＧＭ：「ええい、このクソ犬がぁぁぁっ！」と一向にダメージを与あたえない愛犬を蹴けり飛とばしつつ、ミセス・クーデグラは行動終了。

ＲＥＤ：ひでえ（笑）。

ネヴィン：あの女、本ほん性しようを露ろ呈ていしつつあるな。ではこちらの番だ。いつものコンビネーションで、強化弾を撃つ。命中達成値24。

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、３Ｄ振って１・２・３！　美しい！　もちろん命中（笑）。

ネヴィン：では、そこに82点ダメージ。

ＧＭ：ネヴィンの魔弾は、Ｊ・マローダーの体を撃ち貫く。常じよう人じんであれば致ち命めいの部位だが……彼はまだ動く。

ネヴィン：……しぶとい男だ。だが、ＲＥＤのタフさとも違う。禍まが々まがしい。

ＲＥＤ：ありゃ悪あく魔まに魂たましい売ってるからなぁ。海に魂売ったオレとは違うよ。

ネヴィン：（少し微笑んで）そうだな。

ＧＭ：続いてエリスがラクレを、いや違う。どうせネヴィンにはダメージが通らないから、ここはＲＥＤを狙ねらってみる。４Ｄ＋８で、命中達成値22。

ＲＥＤ：回避判定……おっと、ぴったり22！　危ねっ！

ＧＭ：惜おしい～！

ゼニーナ：さーて、最後に待機していた、わらわなのだわ。ラクレの所まで移動。

ＧＭ：移動経けい路ろにＪ・マローダーがいるが？

ゼニーナ：わらわは常に飛行状態。だから、橋使わずに海の上を行けばいいの。

ＧＭ：ああ、そうだった。

ゼニーナ：さあ、目を覚ますのだわラクレ。（力強く）《ファーストエイド》ォォォッ！

ラクレ：む、無む駄だに力強い（笑）。

ＧＭ：では、渾こん身しんの【器用】判定をしてくれ。難易度は10。

ゼニーナ：そんなの・ザ・楽勝なのだわぁぁぁぁぁぁっ!?　ダイス目２！　ファンブル！

一同：えええええっ!?

ラクレ：きゃー！　く、苦しいぃぃぃ！　死ぬー！

ゼニーナ：死なないから！（笑）　フェイトよ、フェイトを使うのだわ。（ダイスを振る）ふう、今度は成功。【ＨＰ】１点で目が覚めるのだわ。

ラクレ：（ほっと胸をなでおろし）生き返りました。助かった……。




・ＲＥＤ：【ＨＰ】３

・ラクレ：【ＨＰ】１

・ゼニーナ：【ＨＰ】２

・ネヴィン：【ＨＰ】[image: ]

※《蘇生》《クイックヒール》使し用よう済ずみ




●第３ラウンド

ＧＭ：では、第３ラウンドに突とつ入にゆうした。お互たがいに消しよう耗もうしているな。「素晴らしい。ここまでして殺せない生命体、実に喜ばしい。歓喜と憎悪を以って、殺してやろう！」と、ジャックは本気宣言。

ＲＥＤ：本気？

ＧＭ：ああ。【ＨＰ】が一定値以下で３ラウンド目に入ったので、色々と封印してたスキルが復活し、判定値も上昇する。

ネヴィン：最初から本気でくればよかったものを。

ＧＭ：この状態になると、完全復活していないクロムクルー号にとって負担が大きいので、なるべくなら使わないという設定なのだ。

ネヴィン：なるほど。

[image: ]

ＧＭ：このラウンドでケリをつけちゃる！　……ではセットアッププロセスの宣言をどうぞ。

ＲＥＤ：ミセスに《タウント》を使う。（ダイスを振る）【精神】達成値は14。

ＧＭ：「くっ、なんて憎にく々にくしい男！　戦闘不能ならブッ殺してやるのに！」

ＲＥＤ：とことん、戦闘不能しか狙ねらわないんだな（笑）。

ＧＭ：キャラの美学なので曲げられないそうですよ（笑）。では、ジャックの《ジェノサイドファイア》炸さく裂れつ。ダメージは22。ダイス目が良かった。

ラクレ：これが通ると危ないので、フェイトを１点費やして４Ｄで《サモン・アラクネ》します。（ダイスを振る）15点軽減！

ゼニーナ：そしてわらわからはＲＥＤに《プロテクション》。14点軽減。これで、全員ノーダメージ？

一同：うん。

ＧＭ：耐えるねぇ。




　この《サモン・アラクネ》は功を奏し、さらにゼニーナが《プロテクション》でＲＥＤを守る。

　結果、ＲＥＤ海賊団は、またしても《ジェノサイドファイア》を無傷で切り抜けたのだ。

　ミセス・クーデグラの《司令塔》と、エリスの《エイミングショット》は例のごとし。




ゼニーナ：さて、わらわの行動は……。

ＧＭ：待て。イニシアチブプロセスでＪ・マローダーが動くぞ。《アデンダム》。




《アデンダム》

　イニシアチブプロセスに行動するスキル。このスキルによる行動が終了しても、使用者は行動済ずみにはならない。

　つまり、本来の自分の行動値においても、行動ができるのだ。




一同：げげげっ！

ＧＭ：彼は自分の体に両手を突つき立たて、一気に引ひき裂さく。すると、流れ出た血の霧が、彼の幻げん影えいを作り出し、ＲＥＤに襲いかかる！

ＲＥＤ：ぐっ！

ＧＭ：「キャプテンＲＥＤ！　貴様はルビィ以来の好こう敵てき手しゆよ！　さぁ、殺戮の宴に沈しずめ！」《アルティメットボディ》からの《クロススラッシュ》だ。初撃の達成値は４Ｄ＋18で31！

ＲＥＤ：（ダイスを振る）くっ、ダメだ！

ＧＭ：では、ダメージに【筋力基本値】を加え、ダメージは[image: ]点！

一同：うわーっ!?

ゼニーナ：ＲＥＤ！　《アフェクション》を使用。そのダメージを全部０にする。




　血ち塗ぬられた死神を、ゼニーナの呪力が打ち払った！

　だが───




ＧＭ：けれど二撃目がある！　こちらは……おっとクリティカル！

一同：えええええっ！

ゼニーナ：まだまだだってば！　《サンドクラウド》！　６の目をひとつ、１として扱あつかって。

ＧＭ：ううっ、クリティカルが消えて……達成値27。

ゼニーナ：ＲＥＤには貸しがたくさんあるんだから、こんなとこで死なれちゃいやなのだわ。

ＲＥＤ：《ドッジムーブ》に加え、アボイドクロークの最後の力を使って回避＋１Ｄ。（ダイスを振る）よっし、達成値27！　躱した！

一同：おおお～！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：「面おも白しろい！　面白いぞキャプテンＲＥＤ！　ここまでの手数を費やして殺せぬのか！　貴様は不死身か!?　愉ゆ快かい愉快！」

ＲＥＤ：頼たのもしい連中がいるんでね。そもそも、くたばってもマトモな葬そう式しき代だいを出してくれるか怪あやしいもんだからな。

ゼニーナ：そのとおりなのだわ！

ＧＭ：「くくっ。ＲＥＤ、俺は貴様を殺してから他の奴を殺すと誓ちかおう。そして、死せる奴隷として、我が殺戮と探索の航海の友としてやるぞ」

ＲＥＤ：お断ことわりだぜ！




　時は、折しも夕ゆう刻こく。

　夕ゆう陽ひが戦場を茜あかね色いろに染そめてゆく。

　だが、染そまらぬ色がふたつ。

　甲板にて対たい峙じする、〝闇DARKNESS〟と〝赤RED〟だ。




ＧＭ：さて、いよいよ佳か境きように入ってきたな。では、改めてゼニーナのメインプロセス。

ゼニーナ：（しばし考え込み）……ＲＥＤに《ヒール》。（ダイスを振る）魔術判定は成功、45点回復。頑張れ、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：お蔭で息ができるぜ。……さぁ踊おどろうぜ、マローダー！　前と同じコンボ……といきたいが、スキルを使うための【ＭＰ】がもうない……！

ラクレ：《祝福》を使いましょう！




　皆みなの気力は限げん界かいに達しつつあった。

　仲間を気き遣づかうラクレの想おもいは、ピジョンブラッドを通じ、精霊へと通じる。

　そのとき、清らかな光が溢あふれた。

　疲ひ弊へいした精神に再ふたたび、闘とう志しの炎が灯ともる。




ＧＭ：それでは、《加か護ご》により君たちの【ＭＰ】は全快する。

ＲＥＤ：よし、じゃあ全力だ。（ダイスを振る）。よし、６・６・６、三連クリティカル！

一同：おおおっ！

ＧＭ：乗ってるな、ＲＥＤ！

ゼニーナ：そこに最後の《ピアシングペイン》。

ＲＥＤ：[image: ]点の貫通ダメージ！

ＧＭ：痛いてぇぇぇ！　だが、まだこいつは動く！　「素す晴ばらしい力だ！　だが、まだ〝死〟ではない！　俺が貴様に本当の死を与えてやる！」《クロススラッシュ》！




　ＲＥＤに〝殺戮〟の右手が迫る。

　ずぶり、と。

　腹はらを大きく抉えぐる。




ＧＭ：ダメージは86点。

ラクレ：《サモン・アラクネ》、12点軽減！

ゼニーナ：こっちは17点軽減だわ。

ＲＥＤ：では、38点ダメージ。残り【ＨＰ】10。

一同：…………。

ＧＭ：二発目！　クリティカル！

一同：げっ！




　そして、〝死〟の左手。

　音もなく、迫る。

　心臓へ。




ＲＥＤ：残るフェイト２点を突つっ込こむ。５Ｄで回避だ。




　ＲＥＤは、己おのれの動きを潮しお風かぜに委ゆだねた。

　海鳥の羽根のごとく。




ＲＥＤ：（ダイスを振る）クリティカルッ！

ＧＭ：うおっ!?　出目、６・６・６・６・５!?

一同：おおおおおおおおおおっ[image: ]

ＲＥＤ：避けたあああ！

ＧＭ：迫る死神の手を、キャプテンＲＥＤは紙かみ一ひと重えの見切りで躱していく。あたかも海鳥の羽根が風に舞うかのごとく───

ラクレ：すごいクリティカル……。

ＧＭ：さしものＪ・マローダーも、呆ぼう然ぜんとしている。「今ので……殺とれぬ、だと……？」

ＲＥＤ：（ニヤリと笑う）で、ミセス・クーデグラは待機だろ？

ＧＭ：ああ。

ＲＥＤ：よし、ラクレ！　やっちまってくれ！

ラクレ：……はいっ！　マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・カトブレパス》。《リゼントメント》でダメージを底上げします。

ネヴィン：おおー、ピジョンブラッド号のマストが輝かがやく！




　精霊たちがざわめく。

　海も、風も、この青い世界のすべてが、眼がん前ぜんの邪じや悪あくを放ほう逐ちくせよと語りかけてくる。

　ひとつ頷うなずき、ラクレは〝力〟を解放した。

[image: ]




ラクレ：フェイトを使って、命中達成値は32！

ＧＭ：（首を振る）避けられん……。

ラクレ：ダメージロールの結果は、[image: ]点の〈無〉属性魔法ダメージです！

ＲＥＤ：よしっ！

ネヴィン：うん、見事だ！

ＧＭ：カトブレパスの力により、Ｊ・マローダーの肉体は急きゆう激げきに石化し、そして崩くずれ去さってゆく。「ハハハァ……ハッ、そうか、これが〝終わり〟。憎悪の果てか！」

ラクレ：ＲＥＤ、あの人は……。

ＲＥＤ：（首を振る）邪神に魂を売った奴だ。どうしようもないさ。

ラクレ：…………。痛いたましいものを見るように、見送ります……。

ＧＭ：だが、そのとき、何者かの声が響ひびく。「契けい約やく者しやよ、滅ほろびることは許さぬ……我われとともに永えい劫ごうの憎ぞう悪おを……」

ゼニーナ：これは……あっちの船の声!?

ＧＭ：ああ。〝憎悪の船クロムクルー〟。禁きん断だんの島を求めた七人の成れの果てだ。その声を受け、Ｊ・マローダーの体は再さい生せいを始める。

ＲＥＤ：例の再生能力か！

ラクレ：でも、こちらにはピジョンブラッドの力があります!!

ＧＭ：そのとおり。ピジョンブラッドから放たれる白い光がクロムクルー号をどんどんと包つつみ込こんでゆく。まばゆい輝かがやきの中、君たちは、何者かの恐おそろしい悲鳴を聞いた……。

ラクレ：すごい……。

ＧＭ：で、気がつくと、目の前の海には船の残ざん骸がいが浮うかんでいる。敵船に乗のり込こんでいたＲＥＤは、波間に浮かぶ板切れにのっている状態だな。

ＲＥＤ：おお？　こりゃあ……。

ＧＭ：そして、Ｊ・マローダーの服を着た白はつ骨こつ死体がプカプカと浮ういていたが、やがてそれも崩くずれ、波間へと消えて行く……。

ラクレ：なんだかすごいスペクタクルだった……。

ＧＭ：というところで、クライマックスは終了。エンディングに移うつろう！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆メーナームヤイの秘ひ宝ほう




　戦い終わって、数日後。

　ＲＥＤたちはメーナームヤイ王国を救った英えい雄ゆうとして、王都に招まねかれていた。

　神しん聖せいなる女王ラーシニーとの謁えつ見けんという栄えい誉よに浴すことになったのである。




ＧＭ：さて、戦いが終わった後のこと。君たちはメーナームヤイの女王から直じき々じきに感かん謝しやの宴に招かれることになる。出席はするかい？

ＲＥＤ：のんびりってぇ身分じゃないけど、宴えん会かいを断ことわるのも野や暮ぼってもんだ。

ネヴィン：まったくだ（←こくこくと頷うなずく）。

ＧＭ：では、場所は王都の宮きゆう殿でん。もう十月になるが気温は高く、みんな薄うす着ぎで過すごしている。窓まどから見えるのは、南国特有の植物だ。

ラクレ：異い国こくって感じがしますね。

ＧＭ：謁見の間に入った君たちを玉ぎよく座ざから立ち上がって出で迎むかえているのは、三十歳さい前後と思しき見目麗うるわしい女王。そしてその横には、正せい装そうのサラがキリッとした顔で控ひかえている。




　異国の女王は、玉座を離はなれ、自らＲＥＤのもとへと歩あゆみ寄よった。

　神に近しい存そん在ざいとみなされる彼かの女じよがこのような振ふる舞まいをするのは前代未み聞もんのことである。

　だが、近習の誰だれも咎とがめ立だてはしない。

　それは尊とうとい女王の意い志しであり、何より、赤毛の異い邦ほう人じんたちはそれに相応ふさわしい偉い業ぎようを成なし遂とげたのだから。




ＧＭ：「遥はるか西方より来たる英雄、キャプテンＲＥＤ。そなたたちの働き、我わが娘むすめサララーナポーンより聞きき及およんでおります。我われと我わが国くにの名において感謝いたします」

ＲＥＤ：照てれ臭くさそうに頭を掻かく。いやぁ、こうも格かく式しき張ばったのは苦手でな。まぁ、キャプテン・ルビィの縁えんと……あとは、そこの姫ひめさんに頼たのまれたってだけのことさ。

ＧＭ：すると女王は「あ、じゃあ楽にして。こっちも素すで話すわ」と、いっきに声こわ色いろがフランクなものに変わる。

ラクレ：変わりすぎ！（笑）

ＧＭ：「いやー、正直、往おう生じようしてたのよ。あたしが死ねばなんとかなるかなって思ったけど、それって七海邪を強化するだけだし。うん、よく臣民は耐たえてくれた。あたしの誇ほこりよ」

ＲＥＤ：ああ、あんたたちはよく耐たえた。あの怪かい物ぶつ相手に、よく粘ねばったもんだ。

ＧＭ：「その甲か斐いあって、飛び出してった娘はルビィに勝まさるとも劣おとらない英雄を連れ帰ってくれたわ。それに……」と、女王はラクレに視し線せんを向ける。

ラクレ：な、なんでしょう？

ＧＭ：「あの生真面目きまじめな娘が、気楽に話し合える友達まで見つけて帰ってきたんだもの」と、嬉うれしそうにウィンクする。「……これからも、あの子の友達でいてやってくれる？」

ラクレ：（嬉しそうに）はい、喜んで！




　ラクレの言葉に、サラは頬ほおを歓かん喜きに染そめた。

　ＲＥＤ海かい賊ぞく団だんに加入してラクレが最初に自ら勝ち得た宝たからは、この異国の王女との友ゆう情じようにほかならない。




ＧＭ：「そうそう。ルビィが残していったものを、あなたたちに渡わたしておくわ」と、女王は部下に命じて美しい小箱を持ってこさせる。中に入っているのは、手のひらほどの大きさをした、六角形の水すい晶しよう板。

一同：おおっ？

ＲＥＤ：こいつは初めてお目にかかるな……。

ＧＭ：「〝精せい霊れいの海図〟と、ルビィは言っていたわ。すべて集めると〝禁きん断だんの島〟への門が開かれると。これをうちに預あずけたまま彼女は旅立って……戻もどっては来なかった」

ラクレ：精霊の海図……。

ＧＭ：触ふれてみると、ラクレには、それがかなり強い魔ま力りよくを秘ひめた品であることがわかる。そして、おそらくはピジョンブラッドに適てき合ごうする。

[image: ]

ラクレ：ＲＥＤ、これ……。

ＲＥＤ：ああ。船に戻ったら試ためしてみないとな。

ＧＭ：「さて、この後は大だい宴えん会かいを用意してあるけど……その前に、何か希望する物はある？　うちの国庫との相談次し第だいで、そこそこの無理には応おうじるわよ」

ゼニーナ：ニャッハー！　素す晴ばらしい女王様なのだわ！　やっぱ現げん金きんがいいかニャー。

ラクレ：ゼニーナさん。この国も被ひ害がいは大きかったわけですし、色々と物入りになるのでは。

ゼニーナ：あー。そう言われると、わらわも国を滅ほろぼされた身なので、あんまり強く金をせびるのもためらわれるのだわー。

ＲＥＤ：ネヴィンは何か意見はあるか？

ネヴィン：んー？　うん、何かこの国の旨うまい名産品でも貰もらえれば、それでいいんじゃないか。

ラクレ：やっぱ食べ物だ（笑）。

ＲＥＤ：ふむ。じゃあここで冒ぼう険けん商人としての顔も見せておこう。西方のドゥルガーラに、トルバイン商会ってぇ会社がある。貿ぼう易えきルートのいいとこをひとつ、そこに開放してやっちゃくれねぇかな。

ラクレ：あ、それはいいですね。トルバイン商会さんの経けい営えいが楽になると、禁断の島を探さがすまでの時間に余よ裕ゆうができそう。

ＲＥＤ：だろ？　もしもクロムウェル商会と取引してるなら、そこからトルバインに乗り換えてくれるとありがてぇ。

ゼニーナ：クロムウェルへのいやがらせも忘れてないのだわ～。

ネヴィン：だが、それはヴァンスター帝国との関係に問題が出ないか？　クロムウェルは貴族なのだろう？

ＲＥＤ：オレの考えでは、問題ない。トルバインだってヴァンスター国内の会社だ。上から見れば、クロムウェル個人が同業他社にカードをひとつ取られたってだけのことだ。

ＧＭ：（少し考えて）そうだね。輸出入による利鞘がヴァンスターにもたらされることには変わらない。窓口がトルバインかクロムウェルかというだけの差だ。

ＲＥＤ：あとは、上手いことライラがやってくれるだろうさ。

ネヴィン：なるほどな。納得した。

ＧＭ：女王は「そんなんでいいの？」って確かく認にんした後、了りよう承しようしてくれるよ。オマケとして、今後、世界のどこにおいても、メーナームヤイ商人は取引に便べん宜ぎを図はかってくれる。

一同：おおー。

ゼニーナ：貿易ルートと、でっかいコネができたのだわ。やっぱり人助けは得なのだわ！

ＲＥＤ：（手をパンと打ち鳴らし）よし、小こ難むずかしい話はここまでだ。女王さんよ、いっちょ派は手でな宴会を頼たのむぜ！

ＧＭ：「ええ、任まかせて！　じゃあ、こっからは無ぶ礼れい講こう！」と女王が宣せん言げんすると同時に、サラは玉座のそばを離れ、たたたっとラクレに駆かけ寄よってくる。「ラクレ！」

ラクレ：サラ！

ＧＭ：「この一月半、ありがとう。あなたたちに逢あえて本当に良かった……」

ラクレ：わたしもだよ。遠い遠い国の素す敵てきなお姫ひめ様さまと友達になれるなんて、少し前までは、わたし、物語の中のこととしか思ってなかった。

ＧＭ：「お互たがい様さまだね。できれば、もっと一いつ緒しよにいられればよかったんだけど……」

ゼニーナ：ＲＥＤに耳打ちする。あの姫様、さらってあげればいいのだわ。

ＲＥＤ：ああ、そいつぁすげぇ宝だ。ラクレも喜ぶな。

ラクレ：ダメですよ！　この子はわたしの宝たから物もの！　この綺き麗れいな国で、素敵な女王様に育つのを待つんです。

ＧＭ：サラは笑いながら、「わたくしが女王になったら、あなたはどうするの？」と尋たずねる。

ラクレ：そしたら改めて、さらいにくるよ。国家最大の宝を奪うばう女海賊キャプテン・ラクレ。素す敵てきでしょ？

ＲＥＤ：ははっ！　こいつはいい。さすがはルビィの娘だ。スケールがでけぇ！

ＧＭ：サラは「じゃあ、わたくしも、それに相応ふさわしい名君になるよう頑がん張ばるね！　……人の命も、自分の命も大事にできる、そんな女王に。……約束するよ！」

ラクレ：うん、約束！




　そしてまた、少女たちは新たな誓ちかいを交かわした。

　西方と東方の間に結ばれた、ささやかで、だけど輝かがやかしい約定。

　その誓いを胸むねに、ラクレは次なる旅へと向かうのだった。







◆Ending02◆海図の導き




　数日後、わたしたちは再ふたたびピジョンブラッド号に乗のり込こんでいました。

　二ふつ日か酔よい（三日酔い？）に悩なやまされていたＲＥＤさんとゼニーナさんも、そろそろ本調子。

　ちなみにネヴィンさんは、誰よりもお酒を飲んだのに、けろりとしたものです。




ＧＭ：では最後のシーン。宴も終わって数日が過すぎ、再び君たちは出航するわけだ。

ラクレ：はーい。

ＲＥＤ：オレはしばらく二日酔いに悩まされてたが、なんとか復ふつ帰きしたってとこだな。

ゼニーナ：あ、わらわも頭がガンガンすることにするのだわ。それで、メーナームヤイで貰もらった南国の果実をしょりしょり齧かじってる。

ネヴィン：あ、私は平気。一番飲むけど、全然平気（笑）。

ＲＥＤ：うわばみめ……。

ラクレ：とりあえず、具合悪い人の世話してますね～。

ＧＭ：うむ。それで、例の精霊の海図だが……。

ラクレ：おおっ。ピジョンブラッドに解かい析せきしてもらわないと。




〝ピジョンブラッド〟本体が安置されている部屋に来ました。

「どうしました、ラクレ？」

　赤い明めい滅めつが、優やさしく語りかけてきます。

　わたしは、ポケットの中から、母さんの形見だという〝精霊の海図〟を取り出しました。




ＧＭ：すると、ピジョンブラッドの声に動どう揺ようの色が混まざる。「それは……！　ワタシの記き憶おくにあります。その海図こそ、禁断の島を示しめす断だん片ぺん！」すると、ラクレの手を離はなれた海図はスーッと宙ちゆうを滑すべり、ピジョンブラッドの近くの空間にぴたりと固定される。

ラクレ：こ、これは……！　新しい情じよう報ほうが出てきたりします？

ＧＭ：うん、出てくるねぇ。

ラクレ：待ってピジョンブラッド！　ＲＥＤたちを呼よんでくるから！




　具合悪そうに甲かん板ぱんでごろごろしていたＲＥＤですが、精霊の海図のことを告げると、真面目な顔になって立ち上がってくれました。

　他の皆みなも一緒になって、ピジョンブラッドの部屋へ。




ＲＥＤ：……で、何かわかったのか、ピジョンブラッド？

ＧＭ：「はい。眠ねむっていた機き能のうのひとつが復ふつ活かつしました。互たがいに共鳴する〝精霊の海図〟の性せい質しつを利用し、世界各地に眠ねむる海図のおおまかな位置が判はん明めいしました」

一同：おおっ!?

ＧＭ：君たちの目の前に、エリンディル大陸を中心とした立体映えい像ぞうが投とう影えいされる。そして、各地の海に、幾いくつもの光点が明滅している。東方、ダイワ諸しよ島とう。遥か西方の海、そして未知なる南方……。

ＲＥＤ：これが〝精霊の海図〟の在あり処かなのか？

ＧＭ：「現げん状じよう、まだ精せい度どに難なんはありますが、おおよその位置に狂くるいはないはずです。この海図がすべてそろうとき〝禁断の島〟への扉とびらは開かれる……はずです」

ゼニーナ：自信ないの？

ＧＭ：「断だん言げんするに足る情報記憶が蘇よみがえっていないためです。人間の感覚では、ほぼ[image: ]％間ま違ちがいないというところでしょうか」

ネヴィン：しかし、世界中の海に散らばってるじゃないか。これ、少し時間に余裕ができたとはいえ、一年かそこらで回りきれるのか？

ＲＥＤ：いやいや、こいつはいいぞ！　一年で世界一周するようなもんだろ。……そんなことを成し遂げた奴やつァ、これまでひとりもいないんじゃないのか？




　戸と惑まどう私たちをよそに、ＲＥＤは笑え顔がおを浮うかべています。

　ただただ、目の前にある冒険に胸を躍おどらせる少年みたい。

　けどそれは、わたしにとってはとても頼たのもしく、尊いものに思えました。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　あの笑顔と一緒にいれば、きっとわたしは、闇やみ夜よだって怖こわがらずに進んでいける。




ＲＥＤ：よし、決まりだ。片かたっ端ぱしから回っていくぜ！




　ネヴィンさんは、いつものように肩かたをすくめて同意。

　ゼニーナさんは、呆あきれ顔がおになった後、各かく地ち域いきのお金になりそうな特産品の計算を開始。

　そしてわたしは───




ラクレ：はい、行きましょう！　冒険の海に！





『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ』

第一話『東方王国の姫ひめ君ぎみ』

─ＦＩＮ─
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あとがき




　おっすおっす、田中天たなか・たかしでございます。読んでいただき、ごっつあんス。

　そんなわけでキャプテンＲＥＤシリーズの開かい幕まくです。『ＡＲ２Ｅ』リプレイシリーズ初の海洋冒ぼう険けん譚たんとなるわけですが、いかがでしたでしょうか？　ＲＥＤたちが駆かけ巡めぐる海の風や匂においを、僅わずかでもお伝えすることができたのならば幸いです。




　本シリーズを始めるにあたり、最初から決めていたことがあります。それは、シリーズタイトルに主人公の名をそのまま用いるということ。理由は至し極ごく単たん純じゆんで、『海の勇者 ホレイショ・ホーンブロワー』『海の勇士 リチャード・ボライソー』といった、海洋冒険小説の古典的名作にあやかりたかったためです。「キャプテンＲＥＤ」という、ストレートに格好良く、そして、ちょっとだけ変わった要よう素そ（レッドではなくＲＥＤ）まで含ふくむ名前をつけてくれた遠藤卓司えんどう・たくじさんには感かん謝しやすることしきりです。ありがとう！




　本書冒ぼう頭とうでも述のべておりますが、本シリーズは、プリプレイからしてややイレギュラーな構こう成せいになっております（なにしろ、プリプレイ時点で判はん明めいしているプレイヤーはひとり！）。

　これは、いたずらに奇きを衒てらってのことではなく、各キャラクター、特に主人公である好漢ＲＥＤと、読者視し点てんキャラ代表であるラクレ嬢じようの、それぞれの登場場面を印象深く描えがきたかったからという理由があります。

　第一話とは別にプロローグを設もうけたのも、「登場人物を説明し、その活かつ躍やくを描く」ことに傾けい注ちゆうするためです。ＲＥＤたちに比くらべ、アッティラ海かい賊ぞく団だんの戦せん闘とう力りよくが見み劣おとり（なにしろ１ラウンドで圧あつ勝しよう）したのも、それが理由。すまんアッティラ。だが、お前のお蔭かげでＲＥＤたちは好き放題に活躍できたよ！

　また、プレイヤーたちもプロローグでの会話や戦闘を通じ、お互たがいのＰＣへの理り解かいを深めることができました。お蔭で、続く本番の第一話では、登場ＮＰＣやイベントを多めに用意したにもかかわらず、（他のＰＣを理解する時間を省けるため）すんなりと呑み込こんでもらえたようです。

　収しゆう録ろく後も、各プレイヤーと会った折に「こんな場所に行くエピソードがあると面おも白しろい」「ギルドサポートの演えん出しゆつで、こんな仲間が出てくるのはどうだろう」などと話し合いました。このような、「キャンペーンを通じて物語が育っていく楽しみ」を、読者の皆みな様さまにお届とどけしていきたいと考えております。

　とりあえず次巻では、エリンディル大陸ではない〝どこか〟へと向かうことになると思われます。それがどんな場所なのかは……乞こうご期待！

　さて、最後に恒こう例れいの謝しや辞じを。

　まずは、ＲＥＤ海賊団の四人を生み出し、遊んでくれたプレイヤーたち。これからも存ぞん分ぶんに大海を暴あばれ回り、そして物語を育ててください。

　イラストレーターの輝竜司きりゆう・つかさ先生。編へん集しゆう氏から参考にと手て渡わたされたサンプルイラストを拝はい見けんした瞬しゆん間かんから、「この人だ！」と一ひと目め惚ぼれ状じよう態たいでした。私とプレイヤーたちが心に思い描いた好漢・悪漢・怪かい物ぶつその他を、あなたに描いて貰もらえるということは、本シリーズにとっての幸福のひとつです。

『ＡＲ２Ｅ』世界設せつ定ていについてアドバイスをくださった久保田悠羅くばた・ゆうらさんと、面めん倒どうな指定を鮮あざやかに紙面に反はん映えいさせてくださったＤＴＰ担たん当とう諸しよ氏し。

　そして、編集、印刷、製本、流通、販はん売ばいに携たずさわる皆様。

　最後に、本書を読んでくださった〝あなた〟へ。

　ありがとう！　二巻かんもよろしく!!

二〇一二年七月吉きち日じつ　田中天
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